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本書は、太宰府市の北東部に位置する大字北谷、内山で行われた宝満山遺跡群に係

わる埋蔵文化財発掘調査報告書です。

宝満山は平安時代から筑紫の霊峰として全国に存在が知られ、今なおその命脈は竃

門神社や宝満山修験会などによる行事に受け継がれています。

本書は平成 17年度から 5カ年をかけておこなった宝満山中での遺跡の広がりや残

り具合を確認し、主要な遺構についての詳細な実測図を作成した国庫補助事業による

調査や、平成 21年度までに遺跡内でおこなわれた民間開発や農地転用事業に伴う緊

急発掘調査を収録しています。

本書が学術研究はもとより文化財への理解と認識を深める一助となり、広く活用さ

れ、ひいては文化財愛護の精神が高揚することを心より願っております。

最後になりましたが、本調査に対しご理解ご協力いただきました、地元区をはじめ

とする関係各位ならびに諸機関の方々に心からお礼申し上げます。

平成 22年 3月

太宰府市教育委員会

教育長関敏 治



例言

1.本書は太宰府市大字北谷、内山で、行われた宝満山遺跡の発掘調査報告書である。

2. 遺構の実測には、国土調査法第 II座標系を利用した。したがって本書に示される方位は特に注記

のない限り G.N. (座標北)を示し、本文中に記される遺構の角度もこれを基準としたものである。

3.本書に掲載される遺構番号は、以下の要領で理解される。なお遺構の性格を表記する記号について

は、 SA柵列跡、 SB掘立柱建物跡、 SD溝、 SF道路状遺構、 SI住居跡、 SK土坑、 ST墳墓、はその

他の遺構などであり、略号として以下のように記載している。

宝 33 SX 001 

~/\\\\\ 
遺跡名 調査次数 遺構種別 遺構番号

3. 第 31、32、34、35、37、38次の測量および図化の一部は株式会社埋蔵文化財サポートシステムに

委託した。

4. 遺構の実測および遺構写真撮影は担当者の他 32次は井上信正、柳智子、下高大輔、久味木理恵、

34次は柳、久味木が行った。

5. 第 33、34、37、39、40次調査の空中写真撮影は(有)空中写真企画(代表壇睦夫)が行った。

6. 遺物の実測は調査担当者の他、柳智子、久家春美、木戸雅美、福井円が行った。

7. 遺物の整理接合・復元作業は馬場由美、住山景子、末永亜由子が行った。金属製品の整理接合・復

元作業・保存処理業務は株式会社タクトに委託した。

8. 遺物の写真撮影は山村、柳が行った。

9. 表入力・写真整理は柳、瀬戸口みな子、市川晴美、中原順子が行った。

10. 図の浄書は調査担当者および遺物実測者が行った。

11.本書に用いた分類は以下のとおり。

須恵器・・・『宮ノ本遺跡 II 一窯跡篇一J1(太宰府市の文化財第 10集) 1992 

陶磁器・・・『大宰府条坊跡 XV -陶磁器分類一J1(太宰府市の文化財第 49集)2000 

土器・・・・『大宰府条坊跡 IIJ1(太宰府市の文化財第 7集) 1983 

瓦・・・・・『大宰府史跡出土軒瓦・叩打痕文字瓦型式一覧J12000 九州歴史資料館

『宝満山遺跡群 4J1(太宰府市の文化財第 79集)2005 

瓦質・土師質土器・・・「太宰府出土の瓦質土器」山村信柴『中近世土器の基礎研究vIJ11990 

12. 遺物は基本的に土器1/3、石・金属・土製品1/2、瓦1/4の大きさで図示している。

13. 執筆は第 31、32、33、34、35、38次遺構を山村が、 36次を下高、遠藤茜、 39次を宮崎亮一、 37、

38次遺物、 40次を高橋学が行い、編集は山村が担当した。

14. 付属の CD-ROMには本文、写真図版の pdfデー夕、表などを収納している。第 32、35、38次の踏査

に関わる詳細な画像や図はCD内のフォノレダに収容している。
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l、遺跡位置と歴史

1 宝満山遺跡群の概要

太宰府市は玄界灘を臨む博多湾より南約 10Km、筑後平野と福岡平野とを繋ぐ溝状の地狭帯に位置し、

西に脊振山塊より派生したE陵、東に三郡山系から連なる山に固まれている。宝満山遺跡群は、古代大

宰府条坊の北東に位置し、宝満山(標高 829m) を主峰とし愛巌(おたけ)山裾までを含む太宰府市か

ら筑紫野市域の山中に展開する遺跡群で、旧石器時代から修験道やその他の信仰に係る近現代までの遺

構が調査報告されている (fig.1)。

7世紀末から 8世紀初頭の段階で内山集落の下宮地区、中腹の辛野地区および山頂東下の東院谷地区

において土器が出土し、 8世紀中葉から後半の段階で南西裾の原遺跡や中腹の辛野地区の 21次におい

て土師器嚢に供膳具を伴う土器相を持つ生活臭のある遺跡が形成されている。さらに山頂南東斜面にお

ける祭杷、南東斜面の大南窟(室構造を持つ巨岩露頭)の使用がこの時期に始まっている。平安後期以

降は山中に広く遺物の散布地が知られており、太宰府市側の内山、北谷をはじめ筑紫野市側の原、大石、

本道寺などの集落、山中の東院谷、西院谷周辺などでは当該時期の遺物が雛壇状の造成面で広く採取さ

れている。竃門神社下宮にある礎石群は平安後期の整地層上にあり、筑前観世音寺講堂や宇佐弥鞍寺講

堂と同規模クラスの拠点性を持つ建物が成立している。遺跡の西側では大宇内山宇辛野と大字北谷宇小

野に跨る丘陵頂部の平坦面においておこなった 21次調査で 8世紀後半の遺物包含層を埋めて 13世紀頃

に造成し、前面に 2段の石垣と石階段、後背面に土塁と景石を用いた庭園遺構が存在することが判明し、

平成 16年 1月に市の指定史跡となっている。その地点以下の北谷地区や南谷地区では在来工法による

石垣や石段を用いて区画した雛壇状の造成遺構とその上に展開する掘立柱建物群が検出された。この段

階にあっては山裾の内山、北谷地区と裾から一段上がった南谷、辛野地区に遺構が集中し、中宮周辺の

西院谷、筑紫野市側の 8合目付近にある東院谷地区などに若干住空聞があったものと思われる。

遺跡群の外延の平野部においても 11世紀後半以降には大宰府条坊北東から安楽寺天満宮(現太宰府

天満宮)周辺の馬場、奥園、大町、連歌屋、三条遺跡にかけての広いエリア(大宰府条坊北東郭外)で

盛んに遺構が形成されるようになり四王寺山東裾の原遺跡においても同時期に寺院やそれに関連した坊

跡が形成された様相が見られ、 14世紀前半頃までは安定してその場が利用されている。安楽寺天満宮

境内においても 12世紀以降に盛んに境内が整地整備され、これらが折しも大宰府条坊終駕期に同時的

に開発の機運が興ったものと見られ、宝満山での遺跡の盛衰と呼応する様相を呈している (fig.2， 3) 0 

2 業明期の宝満山

内山辛野遺跡や筑紫野市本道寺の東院谷では悉皆調査や平成 15年 7月の水害調査で、遺物が採取され

ているが、その中に 8世紀初頭に位置づけられる須恵器の杯が見られる。 8世紀も中頃以降になると、

山裾では原遺跡で「薗」銘の墨書土器を含む生活跡が、至近の 33次調査では三彩陶器が出土している。

下宮地区では瓦を伴った包含層が、さらにその上の内山辛野での 21次調査では煮炊具としての寵を含

む土器群と整地層が見っかり、その眼上に祭記遺跡である辛野、山頂遺跡が展開している。その他、下

宮から中宮に至る聞の独立峰である 3、30、34次地点の頂部付近で須恵器の杯や蓋の破片が採取されて

いる。このような状況を総合的に判断すると、宝満山での遺跡の形成は 8世紀初頭にはじまり、 8世紀

中頃には原遺跡などの山裾で一定期間の滞在を可能にする生活空聞が形成され、 21次地点のような山

中で、のキャンプサイトがそれに連動して展開し、現在の登拝ルート沿いの独立峰の頂部で小規模な土器
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を用いた祭杷が連鎖的におこなわれて、北西面では辛野遺跡、南西面では山頂遺跡が最大の祭杷場となっ

ていたことが理解される。

山頂での祭杷は 9世紀前半にピークを迎え、土器の投棄は 12世紀までおこなわれている。多量の土

器と伴に銅製儀鏡、奈良三彩、施軸陶器、皇朝銭などの特殊な遺物が山頂東直下の崖下で採取されている。

ここで出土する多くの土器の縁には油煙の跡が残され、閣の中で土器に油を注いで火を灯して巨岩の上

で祈りがささげられていた光景が想像される。また、出土した墨書土器に「寺」銘のものがあり、祭記

のために山中に入っていた者の中に仏教を背景とした人聞が含まれていたことは考えられる。なお、下

宮地区周辺での奈良時代の瓦の出土から、この時期に堂舎の存在した可能性が指摘されているが、奈良

時代の瓦はどの地点においても平安時代の多種類の瓦と供伴して 1割以下の程度での出土状況であり、

平安時代に安楽寺や条坊地区から持ち込まれた瓦の中に奈良時代のものが含まれていた可能性も十分考

えられ、その存否は今後の課題といえる。

このように宝満山での遺跡の繋明は宗教を背景とした祭把を前提に成立し、山頂での祭把は福岡県沖

ノ島一号祭杷遺跡と岡山県大飛島祭把遺跡の遺物構成と類似し、遣唐使派遣にかかわる国家祭杷を背景

とする遺物群との評価がなされている。さらに西側の裾にある辛野地区おける八世紀初頭から後半にか

けての祭把遺跡では、出土した墨書土器の文字中に「神JI論JI寺JI知孝JI守識」など宗教性を帯び

た文字が見られ、特に現代でいう外国を示すと考えられる「蕃」の文字を持つものが存在することから、

古代官街大宰府を背景とした国境祭把をおこなうべき場として成立している。

3 山岳寺院としての宝満山

寺院に係る遺構としては、 9世紀後半から 10世紀になると現在の下宮と中宮跡の中間の独立峰に 3

間四方の礎石建物が忽然と現れる。瓦を所要したもので柱の芯心の幅は両外が 2.5m、中央が 3.1mの一

辺が 8.1mのもので山を削り出して作った方形の基壇を伴っている。石で築かれた階段の位置から南を

正面とした建物で、東には山頂を仰ぐ好位置に立地している。礎石の脇から平安時代の様式とされる小

金銅仏が出土している。この施設が近年、天台宗を聞いた最澄が企画した六所宝塔のうちの日本の西端

に置かれた「安西塔j で、あったのではなし、かと指摘されている建物である(本谷礎石群、 34次調査)。

竃門神社下宮境内において東西5問、南北7聞の長大な総柱の礎石建物が平安時代後期以降の整地層上

に建てられたことが調査によって判明し (37次調査)、その前面の谷部の調査ではそれに接続すると考

えられる参道と思わしき石敷きと石垣などが確認された。講堂などの性格を持つ寺の中枢建物と目され

る。また、その北の中堂地区の谷奥には薬師仏を祭ったと伝承のある礎石建物(伝根本中堂)があった

とされ(昭和の水害で、流出)、隣の南谷地区の谷奥では発掘調査により桁行 5問、梁行 2間以上の平安

後期以降の礎石建物が確認され、下宮の礎石建物より小規模な堂舎が山中の造成谷の最深部に散在して

いた。これら礎石建物の前面には雛壇状の造成面があり、内山、南谷、辛野、北谷地区においては 12

世紀後半以降の整地層上に掘立柱建物と石垣で構成される坊跡と考えられる生活空間が発掘調査により

検出され、それは 14世紀前半まで引き続いて使用されている。

北谷の宝満 29次では土地を 10数メートノレごとに低い石垣を用いて区画した様子が確認され、その区

画の中で、鍛冶炉が数基展開して刀剣や鎧などの残片が出土している。内山地区の 21次調査地点では幅

10メートルにわたる鍛冶作業をおこなう作業面が確認され、開発された空間が生活のためのみならず

工房を含むものであったことが判明した。この様子は中世大宰府観世音寺境内の様相と酷似しており、

平安後期以降、寺社の坊にたくさんの修行僧や商人や職人が雑居していた様子が復元される。山中が一
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種の寺内町のような都市的な場となっていた。

坊の単位と考えられる段には谷や尾根に沿う道に面して計画的に配置されたものや、谷部を魚鱗状に

利用するものなど幾種類かの傾向が見られる。推定坊跡の最高所の辛野地区にある宝満 21次調査で検

出した 13世紀後半頃の遺構は、正面の造成崖に二段の石垣と食い違いの石段、段の上がり口に四脚門、

奥には土塁状の造成崖下に枯山水風の庭園、花壇状遺構、それに固まれた桁行 3問、梁行2聞の数寄屋

風建物があり、室町期に先行する居館的な要素を備えた施設であることが判明した。その遺跡の下の谷

にあたる 29次調査では石段や溝で区画して斜面地を有効に利用した企画性の高い推定坊跡がみつかっ

ている。これら堂社や推定坊跡は調査の所見から平安後期に整備され始めたものと考えられ、山中での

土器祭杷盛行後に寺社が形成された流れで捉えられる。この遺跡の坊化の開始時期は中国華南産白磁が

多量出土しだす大宰府陶磁器編年C期に該当し、同じ山岳遺跡である太宰府原山、四王寺坂本地区、福

岡市東油山天福寺、脊振山東円寺山頂地区、糟屋郡久山町首羅山遺跡などで分布する遺物の上限時期で

もあり、北部九州においては一斉に山岳寺院が形成され始めた感がある。

4 経塚と小金銅仏

山岳寺院化のきっかけとして如法による経塚の形成が注目される。山内では経塚が内山地区の宇南谷

(宝満A経塚)と筑紫野市大字原(宝満B経塚)の二箇所で発見されている。宝満A経塚は古くに個人によっ

て発掘されたもので、宝珠紐と反りのある六角形の蓋を持ち、経巻とともに飛鳥様式をとどめる金銅製

菩薩立像が納められていた。重要文化財に指定されている。また、南谷地区の 4次調査では白鳳期に位

置づけられる小金銅仏が出土している。周辺は中世の坊が広がるエリアであり、宝満 A経塚例のように

経塚に封入されたものか坊中で祭られたものであろうか。

内山地区南端の大字原宇山崎の丘陵頂部の宝満 B経塚では天永元 (1110)年銘を持つ経筒が出土し、

肥前国松浦郡出身の僧観尊が大南の毘沙門堂に数ヶ月寵って法華経を書し功徳を積んだことが刻まれて

いる。出土したE陵裾の田面に「ピシャモンJのホノケ(小地名)が残されている。この記載内容は推

定坊跡地区の面的開発の端緒が発掘調査の所見では 12世紀に置かれる点と整合的であり、開発に伴っ

て山内に「堂」と生活空間としての「坊j がセットで出現したことを示唆している。このように宝満山

では広大な坊と考えられる生活空間の開発の初期段階で、坊内やそれらを見下ろす正頂部に経塚が形成

されている。この形態は太宰府原山無量寺跡、須恵町佐谷建正寺跡、久山町首羅山頭光寺、福岡市西油

山天福寺跡、佐賀県東脊振村霊仙寺跡など北部九州の天台末となった寺院跡に共通して見られ、山中で

の造寺に対する一定の共通する手法や考え方があったものと考えられる。

5 その後の宝満山

14世紀後半"-'16世紀には現在調査している太宰府市側の推定坊跡エリアでは遺構形成が極端に少な

くなり、坊・墓所が廃絶し、山内の遺跡化が進行した。恐らくこの間に修験道の流入と成立が起こり天

台色の変容と衰退期で、あったといえよう。衰退の契機としては建武 3(1336)年の菊地氏による内山攻

めによる堂社の被災、弘治 3(1557)年大友義鎮の検地により僧房が耕作地となるなど、守護クラスの

寺院に対す干渉によるところが大きかったものと考えられる。永禄元(1558)年にはあまたあった坊が

二十五坊となり山頂から中宮付近の西院谷、筑紫野市側の東院谷、愛巌山近傍などに坊宅を移した。

近世に至り寛文(1661"-' 1671)年中には天台宗京都聖護院の末寺となり、修験を専らにする近世的

坊組織が成立した。奇しくも天台系寺院による地方寺院の再末寺化の一翼を担う形となった。山中に残
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る石垣を多用した段造成群はこの段階での坊跡の遺構である。筑紫野市側の東院谷太宰府市側の中宮跡

周辺の西院谷の名称はこの時期の坊に由来する。それも 19世紀の明治維新に際し神仏分離による修験

道の停止により堂舎・仏像等が破却され、山中が官有林となったため二十五坊は下山を余儀なくされ、坊・

墓所の廃絶、仏具の散逸が進んだ。堂舎の中には小洞・里寺化したものもあったが、山内は総じて遺跡

化し耕作地化が急速に進み、一部は北谷・内山などの集落域に取り込まれ現在は竃門神社が太宰府市内

山地区にあり、山頂の上官を管理する形に至っている。

参考文献

小田富士雄編『宝満山の地宝~ 1982年太宰府顕彰会(宝満山綜合文化調査のうち 1次調査は聞き取り、

踏査、 2次調査は上宮祭把トレンチ調査、法城窟レンチ調査、下宮礎石群平板測量調査、 3次調査は下

官礎石群トレンチ調査)

小田富士雄・武末純一「太宰府・宝満山の初期祭杷J~宝満山の地宝拾遺~ 1983年太宰府顕彰会

亀井明徳「経筒新資料についてJ~九州歴史資料館研究論集 8~ 1982年九州歴史資料館(宝満 B経塚)

小西信二編『宝満山及び竃門神社周辺の遺跡分布調査報告書~ 1984年太宰府顕彰会

太宰府市教育委員会『宝満山遺跡~ 1989年(市 1"-' 7次調査)

太宰府市教育委員会『宝満山遺跡群 rU1997年(市 14，16， 18次調査)

太宰府市教育委員会『宝満山遺跡群 rrU2001年(市 11，21次調査)

太宰府市教育委員会『宝満山遺跡群 4~ 1997年(市 8，9，10，12，13，15，17，19，20，22，24，25，26，27，

28，29次調査)

太宰府市教育委員会『宝満山遺跡群 5~ 1997年(市 30次調査=宝満A経塚、遺跡総括)

岡寺良「宝満山近世僧坊跡の調査と検討J~九州歴史資料館研究論集 33~ 2008年

E 、調査の経緯

平成 15(2003)年 7月 19日早暁の集中豪雨によって、山中の 100を超える箇所で土石流が発生し、

近世の坊跡とされてきた箇所では大規模に石垣が崩壊するなどした。また、平成 17(2005)年 3月 20

日に発生した福岡県西方沖地震により、伝有智山城大手門とされる場所の石垣が一部崩落するなど、自

然災害による山中の遺構の荒廃が加速化している感があり、市内の個人や任意団体からも自然災害の他、

心ない登山者による遺構の按損や出土遺物の報告が、市にも届くようになっていた。

このような状況の中、市においては山中の遺構について詳細な位置や構造などの台帳的な情報を把握

していなかったことから、平成 17年度から同 21年度までの 5カ年の計画で、国庫補助事業として地元

の承諾を得た上で山中の悉皆的な遺構探索をおこない、1/2，500図に個々の遺構をフ。ロットする事業と、

宝満山を代表する既知の主要遺跡として揚げられる伝有智山城土塁および周辺の図化 (31， 32次)、本

谷(妙見桐)礎石群の確認調査 (34次)、宝満山下宮礎石群の確認調査 (37次)、中宮跡周辺の地形測

量調査 (38次)を実施した。これによって山林で遺跡の把握が遅れていた部分において遺構の所在が

明確となり、主要遺跡については穀損の事態に対応するための基礎的な図を作成することが出来た。ま

た、この間に耕作地である内山地区において、農業経営規模の変化に伴って土地が改変される状況が発

生し、農地改良に対応して国庫補助事業として緊急発掘調査を実施した (36、39、40次)。また、九州

国立博物館設置に伴って開通した県道古賀・筑紫野線の沿線では耕地が営農から経営の土地に変容しつ

つあり、倉庫の建設に伴って原因者負担により緊急発掘調査を実施した (33次)。
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19年度遺構分布地図作成対象地
調査次数 年度 地需 調査原因 支出 調査担当

31 17 内山字辛野 6-]0他 iJ1lJfit調査 国庫補助 山村

35次 11 32 18 内山字辛野 6-10他 測量調査 国庫補助 山村

33 19 宇内山字野田 445一] 民間開発 原因者負担 山村

34 19 内iJl字本科 780ーい 16 確認調査 国庫補助 山村

35 19 内1II 793、北谷 905他 測量調査 同庫補助 山村

36 19 内山 620、621、930 農地改良 国庫補助 下高

37 20 内山字御供尾 883、884 確認調査 国庫補助 高橋

38 20 内山字詰門山 2-1，2-2他 出IJ量調査 国庫補助 高橋，山村

39 21 内山字ジル谷 1030，1032 農地改良 国庫補助 宮崎

40 21 内山 68-4，68-8，75，78-2，78-3 農地改良 国庫補助 高橋

E 、調査体制

各年次の調査体制は以下の通りである。

+60，0 

+58，5 

35次

図置古斗成化
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p
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(平成 17/2005年度)

総括 教育長

庶務 教育部長

文化財課長

調査

保護活用係長

調査係長

主任主査

事務主査

主任主査

技術主査

主任技師

技師(嘱託)

(平成 18/2006年度)

総括 教育長

庶務 教育部長

文化財課長

保護活用係長

調査係長

闘 敏 治

松永栄人

木村和美(~ 6月 30F1) 

爾藤慶之 (7月 1F1 ~) 

久保山元信

永尾彰朗

粛j爆実貴男

大石敬介

城戸康利

山村信柴 (31次調査担当)

中島恒次郎

井上信正

高 橋 学

宮崎亮一

下川可容下

柳 智 子

長直信

松浦智

闘敏治

松永栄人

粛藤鹿之

久保山元信

永尾彰朗
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主任主査

事務主査

調査 主任主査

技術主査

主任技師

技師(嘱託)

(平成 19/2007年度)

総括 教育長

庶務 教育部長

文化財課長

保護活用係長

調査係長

主任主査

調査 主任主査

技術主査

主任技師

技師(嘱託)

(平成 20/2008年度)

総括 教育長

庶務 教育部長

文化財課長

保護活用係長

調査係長

主任主査

粛藤実貴男

吉原慎一 (7 月 1 日~)

大石敬介(~ 6月 30日)

城戸康利

山村信柴 (32次調査担当)

中島恒次郎

井上信正

高橋学

宮崎亮一

柳智子

下高大輔

関敏治

松永栄人(~ 9月 30日)

松田幸夫 (10 月 1 日~)

膏藤慶之

久保山元信(~ 9月 30日)

菊武良一 (10 月 1 日~)

永尾彰朗

吉原慎一

粛藤実貴男

城戸康利

山村信柴 (33，34，35次調査担当)

中島恒次郎

井上信正

高橋学

宮崎亮一

柳智子

下高大輔 (36次調査担当)

大塚正樹

端野晋平

闘敏治

松田幸夫

粛藤慶之

菊武良一

永尾彰朗

吉原慎一

鷲藤実貴男
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調査 主任主査 城戸康利

山村信楽 (38次調査担当)

中島恒次郎

井上信正

高橋学 (37，38次調査担当)

宮崎亮一

柳智子

下高大輔

大塚正樹

技術主査

主任技師

技師(嘱託)

(平成 21/2009年度)

総括 教育長

庶務 教育部長

文化財課長

保護活用係長

調査係長

闘 敏 治

山田純裕

驚藤慶之

菊武良一

永尾彰朗(~ 6月 30日)

井上均 (7 月 1 日~)

吉原慎一

鷲藤実貴男

城戸康利(都市整備課併任)

山村信柴(整理担当)

中島恒次郎

井上信正

技術主査 宮崎亮一 (39次調査整理担当)

主任技師 高 橋 学 (40次調査整理担当)

技師 遠 藤 茜 (36次整理担当)

技師(嘱託) 柳 智 子

また、調査・報告に際して以下の方々に御指導・ご教示をいただいた。小西信二(元太宰府天満宮、

現太宰府市教育委員会)小田富士雄(元福岡大学)森弘子(西南学院大学)、宮本雅明(九州大学)河

上信行(河上信行建築事務所)山岸常人(京都大学)八尋和泉(別府大学)井形進(九州歴史資料館)

下高大輔(彦根市教育委員会)竃門神社、春日市教育委員会(敬称略す)

主任主査

調査 主任主査

N、調査および整理方法

調査および整理方法については、『太宰府佐野地区遺跡群Ij)(太宰府市の文化財第 14集 1989)、『太

宰府市における埋蔵文化財調査指針J](太宰府市教育委員会 2001年 9月改訂)に基づいている。測量

基準点は、国土座標第 II座標系の基準点から、光波測量機によって、調査地に座標を振り込み、発掘

調査を行った。測量図化を目的とした 31、32、38次については、国土座標第 II座標系の基準点を新た

に設置し、 トータノレステーションを基本に一部手測りで作図をし、再度、現地踏査をおこない、図を補

正して清書している。

悉皆調査を伴う 32、35次調査では1/2，500の作図を簡易 GPS装置と簡易距離計測器を使用した、新
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たな調査方法を取り決め、それに基づいて複数人数で作業をおこない、仮図をもとに現地で補足修正し

たものを製図している。業務委託時の仕様は以下の通りである。

宝満山山岳遺跡調査図化特記仕様書

第 1部総論

第 1章 目的

・山岳に於ける歴史的事象に係る遺構について、考古学を前提とした再現性のある方法によって調査し、

記録、台帳化をおこなうことを目的とする。

・収集する情報の均質化を図るために第2部以下の仕様を定めることとする。

第 2章理念

・文化財保護を目的とした行政の行う教育的行為であることを認識する。

・調査にあたっては対象の遺跡に対して客観的な観点に立って作業を行うことを第一義とする。

第 3章基本事項

・柔軟な思考で調査をおこない、過誤に気づいたときはその過程がわかる形で、速やかに修正を施すこと

とする。

・調査の記録にあたっては常に再検証を可能とすることを念頭に置き作業をおこなう。

・現地調査作業時にはどのような形で報告を行えるかを念頭に置きながら作業を遂行する。

・記録内容が第三者にとって理解可能な情報として保存する。さらに、記録類は業務上取得されたもの

であり、個人に帰属するものではなく、公文書であることを認識する。

・現場作業にあたっては地元住民や地権者との関係を考慮し、慎重に行動する。違法な路上駐車などが

ないよう、法の遵守に勤める。

・本指針は基本部分の概要であり、第 2部以下に記されている以外の記録性を高める積極的行為を行う

ことは奨励される。

第4章作図の要点

本調査の要点は作図とそれに付随する記録化をおこなうことにある。

第 3部 1章 2節の記録対象に示すように、本調査の目的は古代から中・近世にかけて成立した山岳寺院

の展開の様子と、残存状況を台帳化することを目的とし、考古学的・地理学的情報を現地踏査により記

録化し図化するものである。しかし、現場において目視確認される人為的造作の痕跡がその場において

寺院に関連するか否かは容易に判断しうるものでなく、本来は山岳寺院の造作に端を発しながらそれ以

降の山城の造営や耕作地化により利用、拡張された事例も知られている。このことから本調査では単純

に山中における人為的造作の痕跡を記録化することを志向する。

記録化には自治体が作成した都市計画図ないし基本図(1/2500) を使用し、現地調査においてそれに

別項に定める遺跡構成要素の書き込みをおこない、付加すべき情報を別紙調査票(様式 1"-' 4) に記述

する。したがって本作業は測量法のいう測量とは異なる。

現地における作図の基礎的技術は千田嘉博他『城郭調査ハンドブック』新人物往来社 1993年の IV章
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に示された城郭調査の手法に倣うが、さらに検証可能な客観性を具備するものとする。

一般的に古代から中世の山岳寺院関連遺構は、山の尾根ないし斜面を単位とし、地形の高低差を利用

して壇状に連続した平坦面を構築する様相が標準的なあり方である。従って、遺構の形状や分布状況を

説明する場合、尾根筋や谷筋、尾根の頂部同士などの方位を基準とし、連続した造成の方向が設定し得

るわけで、これに計測の始点、造成の方向角と距離を記録化することにより、客観性を具備したデータ

と成す。この作業において基準点を用いた測量は実施しない。このため現地において調査後に遺る様な

杭等の打設はおこなわない。

第2部計画準備作業

第 1章準備

-周辺遺跡の情報収集を入念に行い、当該遺跡の問題点の抽出と仮説及び検証方法の検討を市担当者と

の協議を通じて行い調査方針を決定する。市担当者は受諾者との聞において充分な学術的・専門的情

報を開示する。

・調査方針にしたがい、既存の基本図を検討し調査方法の立案と段取り、調査範囲の確認等を行う。場

合によっては予備調査を実施する。

・現地調査の着手、継続、延長、終了時期などについては事前に発注者と協議をする中で決定する。

第 3部現地調査

第 1章現地調査

1節踏査

・調査対象範囲において尾根、谷、斜面を目視し確認しながら詳細記録が必要な箇所を特定する0

・踏査は安全を確保し、現地で、のノレートの再確認・再検討を必要に応じて実施する。

2節 抽出遺構の現地での記録化

・記録対象遺構は以下に定める。

人為的平坦面(荒地、水田、畑)

人為的マウンド

道(現況道路・小径と廃道・古道)

切り通し・造成崖

堀・濠

土塁・土橋

以上の遺構に係る斜面・法面の上端、下端

礎石

石垣

墳墓

経塚

石碑・石塔・磨崖

集石遺構
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石列

上記遺構の崩壊箇所

遺物散布地

・上記以外で既存図に図化されていないもので考古・歴史地理学的観点で必要と考えられる事象は基本

的に記録化の対象とする。また、既存図の誤り(記号やその位置他)が確認されれば記録する。

・記録対象事象が確認された場合、記録地点の仮番号を付与し、表記仕様に従い既存地図上に注記し記

録化する。番号は 11群の 1地点j とし、う意味で 11-1Jのように表記する。

・遺構の現地で、の作図に当たっては、太宰府市基本図(1/2500)を用い、 100%以上の比率でコピー

した下図に直接所見を書き込むか、座標軸を書き込んだ透過性のあるマイラーなどを下図に被せてそ

の上から書き込む。下図は1/1000程度に拡大して現地で用い、編纂の時点で1/2500に戻すことは精

度のより高い作図になるのであれば奨励される。

・記録対象事象が確認されなかった場合、その場において地図に表記仕様に従い注記する。

・連続した遺構群が確認された場合、調査仕様に従いその位置、規模など簡易計測し記録化をおこなう 0

.遺構の簡易計測については以下に定める。

1 規模と位置の表記

人為的な平坦面・造成崖等については群を構成する主要なものについては 1つの面の面積を算出しう

る長さや幅を、器具を用いて計測し、メーター単位で記録する。測距にあたっては巻尺による実測のほ

か、ノンプリズムのレーザー測距機、クリノメータなどの使用を認める。

群構成を持つ遺構の全体の規模の位置に関する記録については、既存地図上で仮の基点を設け、ポケッ

トトランシット、クリノメータ等を用い 10度単位程度以上の精度で観測角を記録しながら、折れ線状、

放射状に端部までの測距をおこなう。これは現場において記入しようとする位置と地図上での位置の誤

認をなくすための作業であり、調査後に図上で、修正作業をおこなう際の指針となるデータである。

2 基点

記録化の基点については既存図上に表記のある三角点、道の屈曲点、分岐点、狭小な尾根頂部、ない

し簡易 GPS(精度プラスマイナス 10m以上)によって得られる緯度経度により、地図上にプロットした

イ壬意の点を用いる。

3 方向角

設定した基点において磁北を求め、図上での方位角を設定するか、基点を 2箇所定めて測角を開始す

る。原則的に現地において観測に伴う杭の設置はおこなわない。ただし、簡易のポーノレ・杭等の使用を

妨げるものではない。

4 測距

高低差のある測距の場合は即時傾斜角を測り、現地で斜距離を水平距離に換算し、その数値も記録す

る。測距においては光学機器の使用を認めるが、その場合、測定を複数回おこなうこと。

3節 地図情報以外の記録

・現地での地図上でのプロット作業以外に以下の記録が必要となる。

1 調査日誌の作成

2 簡易計測の数値の記録化

14-
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3 特記事項(金石文、遺物散布地等)のある遺構の記録化

4節写真撮影

・踏査、簡易計測の作業風景についてはその実施概要がわかる構図で適宜写真撮影をおこなう 0

.特記事項のある遺構については写真撮影をおこなう。

・写真の仕様についてはデジタルカメラを用い、 2272x 11704pixel (約 400万画素)と同等ないしそ

れ以上の記録性を有すものとし、最終的にはデ、ジタノレデータとして納品する。

5節遺物の採取

・遺物散布地においては既存地図にその範囲を記入し仮番号を付与し、上記様式3に散布する遺物の概要

を記録する。そしてその中に遺跡・遺構の性格を特徴付ける遺物があればそれについてのみ採取し、そ

の場で様式に定めるラベルを採取遺物に付与する。特に年代決定に寄与する遺物については採取するO

第4部整理・浄書作業

第 1章記録整理

1節データ整理

・日誌、地図、台帳類の不整合がないか確認し、記述内容は第三者が理解できるものであるか否かを確

認する。

・仮番号が付与されたものにつき不備がある場合は、朱書きで、共通する訂正箇所を同時に修正する。遺

物に付与した仮番号も同じである。

・浄書にあたっては現地で作成した図を、計測値などから検証し、データ取り込み前に補正をおこなう。

第2章 図 化

・CADソフトを用いてデジタルトレースを行い、仕様書に定めるフォーマットで保存する 0

.図化にあたっては遺構の表記仕様を別途定める。

・遺構不在箇所の記号など、浄書に必要でない注記のレイヤーを除いたデータをマイラーに出力する0

.納品前段階で浄書図は必ず発注者の検査を受けることとする。

第3章図の検査および補足調査

・踏査における記録を出力の前段階で、発注者の中間検査を受けるものとする。

・データ点検、補正時、中間検査において疑義が生じた場合は、再度現地にて検証作業を実施し、記録

類に不備があれば紙データについては朱書きで修正を加える。

第 5部納品

第 1章納品項目

・納品の必要のあるものを以下に定める。

1 現地調査において作成した記録類

調査日誌

簡易計測の数値

「
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特記事項

遺構を記入した下図

2 浄書遺構図

第4部第 2章で示すデジタルデータの出力図(記録遺構図、下図白図重ね焼き図)

3 デジタルデータ

・作図データを IDWGJベクトルファイノレフォーマット (AutoCAD2004に対応)と TIFFファイル形式のデー

タにし CD-Rに入れたもの

・写真画像データ (TIFFデータ)

・データ一覧(様式2、写真撮影台帳などのエクセルデータ)

4 採取遺物

遺物洗浄、乾燥がおこなわれた状態で、現場で付与したラベルを添えビニール袋に入れた状態のもの

とする。

第6部付帯事項

本仕様で定めた事項以外で疑義が生じた場合、発注者、受注者双方で協議を行い、業務を遂行する。

参考文献

現地調査

千田嘉博他『城郭調査ハンドブック』新人物往来社 1993年

土器・陶磁器

太宰府市教育委員会(1983)~大宰府条坊跡 II Jl

太宰府市教育委員会 (2000)~大宰府条坊跡 xvJl

太宰府市教育委員会(1992)~宮ノ本遺跡 II 一窯跡編一』

山本信夫「統計上の土器J(1990) ~乙益重隆先生古希記念九州上代文化』

上田秀夫 114"-'16世紀の青磁碗の分類についてJ(1982) ~貿易陶磁研究Jl No.2 

森田勉 114"-'16世紀の白磁の分類と編年についてJ(1982) ~貿易陶磁研究Jl No.2 

小野正敏 115、16世紀の染付碗、皿の分類とその年代J(1982) ~貿易陶磁研究Jl No.2 

中世土器研究会編 (1995)~概説中世の土器・陶磁器』

土師質・瓦質土器

山村信柴 (1990)1太宰府出土の瓦質土器J~中近世土器の基礎研究 vIJl

瓦

九州歴史資料館 (2000)~大宰府史跡出土軒瓦・叩打痕文字瓦型式一覧』

太宰府天満宮 (1988)~太宰府天満宮』

太宰府市教育委員会 (1995)~太宰府天満宮 III Jl

太宰府市教育委員会 (2005)~宝満山遺跡群 4 Jl

近世磁器

大橋康二『肥前陶磁Jl(1989)ニューサイエンス社
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V. 調査報告

1 宝満山遺跡群第 31次調査

(1) .調査に至る経緯

調査地は以前より「有智山城」と呼ばれていた士塁の周辺に人為的な段造成面が展開している個所の

観察と図化を目的として行った遺跡分布および測量調査である。調査は平成 17(2005)年 11月 28日

~平成 18(2006)年 3月 31日にかけて国庫補助事業として実施した。調査面積は 25000rrfである。

(2). 調査の概要

調査はトラパース測量にて原点を設け、国土座標第 II座標系により位置を明示した。遺構観察用の

略図を1/1000で作成し、遺構分布図は株式会社埋蔵文化財サポートシステムに委託し1/500でトータ

ノレステーションを用いて記録した。なお伐採清掃によって確認された土塁と壕跡の形状が明確になった

ため、1/50で追加測量した。なお、地権者の許諾の関係で、遺構の存在は確認できたが、土塁の南西

部分の一部は図化できなかった個所がある。

(3). 検出遺構

通称「有智山城Jと呼ばれてきた土塁およびその前面に広がる人為的段造成面の遺構分布状況と相関

関係の確認、個別遺構の確認、遺物の採取、地形測量等をおこなった。伐採により約 80面からなる段

状造成が連続的に形成された様相が確認され、傾斜方向に対し低位では縦方向、高位では横方向の道路

遺構も確認された。また、 3箇所で畳半畳ほどの規模の磯石を積んだ墳墓と考えられる遺構計 5基を確

認した。これら段造成のさらに高位に等高線方向に横に広がる 2列の土塁が存在し、その中央を有智山

城の「大手門」とされる現在の登山道が切り通し状に貫く形となっている。抽出された古道もこの切り

通しに連なっており、切り通しは古い遺構といえる。過去に収集されている周辺から出土した遺物には

士師器、輸入陶磁器類、瓦などがあり、陶磁器は大宰府編年の Cないし D期に属し、平安後期から鎌倉

期に位置付けられる。瓦も平安後期傾向の格子のタタキ目を有しており陶磁器の帰属時期と整合的であ

る。

(4) .小結

遺物の時期的傾向から段造成は平安後期から鎌倉期にその主体があるものと考えられ、過去に調査を

行った内山、南谷、北谷地区での段造成に伴う遺構群と一体的なものである可能性が強まった。しかし、

「有智山城」と呼ばれてきた士塁は中世城郭の研究者から中世後半期のものと推定する意見が出されて

きたが、今回の調査では掘削を伴う調査をおこなえなかったため、その可否については解決されなかっ

た。
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官g.7 第 31次調査地形図 (S=1/2000)
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2 宝満山遺跡群第 32次調査

(1) .調査に至る経緯

調査は前年度実施した 31次調査地点である伝「有智山城J跡の巨視的な位置づけをおこなうとともに、

土塁遺構の現状観察と図化を目的として行った遺跡分布および測量調査で、ある。調査は平成 18 (2006) 

年 11月 1日~平成 19(2007)年 3月 31日にかけて国庫補助事業として実施した。調査面積は 120，000

dである。

(2). 調査の概要

調査自体は大宰府市基本図(1/2500)No，4の図画の範囲を悉皆調査し、段造成などの人為行為によ

る遺構を探し、簡易図化およびプロットするもので、宝満山山中において 10箇所以上で段造成を主体

とする遺構群が検出された。そのうち E3区とした伝有智山城の範囲において山林を伐採し、石垣を中

心とした構築物を別途精査した。

遺構分布図は1/1000で記録したが、現地では既存の都市計画図の情報を下敷きに簡易 GPS測量にて

原点を設け、国土座標第 II座標系により遺構の位置を記録する方法をとった(詳細前述)。なお E3区

(伝有智山城跡)において伐採清掃によって確認された土塁と石垣の一部を手実測により1/20で図化で

した。実測は調査担当者のほか井上信正、柳智子、下高大輔、久味木がおこなった。

(3) .検出遺構

1.踏査の概要

山中での踏査は対象地区(大宰府市基本図(1/2500)No，4) を便宜的に東西を A........Hの8区、南北を

1 ........ 5の5区に分けて記録や遺物の収拾をおこなった。以下に特に所見がある個所について列挙する。

A-1-a地点 北谷公民館西正陵裾にある石垣による段造成群。近世以降の耕作による造成も含まれるも

のか。

A-4-a地点 中堂谷南斜面の段造成群で、中世土器小片が散在している。平成 21年度に一部が宝満山

遺跡 41次として調査され、奈良時代以降の焼士坑、鎌倉前期頃の士坑墓などが検出されている。石垣

のある部分は坊的な生活空間と考えられる。

B-1-a，C-1-c地点 北谷納骨堂周辺にある石組群で、古代末から中世前期頃の墓域と理解される。近隣

では宝満 14次調査などが参考になる。

B-4-a地点 南谷正陵の最先端に位置する。高位に 2条の掘り切りがあり、正陵頂部にはおびただしい

石組群が展開する。古代末から中世頃の南谷でも最大規模の墓域と理解される。

C-1地点 真誉親王碑のある谷(a)と北側(b)の段造成群である。北側は墓域と考えられる石組群がある。

C-2地点 市指定史跡内山辛野遺跡(宝満 21次調査地点)の北東側に C-3-b、D-2-c地点から連続して

形成される段造成群で、近世以降の耕作による段も重複するが、宝満 29次調査によってその一端が明

らかにされており、古代末以降の坊跡がその主体と考えられる。墳墓と考えられる石組も散在する。

C-3地点 中堂池周辺の段造成群で、池の南東 (a) と北側 (c) に連続して展開する。池の南には昭和

48年の水害以前まで根本中堂とされる礎石があった。戦前まではここに薬師堂があったとされる。

C-4-b地点 ホノケで「オタテJと呼ばれる水田面の南に隣接する正で、帯状の郭と考えられる段を含

む造成が見られる。
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百g.9 第 32次調査遺構分布図 (S=1/6000)
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官g.10 第32次調査地区害IJ付図 (S=1/6000)



D-2-a地点 智光寺原と呼ばれる正陵部にある段造成群。石垣や石組の墳墓も含まれ古代末以降の坊跡

がその主体と考えられる。

D-2-b地点 小さな谷を平坦にし、石組の墳墓を形成している。

D-3-b地点 宝満 31次調査で詳述している伝有智山城跡の前面に展開する段造成群。段中に通路や石

組の墳墓、基壇のような高まりが含まれる。古代末以降の坊跡がその主体と考えられる。

E-2-a地点 他所と離れた山中にある段造成群で石組が数か所で見られる。坊跡がその主体と考えられ

る。

E3区伝有智山城跡で詳細は後述。

E-4-a.D-4-b地点 宝満 34次調査地点。本谷礎石群にともなう段造成群。礎石の西側に 4面以上の広

い平坦面がある。本谷礎石群経営に係る空間で、あった可能性あり。

E-4-b地点 小規模な段造成群で石組が数か所で見られる。坊跡がその主体と考えられる。

F-2-a地点 北谷の宇小野の最深部にある段造成群で石垣が数か所で見られる。坊跡がその主体と考え

られる。

F-3-a地点 通称ーの鳥居の北西の緩斜面に広がる段造成群。近世以降の造作が加わっている可能性も

ある。

F-3-b地点 高所の急峻な尾根を平坦化しており、石組が見られる。古代祭杷に係る個所か。

F-4-a地点 九州電力の鉄塔下にある段造成群で石垣が見られる。他所と離れた山中にある。中世と思

われる土師器小片が散在している。坊跡がその主体と考えられる。

G-3-a地点 休堂西側の尾根に断続的に形成された小規模な段造成群。石組が数か所で見られる。

2. E3区(伝有智山城跡)の遺構

有智山城跡とされてきた土塁周辺の基本的な構造は、現在の登山路となっている通路を中心に南東

側に SX002とした士塁が、北西側に SX003とした土塁があり、 SX002の前面に高さ 1mほどの低い土塁

SX006が、 SX003の前面に同じく低い土塁 SX004がある。士塁 SX002、SX003の北側には土塁構築のため

に掘られた窪地を伴っている。土塁 SX002、SX003中にはまばらに石垣が見られる。本調査ではこの土

塁中の石垣について詳細な記録をおこなった。

石垣

32SX005.010 (fig.11・12・13、pla.1 '"'-' 7)従来から「有智山城大手口」とされてきた人為土塁の切り

通し部分で、東側を SX005、西側を SX010とした。伐採と清掃によって SX005では南側で比高差約 4m

の士塁高に対して高さ 2.4mの石垣が検出された。 SX010は1.4mを測る。石は表面からの状況では士塁

本体に埋め込まれるような様子で、ところどころ石がなく土が詰められたような個所が見受けられる。

石の積み方について SX005南側では、基本的に横方向の目地が観察されるが、中央付近は重箱を重ねた

ような縦の目地も見られる。使用されている石は人頭大の花開岩自然石で、至近に由来するものである。

断面観察では SX005南側では下から約1/3付近が苧むようしにて石材がせり出している。 SX010は南側

については土塁に埋め込まれた様子で、目地がどうという風ではなく SX005とは対照的な観を呈してい

る。切り通し部分については、反対に SX010東面は幅 1m、高さ 50cmほどの大きな石材が下に連続して

据えられ、その上にやや乱れながら横方向にもう 2段石が積み重ねられている。その対面の SX005西面
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官g.16 32SX009遺構実測図 (1/40)
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32SX009 (fig. 15・16、pla.9 ~ 11)東側土塁北面の中央付近にある石垣で、幅 8.6m、高さ 2m分が露出

している。石は幅 1mほどの大きなものから人頭大までのものが使用されている。石組の塊としては中

央付近 (Aライン)に縦方向に重箱のように重ねた個所があり、それを挟んで左右に別の石組の群が見

られる。左の群は 4段以上の横方向に積み上げた目地が見られる。平面の形状では中央付近の石積みで

士塁全体が緩やかに屈曲しており、この個所が構築過程での境目になっていた可能性もある。土塁の上

端のレベルも 20cmほど中央の石積み付近が下がっている。

32SX011 (fig. 16・17、pla.12・13)東側土塁北側の対面の斜面中に構築された 2段からなる石垣で、平

面形状が上段は直線的に、下段は L宇になる。石材は人頭大のものを用いて乱積みしたもので、上段は

幅 3.4m、高さ 30cm、下段は幅 3m、高さ 80cmを測る。山中に見られる畑の段のように見受けられる形

状を呈している。士塁から北側には数か所でこのような低い段の際にこのようなごく小規模な石垣が見

平面

32SX011下段

られる。

32SX013 (fig. 14、pla.14)東側土。塁北面の中央付近の SX009の対面、士塁南面にある石組で、幅 6mの

聞に 2か所に分かれて観察される。石材は人頭大よりやや大きいものが使用され、左側で 20個程度、

右側で 10個程度がやや斜め方向に石の面を合わすようなことをせずに埋め込まれた状況を呈している。

士留め的な機能が期待されたものか。

32SX014 (fig.18、pla.15)東側土塁北面の SX009の東側にあり、幅 10m、高さl.5m分が露出している。

石材は人頭大よりやや大きいものが使用され、やや右下がりの横方向の目地が見られる。断面形状はや

や苧むものの傾斜を持つ直線的な形状を呈している。石組は粗密が顕著で¥ここも土塁の構築過程で必

要に応じて埋め込まれたような観をていしている。

司

Q 

32SXO 16 (fig. 19、pla.16)東側土塁南面の東端上にあるもので、幅 3.7m、高さ 1mを測る。右下がりの

横方向の目地が見られるが、石同士の聞に隙聞があり士に埋め込まれたような様相を呈す。断面形状も

あんこが飛び出したような形状を成している。

32SX017 (fig. 19、pla.17)東側土塁北面の SX016の対面に位置し、幅 4.8m、高さ 1mを測る。幅 1mの

大きな石を横方向に用いた個所があるが、士塁東端部は横目地をそろえた水平方向の石組となっている。

310.3m 

E 

(4)出土遺物
32SX011遺構実測図(1/40)官g.17

C-3-a区出土遺物 (fig.20、pla.18・19)

白磁

口縁の上端部が平坦な AIV類に属す。内面に細かな斜位のハケ目が残る。

C-3-b区出土遺物 (fig.20、pla.18・19)

緑軸陶器

椀(3)やや足の長い高台の畳付け部分に浅い段を持つもので、須恵質の焼成。東海系の所産と考えられる。

底径は 9.8cmに復元される。

D-3-b区出土遺物 (fig.20、pla.18・19)

須恵器

均二 a(4)底部がやや突出し、体部との境が明瞭に屈曲する形状を成す。硬質に焼成される。底径は

椀(1)口縁が短く外反するもので、 V-2類ないし VlII-1，3類に属す。

士師質土器

鉢 (2)

32SX007 (fig. 13)西側士塁の南西面上側にある石垣で、幅 4.6m、高さ 1m分が露出している。石は人頭

大で右に下がる斜め横方向に4重の目地が見られる。 1mを超えるような大きな石材は使用されていない。

土塁構築の過程で形成されており、土塁線がこの部分で北に折れる個所にあたるため、補強の意味があ

-37-

らこぶし大のものまでさまざまが利用されている。中央の石の塊を挟んで左右にまったく石を用いない

幅 1mほどの空白の個所がある。断面形状は垂直に重なる。石組の約 40cm上が現在の登山道として利用
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このように、石

垣とはいいながらも石の積み上げはおそらく士塁の構築と一体的におこなわれたものと判断され、あく

まで土塁構築の要を石で補ったような構築物で、あったと判断される。

るのかも知れない。

32SX008 (fig. 14、pla.8) 士塁北側の城内にあたる尾根線の東斜面に形成された石垣で、幅 7.2m、高さ

l. 4mを測る。全体に統一された石積みの方法が看取されにくい様子で、石も 1mを超える大きなものか

は小ぶりな人頭大の石が斜め方向に土塁の土壌に埋め込まれるような形で表れている。
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32SX016・017実測図 (1/40)
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百g.20 第 32次 C-3-a• b区、 D-3-b区、 E-3-b.C区出土遺物実測図 (1/3)

8.4cmに復元される。大宰府 IVないし V期のもので、 8世紀後半から 9世紀初頭頃のものか。

白磁

椀 (5) 内面には輪状に粕剥ぎをおこなった痕跡のある VIII類に属すもので、体部境目で打ち欠かれた

状況を呈す。底径は 6.7cmを測る。

E-3-b区出土遺物 (fig.20、pla.18・19・20・21)

石製品

石臼 (6) 臼の外側にせりだした鍔の部分にあたる破片で、内面は細かい線状の加工痕があり、外面は

幅 8凹ほどの撃の跡が縦方向に残されている。

C-3-c区出土遺物 (fig.20、pla.18・19)

肥前系染付磁器

皿 (7)浅く屈曲する薄手のもので、口径は 10cm以下の小ぶりな小皿になるものと思われる。

椀 (8) 直線的に聞く口縁端部の小片で、外面に 2条の平行線、内面に菱形の区画線を用いた文様帯を

施したもので、丸椀になるものか。近世後期の所産と考えられる。

(5)小結

有智山城は建武 3(1336)年に在地領主で、あった武藤少弐氏と肥後菊池氏との古戦場として知られ、

土塁および空堀が往時のものと評価されてきた。しかし、現在では中世山城の構造的な研究が進む中で

この遺構がはたして南北朝初期にまで遡り得るのか、という疑義がだされるようになって来ている。遺

構の分布調査の結果、土塁前後まで有智山寺に係わると見られる坊跡関連の段造成が迫り、主郭と考え

られる場所が想定しにくいことが明確となり、性格の異なる遺構が重複するものと見られる。石垣の構

築手法は全ての箇所が乱積みによるもので、大半が拳大から人頭大の小さな角直磯が用いられていた。

この様相は過去の周辺で、行った坊跡と考えられる場所で、見つかった石垣と近似しており、技術的背景な

いし構築時期が近いものとも考えられる。表面で採取される遺物はごく少なく、平安後期の白磁片、近

-40一
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世肥前系染付磁器などにとどまり、周辺遺構の上限時期がこの頃に想定される以上の成果は上がってい

ない。今回は主要遺構の表面清掃に留め工おり、下限時期の確定には別途の調査が望まれる。

有智山城跡とされてきた士塁の構造は、平面的には東側土塁が直線的、西側土塁が西端をやや北に曲

げる L宇状を呈す形状を呈している。今回の調査では直線的に見える東側土塁においては、土塁中央

のSX009付近でやや北に方向を転じていることが確認され、切り通しから約 10mまで直線的な形状を作

り出して、その先は地形に応じた施工がおこなわれたことが想定されるようになった。土塁中に用いら

れた石垣、ないし石積みはどの個所においても見栄えを想定したと考えられるものはなく、土壌を積み

重ねる工程の中で必要に応じて埋め込まれたような様相が看取された。石積みに目地が見られる個所は

すべて右下がりであり、士塁の構築にあたっては常にそのような工程が繰り返されていたものと考えら

れる。段の構築上必要に応じて石を埋め込む便宜的な工法で、計画的に計算された石垣を築きあげる

工法とは一線を画している。このような工法は今回悉皆調査をして認知された周辺の段造成の聞にも

見られ、在来の工法として認めてよいものと考えられる。その帰属時期は宝満 21次 SX022、宝満 25次

SX006，007例などから鎌倉時代にはすでに使用されていたものといえる。しかし、土塁の巨大さからそ

の構築された時期はさらに時を経たものと思われ、近隣の調査類例としては佐賀県鳥栖市の勝尾城の城

下と城内とを分ける大城戸の機能を有した総構えの土塁遺構などがあげられ、現状では中世後期頃が穏

当な状況ではなかろうか。

また、士塁北側の斜面に SXOllのようなごく小規模な石垣や平坦面が検出された。このような遺構は

悉皆調査でも土塁以北のいわゆる城内の複数個所で見られた。周辺では肥前系染付の小片などが採取さ

れており、遺構の形状から近世に至って耕作地として利用された段階での畑の痕跡ではないかと考えら

れる。「竃円山旧記」によれば福岡藩政期に宝満山中の坊が困窮したため、豊前求菩提山に習い茶園を

経営させるため茶の実を数十石贈ったとされ、往時の修験者たちは宝満の山頂周辺に坊を構えていたが

一時期4、5軒の坊が山裾の茶園に居を構えたようで、その場所は「谷山九重原上辺」とあり、九重原

がこの伝有智山城周辺を指すことから、これらの畑状遺構が茶園に関係するものと考えられる。記録に

は茶園の経営は利が出ずに終わったとも書かれているが、明治時代の初め頃に書かれた『福岡県地理全

誌』には北谷の物産として「茶」の記載があり、栽培は修験者をはなれ里人によって続けられていたこ

とも考えられる。伐採時に気付いたことであるが、この伝有智山城周辺に限って自然状態で茶の木が現

このことから、有智山城とされてきた土塁の内側に展開する段造成群の中には、特に段差存している。

の低い区画などは山城や坊の形成とは異なる耕作による区画や段の形成が重なっていることを認識しな

とすれば従来から揚め手とされてきた自然地形上、遺構群の終息する尾根の切れるまければならない。

での聞には安定した平坦面などの構築遺構は抽出しづらく、この間のみで完結する中世山城とするには

近隣の類例からしても説明のしづらい構造といえる。本遺構の性格は肥前勝尾城城下の総構えの例を引

けば、近年、中西義昌氏などが提唱している宝満山系の防備全体の中の宝満山城の一つの構えと捉える

必要があるのではなかろうか。

参考文献

「筑前「竃円山旧記」校本」小田富士雄 1977年『九州|考古学研究歴史時代編』学生社

「戦国期筑前中南部における領主権力の動向」中西義昌 2002 年『福岡地方史研究~ 40 

「太宰府有智山城跡についてJ 下高大輔 2006 年『都府楼~ 38 
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官g.21 第 32次調査 E区略測図 (1/200)

tab.1 第 32次調査遺構番号台帳

S一番号 遺構番号 種別 備考

1 32SX001 土塁 土塁全体

2 34SX002 士塁 東側士塁

3 34SX003 土塁 西側土塁

4 34SX004 士塁 東側前面土塁

5 34SX005 石垣 東側土塁石垣

6 34SX006 列石 西側前面土塁

7 34SX007 石垣 西側士塁西側石垣

8 34SX008 石垣 東側土塁南東石垣

9 34SX009 石垣 東側土塁北側石垣

10 34SX010 石垣 西側土塁石垣

11 34SX011 列石 東側士塁北側石組み

12 34SX012 炭窯

13 34SX013 列石 東側土塁南東石垣

14 34SX014 石垣 東側土塁南東石垣

16 34SX016 石垣 東側土塁南東石垣

17 34SX017 石垣 東側土塁北東石垣

18 34SX018 石垣 東側土塁南東石垣

19 34SX019 石垣 東側士塁南東石垣

21 34SX021 石垣 東側土塁南東石垣

22 34SX022 石垣 東側士塁南東石垣

23 34SX023 石垣 東側土塁南東石垣

tab.2 第 32次調査 出土遺物一覧表

A4① C5 

磁|椀 ;V 11白 磁|椀;Il IV Vl x VIII2 

D2① 

磁|椀，破片

D3① 

C3② 恵 器|杯a2

磁|椀;V-3 X VIII 1. 3 

E3① 

C4① 製 品|石臼(台側、赤間石製!J

|龍泉窯系青磁|椀，ト
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3 宝満山遺跡群第 33次調査

(1) .調査に至る経緯

調査対象地は太宰府市大宇内山宇野田 445-1の個人の所有地に所在する。今回の調査は倉庫建設に伴

う原因者負担事業でおこなった緊急調査である。

調査は平成 19 (2007)年 10月 10日"'-'10月 25日にかけて実施した。対象面積は 567.6rrf、発掘調

査面積は 467rrfである。

(2). 調査の概要

遺跡は宝満山遺跡群の西側に位置し、中堂谷より発した原川が形成する谷平地の西岸に位置する。遺

構が検出された面は標高約 100mにあり、花闘岩風化岩盤上に堆積した第 3紀磯層および沖積層上に展

開する。地盤の黒色、黄色士は近隣の原遺跡では縄文早期の遺構が乗る土壌と同質のものと思われ、本

調査で確認された遺構はそれ以降のものと考えられる。河川が近いためか調査区の東側は花闘岩礁が覆

っている状況で、あった。

遺跡は南東に傾く急斜面から緩斜面に移行する地点にあり、前記地盤の上に灰色~褐色を呈する、厚

さ20cm程度の遺物包含層があり、その下面でピットおよびたまり状遺構、土坑が検出された。土坑

33SK005は堆積途中に焦土面を伴う特殊な遺構で、また、黒曜石の剥片が出土しており、周辺に縄文時

代の遺構が存在する可能性を示している。土層観察の結果、土地はすでに耕作等によって遺構検出面以

下に削平が進行した個所が多くを占め、南側は完全に遺構面が失われている状況で、あった。

調査は重機による表士除去作業の後に人力での遺構検出、掘り下げ作業を行い、測量・作図はトラ

パース測量にて原点を設け、国土座標第 II座標系により位置を確認した。遺物取り上げ用の略図を

1/100で作成し、遺構分布図および士層図等は1/50で記録した。

(3)検出遺構

土坑

33SK005 (fig.23、pla.10 "'-' 13) 調査区の中央よりやや西付近にある遺構で、規模は南北 2.3m、南北

2.3mを測る。土層は上に焼けた樺色の厚さ 5cm程度で 1m四方の略方形を呈す形で敷かれたような土壌

の上に暗灰色の粘土が乗り、その下には炭粒混じりの灰色粘土層が溜まっている。この層から鉱物質の

金属津、土器類が出土している。溶解炉や鍛冶炉の可能性も想定して掘り下げたが、津もほとんどなく、

鍛造薄片も検出されなかった。土器類は奈良時代第三四半期を前後する須恵器や土師器にまじり奈良三

彩の可能性もある緑紬の査(短頚壷か)の破片が出土している。遺構の性格は明確で、はないが、樺色の

土壌部分が金属加工に係る炉などの機能があったのかもしれない。しかし、焼きしまった炉壁や多量の

津、鍛造薄片などはなく、金属を直接溶解したりするほどの機能はなかったものと考えられる。

(4) 出土遺物

33SK005灰色粘土出土遺物 (fig.24、pla.14"'-' 19) 

須恵器

蓋 c (1)口径 16.4cm、器高 2.9cmに復元されるボタン状の摘みのついた蓋である。口縁端部は断面が

三角形になる。天井部はへラ切り後にナデで仕上げられる。大宰府土器編年 IV期の所産。
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5民色シルト
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官g.23 第 33次調査土層図 (1/80、1/200)、33SK005遺構実測図 (1/40)
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坪 (2) 口径 16.8cm、器高 4.6cm以上に復元される。焼成は硬質で良好。

皿 a (3)器高1.8cm以上の短く直線的に延びる口縁を持つ。焼成は硬質で良好。

土師器

杯 d(4) 口径 13.6cm、器高 3.1cm、底径 6.5cmに復元される小ぶりなものである。回転を利用したミ

ガキ aが施される。

皿 a(5， 6) 5は器高1.5cm以上の短く直線的に延びる口縁を持つ。 6は口径 18.0cm、器高 2.1cm、底径

14.6cmに復元される。焼成は硬質で良好。ミガキ aが施される。いずれも明るい櫨色を呈す。

警 (7~ 10) 内面は上方にケズリが施される。口縁端部は粘土紐を折り曲げて丸く仕上げられている。

くすんだ樫色~茶褐色を呈す。 7は口径 22.6cm、器高 4.9cm以上に復元される。

小奮 (11) 口径 10.2cm、器高 5.5cm以上に復元される。くすんだ茶褐色を呈す。

緑粕陶器

査(12)薬壷形の壷になるものの肩の部分か。やや白っぽい肌色を呈す士師質の柔らかい胎土で、若草

色の紬が流れている。粕がかからない部分もあり、三彩や緑軸緑彩の二彩の可能性もある。大宰府土器

編年 IV期の所産であれば大宰府でも初期の資料に属す。

金属製品

鉱津 (13) 多孔質の鉱物質のもので、長さ 9.Ocm、幅 6.5cm、厚さ 5.3cmを測る。

33SX003出土遺物 (fig.24、pla.20)

黒色土器A

椀 c(14) 内側が黒色に処理された Aタイプのもので、高さ1.7cmが残存する。

33SX007出土遺物 (fig.24、pla.20)

土師器

大杯 cX大皿 c(15)断面が四角い高台を有する大型の製品。焼成は良好で、樺色を呈す。

33SX010出土遺物 (fig.24、pla.20)

土師器

者(16，17) 16は口縁端部が短く直線的に開く口縁のもので、高さ 4.4cmが残存する。 17は幅 3.5cmほ

どの小ぶりな輩の取っ手部分である。くすんだ褐色を呈す。

金属製品

鉱津 (18) 多孔質の鉱物質の津である。長さ 2.7cm、幅 2.5cm、厚さ1.5cmを測る。

表土出土遺物 (fig.24、pla.22・23)

須恵器

蓋 (19)端部がごく短く下に段をつくる形状の蓋で、高さ1.8cmを測る。明灰色を呈し、焼成は硬質で

良好。

坪 c(20，21) 20は底径 9.4cm、21は 8.2cmに復元される。明灰色を呈し、焼成は硬質で良好。

土師器

椀 c(22)断面が三角形を呈す高台を持つ。高さ1.6cmを測り、明櫨色を呈す。

護 (23)短く反りながら開く厚手の口縁を持つ。高さ 4.3cmを測る。明撞色を呈す。

(5)小結

33SK005から出土した三彩の可能性もある緑軸の壷は奈良時代第 3四半期を前後する時期に位置づけ
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S 番号 遺構番号 種別 土色 時期 地区番号 備考

2 溜まり状 茶灰色士 G6 

3 溜まり状 G6 

4 溜まり状 G6 

5 33SK005 士坑 灰色粘土 8世紀~ E10 

6 溜まり状 F6 

7 溜まり状 茶褐色土 G7 8→ 7 

8 溜まり状 茶褐色土 G7 

9 溜まり状 茶褐色士 E9 

10 溜まり状

11 pit G10 

12 pit E10 

遺構番号台帳第 33次調査tab. 3 ちょうどこの頃が宝満山頂において三彩や皇朝銭

を使用する山岳祭把が開始された時期に当たり、遺構が火を焚いた痕跡のある金属加工に係る特殊な遺

構であり、周辺に同時代のピットが少数検出されていることから、山中での祭把に係わるような、一時

的な性格を持つ遺跡で、あった可能性が想定される。「薗J銘の墨書土器を出した同時代の原遺跡はここ

山裾のこのような遺跡の存在が山中での活動と連動

していた可能性は大きいものと思われる。

また、黒曜石の剥片が少量出土しており、周辺に縄文時代の遺構が存在する可能性を示している。

参考文献

「原遺跡J1994年福岡県教育委員会
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から 500mの位置にありその関連性が注目される。
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4 宝満山遺跡第 34次調査

(1)調査に至る経緯

調査対象地は太宰府市大宇内山字本谷 78かい 16の個人の所有地に所在する。対象地は昭和 50年代

半ばまで「妙見j 洞のあった跡地にあたる。この場所は太宰府天満宮文化研究所(当時)の小西信三氏

により昭和 56(1981)年に発見されていた遺跡で、昭和 57年に太宰府顕彰会から発刊された「宝満山

の地宝J(小田富士雄氏編集)において「御獄・本谷B地点JI妙見調礎石群」として報告された遺跡に

あたる。今回の調査は国庫補助事業でおこなった重要確認調査であり、調査後には遺構をそのまま地下

に保存している。

調査は平成 20 (2008)年 1月 11日""'4月 30日にかけて実施した。発掘調査面積は 1150rrfである。

なお、調査終盤で地権者の承諾を得て調査概要を記者発表し、 3月 22日に現地説明会を実施し、約

100名の見学者があった。

(2)調査の概要

本調査地点は宝満山西裾の標高 275mの独立峰上に位置する。

調査は地権者の承諾を得て、事前に地元市民組織である宝満山研究会による伐採作業の応援をいただ

き、その後に重機を用いずに手掘りで調査に着手した。調査は礎石と基壇と考えられる地形を意識した

上で着手の順に 1""' 10トレンチを設定した。今回の調査は遺跡の概要と残存状況を確認するに止める

前提で行ったため、整地や遺構の掘り下げはほとんどおこなっていない。遺構は腐葉土を除去し、褐色

のヒ。ュアな面に至るまでの黒~灰色の層を除去した段階で、瓦や礎石が認識された。

作図は1/20の実測を山村、柳、久味木がおこない、1/200の地形測量を附埋蔵文化財サポートシス

テムに委託した。

(3)検出遺構

礎石建物

34S6001 (宣g.28・29、pla.8 ""' 26)標高 275mにある約 15m四方の平坦面の中央に展開する遺構で、復

元規模が 8.14m四方の総柱式の礎石建物と認識される。建物の柱聞は 252+310+252cm(8.3+10. 2+8. 3尺)

の一辺 814cm(26.8尺)の三間四方の規模に復原される。建物の方位は N-2
0

48' -Wである。 16個の

礎石位置のうち、 7箇所の礎石が失われていた。失われた箇所の下には 6箇所で根石と据えた痕跡とし

ての浅い窪みが確認された。ただ、遺構の北西側は土取りによって地盤の一部がなくなっており、A4

の位置には礎石を据えた槙跡も確認できなかった。礎石は 60""'80cmほどの扇平な花闘岩(現地周辺由

来の自然石)が採用されている。後に触れる SX010の桐の基礎に採用されていた石材はもともとこの

SB001の礎石を掘り起こして採用したものと思われ、その厚さ 20cm程度であり、据えられている礎石

もその程度の厚さがあるものと考えられる。相周辺に 5枚、遺跡北側斜面に l枚、移設された嗣の下敷

きに 1枚の石があり、これらが移動したものと考えられる。

礎石上面のレベルは標高 275.1m前後で差はlOcm内でのばらつきであり、 A3，B3が若干高い。柱座の

作り出しなどは確認できない。

建物外側の施設との関係は、礎石から南側の石列 SX003まで 5.5m、西側の石列 SX004まで 2.5m、東

側の石列 SX011まで 3.5mを測り、その幅は一定でない。この聞に明瞭な雨落ち遺構は確認できなかった。

り
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官g.26 第 34次調査地形測量図 (1/400)
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百g.29 34SB001礎石及び扱取痕跡遺構実測図 (1/40)
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ただ南西側には深さ 12cmほどの東西に帯状の土壌の汚れた個所があり、あるいは雨落ちと関わりがあ

るのかもしれない。その南側には大きな肩平な石を使用した階段 SX002があり、基壇の登り口としては

ここが正面になっていたと考えられる。この他、基壇南西隅には西側に降りる階段 SX012が、南東角に

はSX008が検出された。このことから建物の正面は南側であり、 3方向の動線が想定される。このため

礎石と基壇の石列の間隔は南側が広く取られているものと考えられる。

礎石周辺では漆喰などの壁材、被覆材などは検出されなかった。

建物内部や周辺には 40cm程度の肩平な石が点在するが、ほとんどが除去した表土層中に存在し、検

出した礎石より後時的なものと思われる。しかし、いくつかは平坦な面を意識したようなものもあり、

時期の新しい小規模な建物があった可能性も考えられる。

瓦は西~北側の斜面で比較的多く採取されていたが、東側に設定した 10トレンチの南北の石列の外

側に瓦溜まり SX005が検出された。建物は瓦を所要していたもので、あったと思われる。瓦当面のあるも

のは丸瓦のみが知られており、今回の調査でも同じ箔のものが採取され、ほぼ 1種類のもので統一され

ていた可能性がある。この瓦当とともに他の瓦に残された叩きの文様は大宰府での編年上の位置づけで

は 10世紀代に置かれることから、この建物の創建の時期は 10世紀代に位置づけられる。また、出土遺

物は瓦のほかに 8世紀から 11世紀にわたる時期の土器・輸入陶磁器・鉄釘などが出土しているが、礎

石 C4の南西 30cmの位置で表土層下部において小金銅仏が出土した。このことからこの建物は瓦を所要

した仏教施設であった可能性が高まった。

建物の四方向の柱はきっちりュ等間隔に配置されたもので、対角線上の柱位置もずれはない。心礎はな

い可能性が高く、柱配置からいわゆる三軒堂(間面記法でいう一間四面堂)の形式であるといえる。階

段の配置からこの建物は南を正面とする意識が顕著で、建物の載る基壇も地山の成形により南は比高差

3mを作り出すが、北にいくほどもとの丘陵のレベルと同化し、基壇を飾る列石も北に行くほどまばら

な様子となり、施工法から見ても四方向に徹底した均一性を求めたようなものではないことが読み取れ

る。構造としては典型的な仏堂の一構造を呈すものである。

その他の遺構

階段状遺構

34SX002 (fig.30・31、pla.27 "-' 31)礎石建物 SB001南正面にある中央に展開する遺構で、復元規模が

幅 3.5m以上、高さ1.5mの7段からなる階段状の遺構で、あったと考えられる。一番上の列はそのまま東

西に延びる石列 SX003となって基壇の上裾を巡っている。下から 3段目あたりの列もまばらにしか残っ

ていないが東に延びて、 8トレンチの石列 SX011につながる可能性がある。

34SX008 (fig.32、pla.39)礎石建物 SB001の南東側、南北石列 SX011の南東角外側にある 2段の石段で

幅 1m、高さ 40cmを測る。 3つの扇平な花岡岩からなる。この東側は緩い窪地を経て、山頂に向かう尾

根へと続いている。

34SX012 (fig.34、pla.41 "-' 44)礎石建物 SB001の南東側、基壇の南西角で検出された花商岩礁の集積

遺構と思われたが、浮いた石を丹念に除去したところ 11段ほどの構成による階段状遺構と考えられる

ようになった。

石列状遺構

34SX003 (fig.30・31、pla.32・33)人頭大ないしそれ以下の大きさの花闘岩礁を用いたもので、基壇の

南側にある東西石列である。石材の欠落があり両端の角の作りは明確にできなかった。その長さは西辺
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官g.32 34SX005・008・010・011遺構実測図 (1/40)
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官g.33 34SX007遺構実測図 (1/40)

石タIJSX004と東辺石多IJSXOllの関係から 15mになるもの

と考えられる。2トレンチの東側では石が 2段に組まれ

ており、隙間のある部分には瓦が差し込まれている。 ヤ

のような手法は他の石列にはない手厚い施工といえる。

礎石建物 SXOOlの礎石のレベル面から約 1m下に位置し、

基壇南裾の土留めのような機能も想定される。

34SX004 (fig. 31、pla.33・34)基壇の東側の対面にある

南北石列 SX011との距離は 14.5mを測る。北限は、ボー

リングステッキなどで探ったところ、ほぽ 7トレンチの

北あたりと判断され、総延長は 14.5m程度に復元される。

石の配置は南側の 3トレンチ内では横に隙聞を作らず密

に置かれているが、北の 7、11トレンチでは間隔を置い

て置かれており、南側により丁寧な施工が施されている。

基壇の正面に近い側に手聞がかけられたといえよう。

34SX006 西辺石列 SX004の西 3mの低い側に見られる 3m

ほどの石列で、北側への延びはボーリングステッキでの

探索では明瞭でなく、途中でなくなるものと考えられる。

34SX011 (fig. 32、pla.39・40) 基壇の東側にある南北石

列である。4，10卜レンチでは密に石が並べられるが、11

卜レンチでは聞の空いた簡略な並べ方となっており、北

に行くほど粗い施工といえる。

34SX013 (fig.34、pla.45)8卜レンチで検出された東西

方向の組雑な石列で、SX002内の列に連なる可能性がある。

南辺石列SX003とは水平距離で2.5m南の低い位置にある。

溜まり状遺構

34SX005 (fig. 32、pla.35・36) 東辺石列 SX011の東外側

に穿たれた南北に長い窪みで、その上に瓦が集積されて

いる。最大幅は 90cmを測る。遺物は残りの良い数点を取

り上げて、大半は埋め戻している。

34SX007 (fig. 32、pla.37)SB001南辺より 8.5mの位置に

ある東西に長い遺構で、幅 45cm、長さ 1mを検出した。

基壇の南側にある東西石列 SX003との距離は 22mを測る。

深さは 10cm程度。構になる可能性もある。黒灰色の土壌

で埋没している。この遺構から急に北側に地形が下がっ

ており、地形の変換点に穿たれている遺構である。

嗣跡

34SX010 (fig.32、pla.39・40)礎石建物 SB001の中央付

近に板状の花闘岩がコ字に組まれた遺構。昭和 50年代半

ば頃までこの上にもう一枚板状の石が置かれ妙見を祭る

η
d
 

po 
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嗣が置かれていた。現在はここから約 120m北の南科池の北側の路傍に移設されている。かつてここの

ご神体として祭られていた石には蓮華座のうえに「費塔」と文字が線刻されていたといわれている。ま

た、宝満山における修験道の入峰の際の行場としても使用されていた。

(4)出土遺物

34SX005出土遺物 (fig.35・36、pla.48.-....-54) 

瓦

丸瓦 (1'-""-3) 1は二重斜格子に「安」の一文字が左右逆の左文字であしらわれたタタキの文様を持つ

丸瓦で、側端部は内側から分割裁断のための切り込みが入れられた痕跡が明瞭に残る。内面には目の組

い布目が全体に残され、玉縁のところには横方向に紐の痕跡が見られる。灰色を呈し、焼成は良好な還

元状態を示す。10世紀中ごろ以降の所産。2と3は横長の菱形を呈す斜格子のタタキ目を有すもので、

焼成は酸化気味で軟質。

平瓦(1)侭1]端部は内側から分割裁断のための切り込みが入れられた段が残ることから、円筒状に形成

して分割した製品と理解される。外面は摩耗して文様は不明。焼成は酸化気味で軟質。

34SX007出土遺物 (fig.36、pla.55・56)

五

丸瓦 (2) 横長の菱形を呈す斜格子のタタキ目の上からナデが施される。側端部は内側lからの分割裁断

のための切り込みが残る。内面には目の細かな布目が見られる。

1トレンチ表土出土遺物 (fig.36、pla.55・56)

須恵器

部 c(3) 高さ 3.5cmを測る直線的な体部を持つもの。底部との境は明瞭に屈曲し、高台は低い四角形

を呈す。8世紀中葉以降(大宰府 III期以降)の所産。

土師器

椀 c (4) 外に開く、引き出されたような形状の高台を持つ。9世紀後半以降の大宰府 VII期の所産か。

金属製品

鉄釘 (5)頭の幅が 2.6cm、身111高1cmを測る大型の鉄釘。礎石建物に関す建築部材であろう。

2トレンチ表土出土遺物 (fig.36、pla.57・58)

須恵器

杯 c(6， 7)底部との境は明瞭に屈曲する形状のもの。8世紀中葉以降(大宰府 III期以降)の所産。

瓦

平瓦 '(8，9)横長の菱形を呈す斜格子のタタキ目を有す。9のほうが扇平な菱形を成す。

3トレンチ表土出土遺物 (日g.36・37、pla.57 .-....-62・90・91)

須恵器

杯 a(10) 底部との境は明瞭に屈曲し、口縁端部は短く外に開く形状のもの。内面に漆が付着している。

山中で漆を採取していたものか。口径 13，2cm、高さ 3.2cm、底径 9.1cmに復元される。

杯cCll)体部は厚くやや丸味を持って立ち上がり、高台はやや擁形に開く形状のもの。8世紀中葉以降(大

宰府 III期以降)の所産。口径 15.0cm、高さ 4.2cm、底径 9.6cmに復元される。

壷(12)仏華瓶形の長胴でラ ッパ形に短く開く e.-....-fタイプの頚部の小片。灰色を呈し焼成は硬質で、良

好。高さ 3.4cmが残る。口径 15.0cm、高さ 4.2cm、底径 9.6cmに復元される。
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土師器
小皿 a(13) 平たい底部に短く立ち上がる口縁端部で、底部外面にはへラ切りの跡が残る。口径 9.4cm、

両さ1.Ocm、底径 7.6cmに復元される。大宰府 XII期の 11世紀頃の所産か。

:瓦(1， 2) 1 l"i SX005の lと同じもので 二重斜格子に左文字「安J(J) -)l:.字のあるタタキの加

持つ丸瓦。内面は粗い布目が残る。2は目が 4mmほどの細かな斜格子の文様を持つタタキが施される。

焼成は両者ともやや甘い還元焼成のもの。

平瓦 (3~ 5) 3は縦に長い斜格子中に二重の方形の外区内に「寺」の文字が見られる。「観世音寺」銘

の文字瓦である。5は斜格子に左文字 「佐j の一文字のあるタタキの文様を持つ。 4は正格子に近い斜

格子のタタキの文様を持つ。焼成は 4が硬質の青灰色、他は軟質の灰白色を呈す還元焼成のもの。

金属製品

棒状鉄製品 (6)長さ 24・9cm、直径 6mmほどの蛇行する棒状の鉄製品で、片方の先端が尖っている。帰

属する時期は不明。

5トレンチ表土出土遺物 (fig.37・38、pla.63 ~ 66) 

須恵器

坪 a(7)底部との境は明瞭に屈曲する形状のもの。8世紀中葉以降(大宰府 III期以降)の所産。口径

12.0cm、高さ 2.8cm、底径 8.6cmに復元される。

土師器
坪 a(8 ~ 11) 体部と底部の境目があいまいで丸底の傾向のある形状で、口径は 8が 10・6cmを測る。9

世紀後半以降(大宰府 VII期以降)の所産。

:瓦 (12川 12は 白 川 ま 川 か な斜格子の加持つタタキがに重斜格子の文傑昨

タタキが施される。12は分割の切り込みの段が残るが、 13は平坦に削って調整されている。灰色の還

元焼成だが軟質である。

ー瓦 (1，2)斜格子のタタキの文様を持つもので 2は正格子に近い。焼成は lが軟質で 2は硬質。

9トレンチ表土出土遺物 (fig.38、pla.65・66)

須恵器

壷 (3)長胴の e"'fタイプの底部片で底径 8・8cmに復元される。底部の角は明瞭でやや肉が厚い。暗

灰色を呈し硬質の還元焼成。

10トレンチ表土出土遺物 (fig.38、pla.67 '" 70) 

土師器

小皿 b (4) 口径 7・6cm、高さ 1・8cm、底径 5・8cmに復元される。口縁は明瞭に立ち上がる形状で、底部

外面にはイト切り痕跡が残る。大宰府 XIX期の 14世紀前半頃の所産か。

土製品

焼土塊 (5)直径 5・Ocm、厚さ 2・5cmの円盤状で片側の面が摘まんだような隆起のある形状を呈す。土

師質の焼成。

:瓦い)6は横長 7.9は縦長い斜格子山キの加持つ。9に出の外向が見られ文

字瓦であったことが分かる。左文字の「佐J銘が入るタタキのもので、 8は正文字の「佐」銘のタタキ
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を持つ。焼成は還元傾向の軟質で、 7のみが硬質。7は厚みが lcm程度で極端に薄い。

金属製品

棒状鉄製品 (10)長さ 11.5cm、幅 1.1cm、厚さ O.6cmを測る。断面は長万形で、平面形は一方の先が細

い形状を成す。建築部材としての釘の可能性が高いと思われる。

表土出土遺物 (fig.39 ~ 41、pla.71 ~ 85・90~ 98) 

須恵器

杯 a(1)やや丸味のある体部を持つ形状で、底径 6.8cmに復元される。8世紀巾葉以降(大宰府 III期

以降)の所産。

坪 (2，3) やや肉の厚い外に開く形状の口縁部で、 2は重ね焼きの痕跡が残る。

饗 (4)

土師器

小皿a(5， 6)底の平たな形状のもので底径は5が8.6cm、6は8.4cmに復元される。板状圧痕が明瞭に残るo

.Lf a (7) 7はイトキリ手法によると思われる底部片で 9.0cmに復元される。外面に板状圧痕が明瞭に残

る。12世紀以降の所産か。

椀 c(8，9) 8は引き 出したようなやや長めの高台を持ち、 9は低平な三角形の高台を持つ。大宰府 VI

~VII 期の 9 世紀中ごろから 10 世紀前半頃に位置づけられょうか。

血 a(10)口縁は直線的に斜めに開く形状で、へラ切りの痕跡が明瞭に残るもの。 口径 17.0cm、高さ

2. 5cm、底径 12.Ocmに復元される。大宰府 VIII期の 10世紀前半頃に位置づけられょうか。

丸杯 a(11，12) 11は口径 14.4cm、器高 3.3cm、12は口径 14.8cm、器高 3.6cmに復元される。浅い傾向

の丸杯で 11世紀後半以降(大宰府 XII期以降)の所産。

越州窯系青磁

椀 (13)輪花の剰り込みが口縁端部に施されるもので、オリーブ色の粕が施される。胎土は堅微な灰色

を呈す。椀ト2bタイプかとおもわれるが、坪の可能性もある。

国産磁器

盃 (14)口径 5.2cm、器高 2.9cm、底径 1.8cmを測る。内面に赤色で、梅鉢文、外面に金泥で「太宰府天満宮」

「壱千五十年大祭」と書かれている。太宰府天満宮神忌 1050年大祭は昭和 27(1952)年4月 3日、 4日

に斉行されている。もと現場にあった妙見洞に供えられたものと思われる。

瓦

丸瓦 (15~ 17)横に長い格子自のタタキを有す。17は目が細かなタイプ。端部内側に分割の切り込み

が残る。灰色を呈し、焼成は硬質な還元焼成。

平瓦 (18~ 30)横長の格子目のタタキを有す。21は目が細かな、 26，27は二重格子になるタイプ。23、

25 ~ 27は端部内側に分割の切り込みが残り、円筒整形によるものとわかる。19は内面の布の目が際立

って粗い。灰色を呈し、焼成はやや軟質な還元焼成。19、20はやや酸化気味の軟質な焼成。これらの

瓦のタタキの傾向としては、追加線や格子中の文様の加飾を持たず、大振りな格子もなく、 D群に属す

ものと いえ、 9世紀後半から 10世紀に位置づけられる一群といえる。

金属製品

小金銅仏 (31)SBOOlの北東側の礎石 C4の南西側の表土下面で検出された。高さ 11.8cm、幅 3.3cm、

厚さ 2.8cmの立像で、頭頂部に肉警を表現し、右手を挙げた施無畏、左手を下げた与願の印を成す如来

像である。表面は数ミリの穴があくスポンジ状となり、かなり銅成分が土中で失われたものと推察され
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官g.42 第 34次南斜面、西尾根出土遺物実測図 (1/2、1/3、1/4)

る。表面の残り具合は良好ではなく、細かな表現は観察できなし、。 しかし、両脇には袖のふくらみがあ

り、それに続く背面には裾が上がっている衣紋が見られる。背面の背の中央はごく浅く窪む形状で、足

元には 2条の線ないしごく浅い段があり、裳腰を着た衣装なのかも知れない。足から下は円錐状に尖っ

ており、台座に差し込む形式となっている。先端部は幅 5mmほどの突起状になっている。手先は欠落し

ているものと考えられるが、掌までが残存するものか。頭部は体部が直線的なのと対照的に前に突き出

されたような意匠で、この像の特徴となっている。顔は鼻先が尖るような形状で、額に段があり、さら

に頭頂部に至る聞にごくわずか緩やかな段がある。因子を乗せたような形状ではないが、これは肉警に

あたる表現と見られる。後頭部には深さ 5mm、直径 4mmほどの穴が穿たれる。頭光の接続のためのほぞ

穴と思われるが、中心より著しく左側に寄っている。帰属する時期としては、細かな意匠が観察できな

いことと類例が乏しいため判断に窮するらしいが、八尋和泉氏のご所見では奈良前期以降、井形進氏は

平安前期頃とされている。

鉄釘 (32，33) 32は頭部の幅が 1.6cm、身の幅と厚みが 1.lcmを測り、 33は頭部の幅が 1.4cm、身の幅

1. 3cm、厚みが O.7cmを測る。古代の墳墓や中世の集落から出土するものと比較すれば格段に大きなも

ので、 SB001に使用されたものと考えられる。

北斜面出土遺物 (fig.41、pla.86・87)

調査区外の北斜面の表面採取で発見された遺物を報告する。

瓦

軒丸瓦(1)花弁が縦長く外郭線の先端が剣先のように尖る形状を持つ蓮華文で、その外に潰れている

が珠文帯が巡る。九州歴史資料館分類の 170Aタイプのものである。過去に本遺跡で報告された軒瓦は

すべてこの形式のものである。焼成は堅轍で灰色を呈す。
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平瓦 (2"-' 5) おそらく同箔の横長で方形気味の格子目のタタキを有す。 4と5は側辺に分割の切り込

みの跡が残る。焼成は 2と3は軟質で他は硬質な還元焼成。

南斜面出土遺物 (fig.42、pla.88・89)

石製品

石鍋(1)方形の突起状の把手を持つAタイプの石鍋である。上端部は平坦に再加工されている。平安

後期の所産。

西尾根出土遺物 (fig.42、pla.88・89)

黒色土器B類

椀 c(2)外に短く開く三角形の高台を持つ。底径は 7.0cmに復元される。

瓦

丸瓦 (3)外面はナデによって整形され、内面は目の細かな布目を残す。硬質な還元焼成。

平瓦 (4"-'6) 4は無文、 5は横長の格子目、 6は方形に近い斜格子のタタキを有す。調査本体から出土

したものと同じものと考えられる。焼成は 4がやや軟質で他は硬質な還元焼成となる。

(5) 小結

出土五について

今回出土した瓦は調査区の全地区で出土し、調査区外の周辺の尾根や斜面にまで分布している。この

ことから礎石建物 SB001は瓦を所要した建物であったと判断される。軒瓦は今回の調査では北斜面で 1

点が採取されたが、過去出土したものも含めて箔は同ーのものと考えられる。この型式のものは大宰府

条坊跡第 68次 SE020の 10世紀中頃埋没の井戸枠として構築された瓦積みに含まれることからそれ以前

のものと知られ、九州歴史資料館分類の 170Aタイプに当たる。この瓦の叩き文様は目の細かな格子で

あり、格子内に加飾しない E群(宝満 27次分類)の様相であることから 9世紀後半以降のものと考え

られる。

今回出土した瓦群全体でも E群以降の様相のものはない。唯一、「安」の文字のある二重斜格子の丸

瓦の帰属時期が問題となる。この瓦は天満宮安楽寺からもたらされたものであるが、安楽寺での既往の

調査ではこの瓦の製作年代などは現状では判明していない。大宰府全体ではいかがであろうか。二重斜

格子の出現の検証が必要となるが、大宰府政庁で、の出土傾向が一つの鍵になる。政庁跡の南門での調査

で、政庁第 II期再建以前の土坑 (941年以前埋没)から出土した軒平瓦の中に 600Bタイプ(九歴分類)

のものが含まれていると報告されている。この 600Bタイプに重格子叩きが施されている。このことか

ら大宰府においては 10世紀前半代にはすでに重格子叩きの瓦が存在することとなり、本調査で出土し

た「安j銘の二重斜格子丸瓦の上限もその頃まで考えることができる。安楽寺においては延喜 19(919)年、

藤原仲平の奉行により社殿造営された記録があり、永観 2(984)年大宰大弐菅原輔正(道真曾孫)によ

る常行堂、宝搭院、中門廊、回廊の建立まで、伽藍の充実が図られた時代であり、その過程で使用され

た部材が本物件に搬入されたものであろう。今回出土した瓦は既往の年代観から 10世紀前半から中頃

に位置付けられる一群と言える。この他、観世音寺、佐、銘の文字瓦も出土しており、瓦自体は大宰府

の都市域から広域に集められたものが持ち込まれているといえる。建物造営の背景には大宰府の官街や

他寺社、都市民などの協力があったものと推測される。

2 礎石建物について
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今回発見された礎石建物 34SX001の創建は所要瓦の型式や出土土器から 10世紀頃のものと考えられ

る。出土遺物には瓦、土師器、須恵器、越州窯青磁椀、鉄釘、金銅製小型仏像などが出土しており、土

器の帰属年代は 9世紀後半から 10世紀のものが大半を占め、土器には一部 8世紀と 11世紀後半頃のも

のが見られる。瓦は 10世紀前半代の年代が想定されている様式のもので、礎石建物の創建はこの時期

のものと考えられる。小金銅仏は北側礎石列の聞の表土層で瓦や鉄釘などとともに出土している。右手

を上げ、左手を下げる印を結ぶもので、腐食のため詳細な像様は指摘できないが壱岐での類例などから

菩薩立像といえる。

今回の調査により建物は地形を巧みに利用した正面観で高さ 3mの基壇を伴う瓦を所要した三軒聞の

礎石建物であったことが改めて明らかになった。しかもその創建は 10世紀半ば以降であり、金銅仏の

出土により仏教関連施設であることも明瞭となった。

調査以前には山中の分布調査により建物の存在が知られており、この建物が『石清水文書之二Jl937 

年記事における沙弥誼覚が企画建設していた最澄遺記の「六所宝塔」のうちの「安西塔j であったこと

が指摘されてきた。今回おこなった宝満山における悉皆的な一連の調査によって、山中において古代の

瓦と礎石を伴う遺構の存在は下宮地区とこの場所に限定されることが鮮明となり、先の記事がこの場所

を示す蓋然性は高まっている。

この建物は地山削り出しによる基壇上に構築され、正方位を意識した方向性を持つもので、階段の

配置状況から南に面す側を正面としている。建物の柱聞は 252+310+252cm(8.3+10.2+8.3尺)の一辺

814cm (26.8尺)の、柱配置からいわゆる三軒堂(間面記法でいう一間四面堂)の形式に復原される。

創建時の六所宝塔の基本構造はし、かなもので、あったのであろう。『比叡山東塔縁起』弘仁 12(821)年 7

月記事には心柱建立の記載があるとされ、翌年には未だ完成せずとの記載がありかなりの規模の塔であ

ったことが知られる。その後、この東塔は寺の惣持院となり、何度も焼亡して鎌倉期の絵画資料でしか

その様子を知ることしかできない。その構造は下層玉問、上層方三聞の亀腹を持たない二層塔として表

現されている。安東、安北塔について『叡山大師伝』弘仁 6(815)年記事には「向於東国 盛修功徳

為其事失写二千部一万六千巻法華大乗経上野下野両国各起一級宝塔塔別安置八千巻於其塔

下 毎日長講法華経一日不闘」とあることから、建物には法華経の保管と長講が求められた施設であ

ったことが知られる。

安西、安南塔については『石清水八幡宮文書之二』所収の「大宰府牒」承平7年 (937)記事がある。

「府牒宮崎宮応令造立神宮寺多宝塔壱基事

牒得千部寺僧兼祐申状倍、謹案、天台伝教大師去弘仁八年遺記云、為六道衆生直至仏道発願、於日

本国書写六千部法華経、建立六箇所宝塔、一一塔上層安置千部経王、下壇令修法華三昧、其安置建立之処、

叡山東西塔、上野下野園、筑前竃門山、豊前宇佐弥鞍寺者、而大師在世及滅後、僅所成五処塔也、就中

竃門山分塔、沙弥詮覚在俗之日、以去承平三年造立巳成。上安千部経、下修三昧法、宛如大師本願、未

成ー処塔者、謂宇佐弥鞘寺分也、伝聞、弥鞍寺未究千部、書写二百部之問、去寛平年中悉焼亡乎、愛末

葉弟子兼祐、恭歎大師遺誓之未遂、寸心発企念、弥鞍寺分経火滅之替、於宮崎神宮寺、新書備千部、造

一基宝塔、於上層安置千部、下問令修三味、以可果件願、然則始自承平五年、且唱於知識、令写経王、

且運材木、捜置於彼官辺巳了、彼宮此宮雄其地異、権現菩薩垂遁猶問、イ乃以彼弥鞘寺分塔、欲造立此神

宮寺也、望請府裁、早欲造件宝塔、仏事之功徳、凡為鎮国利民也者、府判依謂、宮察之状、早令造立、

将令遂本願、故牒、

承平七年十月四日 大典惟宗朝臣(花押) 参議帥橘朝臣『公頼JlJ
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このことから筑前竃門山の宝塔は法華経の保管と三味法の実施が求められた施設であったことが知ら

れ、承平三 (933) 年にはすでに建立されており、その構造は二層式で、あったことまでが判明する。

今回検出された 34SB001は塔の規模で、あれば筑前国分寺の 30尺四方よりやや小さく、宇佐弥鞠寺東

塔 18尺よりはるかに大きな 26.8尺四方のものである。塔以外の仏堂の可能性も否定はできない。河上

信行氏の指摘によれば、この建物の平面は中間 10尺、脇間 9尺の完数により計画された三間堂と考え

られ、規模としては五重塔でも醍醐寺五重塔より大きく、興福寺玉重塔より若干小さい程度となる。塔

であるなら基壇の痕跡や縁束礎石の検出があってよく、最澄がらみの時代で、あれば心柱礎があってよい

ことから塔の可能性は低いとされる。普通の三間堂と異なる要素としての基壇の有無、土間床の有無に

ついての資料があれば塔の可能性について論じることができる、とされている。

多宝塔のー構造として高野山大塔や仁和寺観音院の塔例のごとく心柱が一層目天井から立てられる構

造が知られており、心礎の不在が塔でないことにはならないようである。基壇については建物が乗る地

山整形の段そのものが基壇であるとの解釈をしている。土聞については今回の調査が表土直下での様相

確認に止めたため、タタキのような硬化地面を認識するには至っていない。しかし、整形された面であ

ることは確認され、その面は礎石の輪郭を被覆している。場合によってはこの検出面白体が土間で、あっ

た可能性も考えられる。

一間四面の構造の仏堂は高野山真言堂、高野山奥院廟堂、法住寺法華堂・常行堂などが 10世紀まで

に成立しており、天台においては法華三昧のための行堂として伽藍中に置かれる例がある。宝満山遺跡

においてはこの 10世紀は遺跡として空白の時代といえ、本遺構以外に山中に伽藍が大々的に展開した

痕跡は指摘できない状況の中、ひとり三味堂だけが山中にある姿は異様な観を呈している。

層塔でない初期の多宝塔に心礎が必要か否かは、平安前期における具体例が乏しい中にあって判明し

にくい状況と言える。本遺構が多宝塔になりうるかと言う論議は現状では難しいのかも知れない。しか

し、構造的には一間四面の身舎の芯と軒の対角ラインの交点は完全に一致する構造であり、身舎の上層

があった可能性は残されている。今回の悉皆調査の結果、 10世紀前半に位置付けられる瓦所用の礎石

建物のある箇所がここに限定されるようになったこと、この場が「宝塔」であるという伝承がかつてあ

ったこと、などから、安西塔の比定地として最有力の遺構と言える状況であろう。一間四面の三味堂的

な構造は、まさに「大宰府牒」の記載した「下修三昧法」の記述に似つかわしく、はるか玄界灘を通し

て大陸を見据えるロケーションの中、側面に竃門の山頂を背負った尾根に置かれた仏堂は、山中に孤と

してありながらも日を欠かさず法華三昧を励行した国境祭把の場であったことを想像させるものである。

参考文献

『宝満山の地宝』小田富士雄編 1982年財団法人太宰府顕彰会

「大宰府の造瓦工房と観世音寺の造瓦工房」栗原和彦『藤沢一夫先生卒寿記念論文集Jl2002年帝塚山大

学考古学研究所

「多宝塔の初期形態について」浜島正士『日本建築学会論文報告集』第 227号 1975年

「多宝塔についての史的考察J清水横『建築史学』第 1号 1983年

「九体堂と一間四面堂」清水横『日本建築学会論文報告集』第 207号 1973年
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百g.43 第 34次調査略測図 (1/400)

tab.5 第34次調査遺構番号台帳

S 番号 遺構番号 種別 位置 備 考

l 34SB001 礎石建物 lトレンチ 中心建物

2 34SX002 階段 2トレンチ 南階段

3 34SX003 列石 2，4トレンチ 南上段石列

4 34SX004 列石 3，7，11トレンチ 西列石

5 34SX005 瓦溜まり 5トレンチ 東側l瓦溜まり

6 34SX006 列石 3トレンチ 西中段石列

7 34SX007 溜まり状 5トレンチ 北側区画施設?

8 34SX008 階段 4トレンチ 東階段

9 34SX009 列石 3トレンチ 西上段列石

10 34SX010 洞跡 1トレンチ 旧妙見嗣基壊

11 34SX011 列石 4，6，11トレンチ 東列石

12 34SX012 階段 3トレンチ 西階段

13 34SX013 列石 2，8トレンチ 南下段列石

14 34SX014 階段 トレンチ外 南地区南階段
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tab. 6 第 34次調査 出土遺物一覧表

類 l丸瓦(須恵質、無文)(1) 丸瓦(須恵質、二重斜格子)(1) 

l丸瓦(土師質、斜格子)(1) 平瓦(士師質、無文)(1) 

ト
匝 類!丸瓦(須恵質、無文)(1) 

qυ

一
ρu

一
杯一a

一C
一

杯
一
椀
一

一
器
一
器
一

土
↑
一
一

精
一
恵

E

L
V
-
-

一

川
一
須
一
士
一

器杯 a2

器杯?

|丸瓦(土師質、無文)(1)

類平瓦(須恵質、斜格子)(2) 平瓦(瓦質、斜格子)(1)

平瓦(土師質、斜格子)(1) 平瓦(士師質、無文)(2) 

3トレンチ表土

須 恵 器 杯 a? 杯 c3 査 b~f

土 師 器 杯 a 椀 C

黒色土器 B 破片

丸瓦(須恵質、無文)(3) 丸瓦(須恵質、極小斜格子)(3) 

丸瓦(土師質、不明)(2) 

瓦 類
平瓦(須恵質、無文)(3) 平瓦(須恵質、小斜格子)(6) 

平瓦(土師質、斜格子)(16) ( r佐J瓦(1)含む)(r寺J(1)含む)

平瓦(土師質、無文)(37) 平瓦(瓦質、二重斜格子)(5) 

平瓦(瓦質、小斜格子)(9) 平瓦(瓦質、無文)(2) 

平瓦(須恵質、小斜格子)(1) 

平瓦(瓦質、格子)(3) 

5トレげ表土

須 恵 器 蓋 3 杯

土 面市 器 杯 a 椀 c?

丸瓦(須恵質、極小格子)(1)

丸瓦(須恵質、二重斜格子)(1)

瓦 類
丸瓦(須恵質、無文)(1) 丸瓦(土師質、極小格子)(1)

平瓦(須恵質、格子)(4) 平瓦(土師質、格子)(2) 

平瓦(士師質、無文)(7) 平瓦(瓦質、格子)(5) 

平瓦(瓦質、二重格子)(1) 平瓦(瓦質、無文)(5) 

6fJ;:;'f表土

|瓦 類|平瓦(土師質、格子)(1)平瓦(瓦質、無文)(3) 
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7トレ:;'f表土

日一~fIî ~町亦 aワ
|瓦 類|平瓦(土師質、無文)(1) 

8トレンチ

|須恵器|杯 a?

平瓦(瓦質、無文)(1)

器椀 c

けL瓦(須恵質、不明)(1) 丸瓦(士師質、斜格子)(1) 

類平瓦(須恵質、斜格子)(2) 平瓦(士師質、斜格子)(8) 

平瓦(土師質、「佐J?) (1) 平瓦(士師質、無文)(2) 

品l焼土塊(1)
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瓦 類
平瓦(須恵質、格子)(9) 平瓦(須恵質、無文)(3) 

平瓦(土師質、格子)(5) 平瓦(土師質、無文 )(5)

平瓦(瓦質、斜格子)(15) ( r佐J(1)含む)

平瓦(瓦質、大格子)(1) 平瓦(瓦質、三重格子)(1) 

平瓦(瓦質、無文)(13) 
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5 宝満山遺跡群第35次調査

(1)調査に至る経緯

調査は前年度実施した 32次調査に引き続き、宝満山西麓の遺跡分布および測量調査をおこなった。

調査は平成 20(2008)年 2月 1日~同年 3月 31日にかけて国庫補助事業として実施した。調査面積は

300，000 ばである。

(2)調査の概要

調査自体は大宰府市基本図(1/2500)No.3，5の図画の範囲を悉皆調査し、段造成などの人為行為に

よる遺構を探し、簡易図化およびプロットするもので、宝満山山中において 10箇所以上で段造成を主

体とする遺構群が検出された。

遺構分布図は1/1000で記録したが、現地では既存の都市計画図の情報を下敷きに簡易 GPS測量にて

原点を設け、国土座標第 II座標系により遺構の位置を記録する方法をとった(詳細 IV章記述)。

(3)検出遺構

山中での踏査は対象地区を大宰府市基本図(1/2500)No. 3と5について、それぞれ便宜的に東西を A

~H の 8 区、南北を 1 ~ 5の5区に分けて記録や遺物の収拾をおこなった。以下に特に所見がある個所

について列挙する。

基本図 No.3

B-4区 宝満 32次Bートa，C-1-c地点の北側部分で、石組群が展開し古代末から中世前期頃の墓域と理

解される。西隣地の北谷ダムに伴う道路部分では宝満 14次として調査している。

基本図 No.5

A-2，B-2区 内山字大門の南側にある「ニシヤマ」と呼ばれるE陵に形成される段造成群。 E陵両側

での発掘調査により古代末から中世の坊跡が発見されており、それとの関連がある遺構群と考えられ

る。 A-2地点では西側の丘陵頂部に礎石のような石材が見られ、西斜面には近世以降の炭窯も存在する。

B-2地点側のE陵頂部には石組を用いたマウンド状の遺構が、南東斜面の段造成状に小規模な石組など

がある。

C-1，C-2区 内山集落背面の小山池前面の西斜面 (C-1区)とその南隣の宇山ノ内 (C-2区)にある段

造成群。後者は伝浄戒坊跡とされる西に大きく張り出す丘陵に連なる。土師器小片が散見され、古代末

から中世前期頃の坊跡の可能性がある。

F-1区 標高 435mの愛巌(おたけ、おだけ)山頂にある愛巌神社周辺の段造成群と、その西南にある

標高 432mの別峰にある伝升形城に係る段造成群である。神社境内は東西にその軸が求められ、西に従

って高まる 4段構成を採っている。参道の北と南の斜面にも小規模な段造成が見られる。伝升形城跡は

愛巌山頂からの尾根にも平坦面と 2条の堀切を持ち、頂部平坦面から南東側に延びる尾根にやや広めの

帯状の空間をっくり出している。全体の平面形状は愛巌山頂と一体で矩形の造成群を呈している。

G-1区 愛巌神社周辺の段造成群から連なる東西に長い平坦面で、近世の磁器、陶磁器が散在する。宝

満二十五坊の内の財行坊の推定地に相当する。

(4)出土遺物

1
i
 

口
6

」



最
「
一 訪 問 h F 品 同 調 ω m N R 描 剛 桝 掛 図 閉 山 岡 議 湾 当 図

→
寸

己
主

ー



)図持布市町韓刷用円周M宵捕綱眠気回円留農回一司凶恒 (OCDP¥
戸



4 

1
1
1
1
1
1
}ド
l
1
1
1
1
L
i
'

し

11 

点
)
点

地
川
地

影
聞
取

撮
ザ
サ
採

真
刷
物

写
山U

遺

O
⑨
 

官g.46 第 35次調査基本図 5割付図
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官g.48 第 35次 F-1区、 G-1区出土遺物実測図 (1/3)

F-1区出土遺物 (日g.48、pla.1 '" 3) 

土自Irr器

24さ;;ffizzr山底部は糸切り。口縁端部に跡黒く付着し灯火具と

肥前系染付磁器

備 (2) 体部の丸い形状を呈すもので、外面に i巨愉状のコンニ

の所産と与えられる。 ヤク印をあしらっている。17世紀後半

G-1区出土遺物 (fig.48、pla.い 2)

肥前系染付磁器

:品川町ものと忠われ体部外畑面に呉矧須U 彩山る。近

tffi(仏印4心) 1直立線的に開く口縁端部の小片である。産地などは不明。

家形製品 ω 屈曲する板干の製品で、表面はハケ状の工具により粗いカキ口が施される。光沢のある

褐色の利l薬が肱される。小柄lの屋恨の稜線にあたる部分と思われる。宝満 38次で大聾の形状を利用し

た問機の製品が採取されており、参考になる。

(5)小結

基本図 No.3については、 B-4区以北には地形的には緩やかな斜面や、見晴らしのある一定の尾根な

22272frzzzーきなかった。同は北谷地区山的な初期の墳墓

基本図 No.5については、内山地区の南側に広がる阿に傾斜する緩斜面があり、現在は耕作地とム

ているが、?の個所は本報告の聞に見られるように 谷の底まで平安後期以降の生活域としてぷ

;;;;tfる。叫西側や山ノ内町哨りぎりまで人為的な段造成群が存在することが

また、愛嵐山山頂域は愛掛神社境内の東側と南側に南北 300m、東西 300mの範囲でコ字に展開する

造成群がある。前者は近l止造物の分布が認められ、宝満二 卜五坊中の財行妨のあった場所と考えられる。
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官g.49 愛癒神社周辺の段造成 (1/4000下高 2008)

長辺 30m、短辺 14mの方形に近い中心的な平坦面

があり、それを囲むように周辺の尾根も方形に成

形されている。後者は中世山城の升形城に比定さ

れている。南北 180m、東西約 50mが造成群と

なっている。愛掛神社側lから下った尾根の鞍部は

里道が抜ける堀切状になっている。堀切は頂部北

側直下にもうがたれている。近年、下高大輔によ

る詳細な縄張り図が公表されている。また、氏は

『古戦場古城之図~ (内閣文庫大倉喜太郎献納本)

に記載される「三笠郡吉木村龍城古祉ノ図」が、

ここを描いたものと指摘しており、江戸後期には

「龍城Jの呼称があった可能性に言及している。

参考文献

「太宰府市所在愛掛神社周辺段造成の歴史的位置

付け」下高大輔『大宰府学』第 2号 2008年
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官g.50 第 36次調査1面遺構全体図 (1/100)



6 宝満山遺跡群第 36次調査

(1)調査に至る経緯

本調査は、農地改良工事に伴う国庫補助事業である。調査地は竃門神社の南西側に位置する谷地形部

分である。本調査地の南側隣接地を宝満山遺跡群第 24次調査、北側と東側隣接地を第 27次調査として

過去に発掘調査を実施している(太宰府市教育委員会 2004)。

今回の調査は、記録保存を目的に第 36次調査として平成 20 (2008)年 1月 21日~同年 3月 26日に

おいて実施した。開発対象面積は 479.4rrf・調査面積は 243rrfである。調査は下高大輔が担当し、整理

は遠藤茜が行った。報告文は、下高の原稿を元に遠藤が修正を行った。

(2)調査の概要 (Fig64，65、pla.11・12)

調査地は休耕田で、三段の段造成(以下、「上段・中段・下段」とする)からなっている。上段は平

坦面部分とこれを形成する石積み (SX005) で構成された斜面を調査対象とし、中段は平坦面部分とこ

れを形成する石垣 (sxool)を調査対象とした。下段は中段を形成する石垣 (SXOOl)の基底部を確認で

きる幅約 0.5m強でトレンチ状に淡茶色粘土層直上(第二調査面形成土)までを確認した。なお、上・

中段には第 27次調査トレンチが合計 5本入れられていた。

上・中・下段における基本層位は、上位から休耕田に伴う O.5m程度の灰色土・茶灰色土、床土と考

えられる 0.2m程度の淡灰色土が堆積する。これらを重機により除去してから、第一調査面を設定して

人力による遺構検出を行った。この時点までに出土した遺物はすべて「表土」として取り扱っている。

なお、これより下層については上・中・下段共に様相が異なることと、各段を形成する盛土に遺構番号

を付したために、次節において調査面毎に遺構番号に沿って詳述する。

(3)検出遺構

調査面は最終面である自然の谷地形を含めると三面存在する。以下、それぞれの調査面毎に主要な遺

構と次節において遺物を報告している遺構を中心に詳述する。それ以外に関しては「遺構略測図」・「検
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137，9m 

S 
13¥12〆

15 

中段土層土色

1黄色土ブロック童む暗灰色土(表土)

2石吉む黄灰色土(表土)

3土器片多く吉む黄灰色土

4淡灰黄色土(畦畔かつ)

5灰色土

6陪灰色土

上段土周土色

1暗灰色土(表土)

2，茶色土(盛土)

3炭混じり淡灰茶色土

4橿灰色土

7間灰色土 (畦畔力、つ)

8淡白灰色土

9灰茶色土

10淡灰色土(水田床土)

11陪灰茶色土(田耕土?)

12淡黄色土(段造成形成盛土)

13灰色土(段造成形成盛土)

14茶色土

15，閉黄色土(地山)

5，炭混じり灰茶色土

6樟色土(地山)

O 2m 

官g.51 第 36次調査区西壁土層図 (1/80)

-93 -



司d--→ー

(
 

o
 

句。、、、図震附m園事岨靖国00・-8
}(的也市山

N回.MEF

宮出



門

地盤確認南北トレンチ

Fライン

N 、 |

出遺構一覧J・「出土遺物一覧」な

どを参照されたい。ンイ一フ「
E

136.7m 

第 1調査面検出遺構

第 1調査面は基本的に調査区の

上・中・下段における休耕田に伴

う土層を重機により除去したとこ

ろに設定した。

1. 石垣・石積み

36SX001 (fig.52、pla.6 '"'-' 8) 

調査区中段を形成する東西方向

で南北に段差を設けることを目的

に構築された石垣である。高さ

O. 7m前後で、間詰石がある丁寧

な野面積みである。石垣背面は栗

7 2 
地鐙確認東西トレンチ

8ライン

S 
、、ー 3 

136.7m 

ピ 宍ト-77:f-7二寸?→ "E

トレンチ土層土色

1暗灰色土(地山)

2.黄色士ブロック混入灰黄色土

3.30cm前後の石がブロッヲ状に大置混入灰色土

4茶色土(上段造成盛土)

5炭遺物多量書む灰色目質土

6淡茶粘

7黄色~檀色土(地山)

O 2m 

官g.53 第 36次 1面地盤確認トレンチ土層図(1/80)

石である拳大から人頭大の石が大量に投入されており、その上に盛士 (SX010・015・030・035として

後述)することによって石垣天端の高さに合わせた段を形成している。なお、栗石は中段全面において

確認することができた。このことは、栗石自体が単に石垣の一部を形成するものではなく、当地が元々

谷地形であったことから水処理を行うための暗渠としての役割も同時に担っていたものと考えられる。

石垣裏込めより肥前系磁器広東碗が出土しており、 18世紀後半'"'-'19世紀前半頃に構築された石垣と考

えられる。また、石垣の基底部を確認するために、調査区下段を幅 0.5m程度で淡茶色粘土層直上(第

2調査面形成士)まで掘削した。この結果、石垣は基本的に淡茶色粘土層で形成されている平坦面上に

基底石を設置して構築されていることが判明した。なお、下段の遺構面は宝満山遺跡群第 24次調査に

おいて一部の淡茶色粘土層と地山に遺構が切り込んで、いることが確認されている(太宰府市教育委員会

2004)。このことから、この層の上層(上位から暗灰土・灰茶色土・淡灰色土)はすべて休耕田に伴う

土層と判断し、出土遺物は iS-1下 表土」として取り上げている。なお、淡灰色土中にはプラスチッ

ク製品が含まれていたことからも休耕田に伴う士層であることを裏付けている。

36SX005 (fig.52、pla.9・10)

調査区上段を形成する南西から北東方向で南北に段差を設けることを目的に構築された石積みであ

る。高さは最も高い場所で1.5mを測り、拳大から人一人では運ぶ事のできない石までが大きさ関係な

く乱積みされている。背面は石垣 (sxool)にみられるような栗石はなく、盛士 (SX020として後述)

に貼り付けたような積み方である。石積み (SX005) に伴う出土遺物は 13世紀後半が主だが、石積み下

段形成過程とその連続性を勘案すると石垣 (sxool)と同時期の可能性も捨てきれない。

2. 中段第 1調査面形成の盛土

36SX010・015・030・035

SX010は調査区中段ほぼ中央付近で検出した灰黄色土に黄色土がブロック状に混入したものである。

これに切られた形で SX015を検出した。これは茶色粘質土に黄色土がブロック状に混入しているもので

ある。さらに SX015に切られた形で SX030(淡灰茶色土に黄色土がブロック状に混入)と SX035(暗灰色士)

を検出した。これらはすべて、先述の SX001石垣の栗石を覆うように堆積しており、切り合い関係から
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SX030・035を被せて、 SX015、SXOlOと続けて被せられたものと考えられる。出土遺物から明確な時期

差はなく、基本的には盛土造成の際の被せた単位と考えられる。時期は石垣 SX001が構築された直後で

ある 18世紀後半'"'-'19世紀前半頃と考えられる。さらにこれらの検出場所とその範囲から、調査区中段

形成の盛土は西側尾根上から流し込まれた可能性が高い。

3 上段第 1調査面形成の盛土 (SX020・025)

休耕田に伴う暗灰色土を重機により除去した結果、先述の石積み SX005の天端の高さで平坦面を形成

しているのが SX020(茶色士)である。この直上において遺構検出を行ったが、全く遺構は確認できな

かった。そのため、重機で除去した休耕田に伴った盛土の可能性がある。なお、遺構検出の際の出土

遺物は「茶色土」として取り上げている。よって「茶色土Jと iSX020Jは同一で、ある。また、石積み

SX005と盛土 SX020を除去すると炭を多く含む灰色砂質土 (SX025=032)が標高の高い方から低い方に

向けて堆積していた。念のために、その直上においても遺構検出を行ったが、遺構は確認できなかった。

このため、上側から流れ込んだ自然堆積土の可能性が高い。なお、 SX020・025共に 12世紀後半代の遺

物がまとまって出土している。しかし、少なくとも SX020については石積みは005と共に構成されてい

る段造成の利用目的や調査区中段の形成過程などを勘案すると、 18世紀後半'"'-'19世紀前半頃の盛土の

可能性もすてきれない。

4. 現代の溝

36SX024 

調査区中段の東側においでほぼ南北走行で蛇行する形で検出した。幅 0.5m程度・深さ 0.2m程度で、

断面形状は V字を呈する。埋土は二層に分層でき、上層は明灰色士で、下層は淡灰色砂質土からなる。

下層埋土からはビニールなどのプラスチック類が出土していることから、現在の休耕田に伴う溝と考え

られる。この溝は谷地形に流れ込む水を処理するために掘削されたものと考えられ、調査中においても

常に水が流れていた。この溝の底部は拳大の石が粗く敷き詰められており、水による浸食を防ぐ目的が

あったものと考えられる。

5. その他の遺構

36SX006 (fig. 64) 

調査区中段 SX001の北に隣接して検出した落ち込み状の遺構。埋土は黄色ブロックを含む淡灰色士。

出土遺物からの下限は 12世紀後半だが、第 l調査面を形成する整地、あるいは SX001の裏龍めの一部

の可能性もある。

36SX011 

調査区のほぼ中央で検出した落ち込み状の遺構。東西長1.25 m、幅 0.2'"'-'O. 45cm、深さ 0.18m。

埋土は灰色土。遺物より時期は 12世紀。

36SX021 

調査区南側ほぼ中央で検出した落ち込み状の遺構。北側を 27次調査第 9トレンチに切られる。径約

0.55 m、深さ 0.13m。埋士は灰色土。

36SX023 

調査区中段南東側で検出した不定形の遺構。北側を 27次調査第 9トレンチに切られる。現状で長さ

2.6m、幅 0.45'"'-'2. 4 m、深さ O.1 '"'-' O. 19 mを測り、南東側ほど浅い。遺物より時期は 12世紀前半。

36SX026 

調査区中段南東側、 27次調査第9トレンチ南側で検出した。東西に長い不定形の落ち込みあるいは
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たまり状の遺構。全長 4.9m、幅 O.5 "-' 1. 2m、深さ 0.04'"'-'O. 1m。遺物より時期は 12世紀。

36SX027 

調査区中段南東で検出した。不定形な落ち込みあるいはたまり状の遺構。南北長 1.25m、最大幅

0.6m、深さ 9"-'21cmを測り南側ほど浅い。

36SX029 

調査区中段南東側で SX024の東側に隣接して検出した落ち込み状の遺構。西側を SX024に切られる。

埋士は暗灰色土。遺物より時期は 13世紀後半と考えられる。

第 2調査面検出遺構

第 2調査面は上段の盛土・包含層 (SX020・025)、中段の盛土 (SX010・015・030・035) を除去した

ところに設定した。この結果、調査区北西隅に上段、調査区の中央付近から東隅にかけて中段、調査区

の南隅に沿って下段の三段を確認した。なお、下段は宝満山遺跡群第 24次調査の遺構面と連続する関

係にある。後述の主要な遺構は上段と下段で検出した。中段に関してはピット群と落ち込みを検出した

のみである。

1.柵

36SA040 (fig.55、pla.14)

調査区南東隅で検出した。北北西から南南東方向で、谷地形に制約された形で構築されていた柵である。

二間分を確認したが、調査区南外に続いている可能性もある。各ピットの規模は直径 0.3m程度の円形

であり、深さは O.3 "-' O. 5m程度である。ピット聞は O.85 "-' 1. 35mと不統ーである。埋土はすべて暗灰

色士である。位置関係や埋土の状況から後述する SA045と連続していたものと考えられる。出土遺物か

ら13世紀後半頃と考えられる。

36SA045 (fig.55、pla.14) 

調査区南東隅で検出した。西南西から東北東方向で先述の SA040に対して垂直に構築されていた柵で

ある。二間分を確認したが、調査区南外に続いている可能性もある。各ピットの規模は直径 O.3m程度

の円形であり、深さは O.2 "-' O. 4m程度である。ピット聞の距離は1.2 '"'-' 1. 9mと不統ーである。埋土は

すべて暗灰色土である。位置関係や埋士の状況から先述の SA040と連続していたものと考えられる。出

土遺物から 13世紀後半頃と考えられる。

36SA040 36SA045 36SA060 
-十可た』

ーら--bj-

~色、
b

ハU。-⑥- -6)-
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。
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135.9m 135.9m 

γ 寸アー?

O 

官g.55 36SA040・045・060遺構実測図 (1/60)
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36SA060 (fig.52、pla.15) 

調査区北西隅で検出した。若干西に振れているがほぼ南北方向で二間分確認した。調査区北外に続い

ている可能性もある。各ピットの規模は直径 0.2m強程度の円形であり、深さは 0.1'"'-'O. 3m程度である。

ピット聞の距離は O.7m。埋土はすべて淡茶色士である。出土遺物から 13世紀後半頃と考えられる。

2.その他の遺構

36SX042 

調査区南東で検出した。落ち込みあるいは近世盛土の一部と考えられる。埋土は灰色土。

36SX050a • 050b 

調査区南東隅、柵 SA045の南側で検出した。各ピットは直径 O.3 "-' O. 4m、深さ O.3 "-' O. 6mを測り円

形を呈する。ピット間の距離は1.7m。埋土はすべて暗灰色士である。調査当時、北隣りの柵 SA045と

東隣りの柵 SA040らの方向や位置関係、埋土の近似などから、柵に固まれた掘立柱建物である可能性が

考えられていたが、積極的には断定し得ないため本報告ではその他の遺構として取り扱う。 SA040・045

とほぼ同時期に機能・廃絶した可能性も考えられ、出土遺物から 13世紀後半頃と考えられる。

36SX051 

調査区中段東側で検出したピット群。直径 O.15 "-' O. 3m、深さ 0.04'"'-'O. 1mで、埋土は暗灰色土。

36SX052 

調査区中段東側で検出した。落ち込みあるいはたまり状の遺構。南北長 0.9m、幅 0.3m、深さ 0.11'"'-'

O. 18mを測る。埋土は暗灰色土。

36SX055a • 055b (pla. 15) 

調査区北西隅、柵 SA060の西側で検出した。各ピットは、直径 0.3m強、深さ O.1 "-' O. 3mの円形を呈

する。ピット聞の距離は1.6mを測る。埋土はすべて暗灰色土である。調査当時、東隣りの柵 SA060の

方向や位置関係などから、 SA060と併存する掘立柱建物の可能性が考えられたが、積極的には断定し得

ないためその他の遺構として取り扱う。出土遺物から 13世紀後半頃と考えられる。

第 2調査面形成の盛土・包含層

36SX059 (pla. 16) 

調査区の南東隅で検出した。第 2調査面を形成する淡茶粘土を挟り込むような地形を埋めた可能性の

ある盛土と判断した。この挟り込みは先述の柵 SA040・045、掘立柱建物 SB050の立地から、これらを

建てるために削り込まれて、柵・掘立柱建物が廃絶して埋められた可能性がある。よって、出土遺物は

13世紀後半頃でまとまっているが、その後の大規模な土地利用の改変である江戸時代後期の可能性も

すてきれない。

淡茶色粘土

第 2調査面を形成していた遺物包含層である。宝満山遺跡群第 24次調査においても一部検出されて

おり、基本的には鎌倉期の遺構が切り込まれている面を形成している。奈良・平安時代の遺物が大量に

包含されており、北東側に位置する竃門神社に関する遺物が土砂と共に谷地形に流れ込んだ、か、流し込

まれた可能性が高い。

第 3調査面検出遺構

谷地形 (fig.56、pla.19・20)
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第 2調査面を形成する堆積厚 1m程度の淡茶色粘土と自然崩落土を除去すると、竃門神社から南方向に

開く谷地形を確認した。上述の淡茶粘土 (5~ 7層)が谷を埋めるように堆積する。

(4)出土遺物

供膳具の法量については一覧表を参照いただきたい。
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姐 36SX001灰色土出土遺物 (fig.57、pla.21・22)

坪 a(1) 内面体部と底部の境はやや不明瞭。体部内外面に回転ナデ、底部内面中央に不定方向のナデ

を施し、底部外面に回転糸切り離し痕と板状圧痕がある。にぶい樺色を呈する。

小皿 a(2) 内外面回転ナデ、底部内面に不定方向のナデ、外面に回転糸切り離し痕と板状圧痕がある。

焼成良好、にぶい楼色を呈する。

36SX001下表土出土遺物 (fig.57、pla.21・22)

土師器

脚 (3) 盤などの脚で、幅 3.3cm、残存高 3.7cmを測る。全面にナデの痕跡がある。 白樫色を呈する O

平瓦 (4) 現状で縦 1.0cm、横 9.2cm、厚さ 2.0cmを測る。凹面に布目痕、凸面には格子目叩き (z

cc)が見られる。淡白灰色を呈する。

罫 a(5) 全体的に摩耗するが、体部内外面に回転ナデ、内面底部よりに指頭圧痕が見られる。底部回

転糸切り離しか。淡樟灰色を呈する。

小皿 a1(6) 内外面回転ナデ、底部外面に回転糸切り痕がある。焼成良、にぶい樫色を呈する。

36SX010出土遺物 (fig.57、pla.21 ~ 24) 

土師器

坪 a(7) 内面は摩耗が著しく調整不明瞭。体部外面に回転ナデ、底部外面に切り離し後ナデ調整を施す。

焼成不良、黄茶褐色を呈する。

小皿 aIC8・9) 8は全体的に摩耗が著しいが、内面体部と底部の境に沈線を施す。底部へラ切り離しか。

焼成不良、淡黄樺色・暗茶灰色を呈する。 9は内外面ともに摩耗が著しい。底部切り離し不明。胎土に

3mm以下の茶褐色粒子を多く含む。焼成不良、淡黄樫色から淡樺色を呈する。

須恵器

壷 (10) 復元底径 11.8cm、残存高 7.0cmを測る。外面回転ナデ後一部縦方向にナデ、内面に粗いナデ

を施す。焼成良好、暗青灰色を呈する。

肥前系染付磁器

広東椀 (11) 復元底径 5.6cm、残存高 2.8cmを測る。畳付を除き全面施紬し、外面に呉須で絵付けする。

素地は灰白色で密、軸はかすかな青みをもっ白色、呉須は淡い群青色を呈する。

皿(12・13) 12は器高 3.85cmを測る。全面にうすく施紬し、畳付の紬は掻き取る。呉須で内面に松、

外面に草花文を描く。素地はやや青みのある白色で密、紬はかすかに緑を帯びたうすい青色、呉須はう

すい紺色。 13は残存高 2.0cmを測る。畳付の軸を掻き取り、内側に剥離材の白色砂粒が付着している。
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第 36次 3面谷地形測量図 (1/100)
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36SX006出土遺物 (fig.57、pla.21・22)

土師器
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旬 57 36SX001・006・010・011・015出土遺物実測図 (1/2、1/3、1/4)
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呉須で内面に氷裂文、外面に花井文を描く 。素地は白色で密、軸はほぼ透明、呉須は濃い紺色。

土製品

土壁(14) 土壁の一部で、現状で縦 7.9cm、横 4.Ocm、厚さ 4.1cmを測る。3面のうち 2面は、平坦に

整形され、にぶい燈色を呈する。もう 1面は淡白燈色を呈する。胎土は粗く 3mm以下の白色砂粒を多く

含む。やや軟質。

石製品

滑石製加工品(15) 滑石の加工品である。縦 6.Ocm、横 3.1cm、厚さ 2.7cmを測る。側面には 2回の穿

孔痕が見られる。穿孔の切り合いは、小(深さ 8mm)に次いで大(深さ 11mm)の順で、断面はそれぞれ

円錐形をなす。使用した工具の先端部は直径 2mm程度と考えられる。

36SX011出土遺物 (fig.57、pla.23・24)

須恵質土器

鉢 (16) 東播系鉢の口縁部の破片で、残存高 3.Ocmを測る。内外面回転ナデを施す。焼成良好、灰色

を呈する。口縁端部外面は暗灰色、他は灰色を呈する。

36SX015出土遺物 (fig.57、pla.25・26)

土師器

坪 a(17) 内外面とも摩耗し調整は不明瞭。焼成不良で、淡白樺色を呈する。

小皿 a(18) 内面は摩耗が著しいが、体部外面は回転ナデ、底部外面には回転糸切り痕と板状圧痕が見

られる。暗茶灰色を呈する。

黒色土器B

椀 c(19) 復元底径 6.0cm、残存高1.3cmを測る。全体的に摩耗するが、体部内外面にミガキ Cが確認

できる。黒色を呈する。

瓦器

椀 (20) 復元口径 16.Ocm、現状で器高 4.4cmを測る。内外面とも摩耗が著しく、調整は不明瞭である。

焼成不良、暗灰色を呈する。

須恵質土器

こね鉢 (21) 復元底径 1l.8cm、残存高 5.Ocmを測る。内面回転ナデ、外面回転へラケズリ後底部付近

を除きナデを施す。焼成良好で、灰色を呈する。

中国陶器

鉢 (22) 復元底径 13.Ocm、残存高 2.1cmを測る。内面は使用により表面滑らか。体部外面は回転ナデ

後ナデが施される。胎土は淡茶褐色で、 1mm以下の白色砂粒を多く含み組い。焼成良好で、外面は茶灰色、

内面は灰色を呈する。

土製品

とりべ (23) 現状で器高 5.7cmを測る。全体を手づくね成形する。内面全体に青緑色の流動物が付着し、

口縁部では赤褐色を呈しガラス質。外面は淡黄白色で、口縁部がやや黒化する。

36SX020出土遺物 (fig.58、pla.27・28)

土師器

小皿 a(1 "'" 3) 1は胎土に 1.5mm以下の白色砂粒を多く含む。内外面とも摩耗が著しく調整 ・切り離し

は不明瞭である。焼成は不良で、樫色を呈する。2は体部内外面に回転ナデ、底部外面に回転糸切りの痕

跡と板状圧痕が見られる。焼成は良好で淡白黄樺色を呈する。3は全体的に摩耗が著しく調整痕跡は不
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鉢 (15) 残存高 3.6cmを測る。内外面に回転ナデを施す。焼成良、内外面青灰色を呈し、口縁部外面

は自然紬が付着し暗青灰色を呈する。

瓦類

軒平瓦(16) 鴻臆館式軒平瓦。現状で縦 6.0cm、横 11.5cm、厚さ 3.5cmを測る。全体的に摩耗する。

瓦当の箔が上方にずれ、上外区の珠文が全く見られない。焼成不良、淡灰色を呈する。

平瓦(17) 現状で、縦 5.8cm、横 5.1cm、厚さ1.55cmを測る。凹面はナデ、凸面・側片はケズリによ

り表面を整える。胎土はやや粗く、 O.5mm以下の白色砂粒、 2"-'3醐大石英粒、微細なウンモ粒を含む。

焼成良、暗灰色を呈する。

石製品

石鍋 (18) 滑石製石鍋の銅部片。厚さ1.6cmを測る。内面に横方向の筋状の加工痕、外面にノミ痕が

見られる。

36SX024淡灰色砂出土遺物 (fig.58、pla.29 "-' 32) 

須恵器

鉢(19) 残存高 4.4cmを測る。内外面に回転ナデを施す。焼成良好、灰色を呈する。

肥前染付

小皿 (20) 残存高 1.9cmを測る。全面に施紬し、内面に呉須で雲状の絵付けを施す。胎土は白色で密、

紬はかすかに青みをもち、呉須は明るい群青色を呈す。

36SX025出土遺物 (fig.58、pla.31 "-' 34) 

土師器

丸底杯 a(21) 内外面とも摩耗するが、内面にへラミガキ(ミガキ b) が、体部外面下半には指頭圧痕

が認められる。焼成やや不良、淡黄白色を呈する。

小皿 a(22) 内外面に回転ナデ、底部外面に糸切り痕が見られる。胎士は精良で、 0.5mm以下白色砂粒と

微細なウンモ粒を含む。焼成良好、淡樺色を呈する。

瓦類

平瓦 (23"-' 25) 23は現状で縦9.0cm、横 10.3cm、厚さ1.9cmを測る。凹面に布目痕および模骨痕が残り、

凸面には縄目叩き後一部ナデが施される。組.iJ片部は 2回面取りされる。焼成良好、灰色および青灰色を

呈する。 24は凸面に「平井J銘の叩き(九歴分類 901E)を有する。現状で縦 8.2cm、横 11.4cm、厚さ

1. 9cmを測る。凹面に布目痕および桶引き抜き痕が残る。焼成やや不良、淡黄灰色を呈する。 25は現状

で縦9.6cm、横 6.7cm、厚さ1.5cmを測る。凹面に布目痕、凸面に縄目印き後側辺部にケズリによる面

取りが見られる。また凹凸面とも、ヘラ状工具が当たった痕跡がある。

土製品

棒状士製品 (26) 現状で縦 8.65cm、横 6.9cm、厚さ 3.05cmを測る。全体的に摩耗するが、手づくね成

形で所々にナデおよび指圧痕が見られる。胎土は粗く 1"-' 3聞の砂粒を多く含む。焼成やや不良、淡灰

色および淡黄色を呈する。実測図の下方より何かに接合されていたようである。把手の可能性がある。

36SX026出土遺物 (fig.58、pla.35・36)

肥前系染付

椀 (27) 残存高 2.9cmを測る。内外面に呉須で草花文を描く。胎土は灰白色で密、軸はかすかに青み

をもち、呉須は内面がうすい紺色、外面がやや日齢、紺色。

36SX027出土遺物 (fig.58、pla.35・36)
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土師器

丸底坪 a(28) 全体的に摩耗するが、内外面回転ナデ、体部下半に押し出しによる指圧痕が見られる。

焼成やや不良、淡黄白色を呈する。

小皿 a(29) 内外面回転ナデを施し、底部糸切り離し。焼成良、淡黄灰色を呈する。

36SX029出土遺物 (fig.58、pla.35・36)

土師器

小皿 a(30) 口縁部以外ほぼ残存する。内外面回転ナデ、底部糸切り離し。体部内面に被熱による黒化、

体部外面に一部油分が付着する。灯明皿。

小皿 b(31) 内外面回転ナデ、底部糸切り離し。焼成やや不良、淡燈白色を呈する。

36SX030出土遺物 (fig.58、pla.35・36)

土師器

杯 a(32) 内外面回転ナデ、底部糸切り離し後ナデを施す。焼成やや不良、淡黄灰色を呈する。

36SX032出土遺物 (fig.58、pla.35・36)

土師器

小皿 a(33) 内外面摩耗し調整不明瞭。焼成やや不良、淡黄灰色を呈する。

36SX035出土遺物 (fig.58、pla.35・36)

土師器

小皿 a(34) 全体的に摩耗する。底部外面に板状圧痕あり。焼成良、淡樫褐色を呈する。

須恵器

坪 a(35) 内外面に回転ナデを施す。焼成良好、青灰色を呈する。

第 2調査面出土遺物

36SA040a出土遺物 (fig.59、pla.35・36)

土師器

坪 a(1) 底部外面に回転ヘラケズリが見えるほかは、摩耗のため調整不明瞭。胎土やや粗く 1"-' 2脚

大の砂粒、微細なウンモ粒含む。焼成良、明淡樺色を呈する。

36SA045c出土遺物 (fig.59、pla.35・36)

土師器

小皿 a(2・3) ともに内外面とも摩耗のため調整不明瞭。 2は底部ヘラ切り離し。焼成良、淡黄灰色を呈

する。 3は底部外面に板状圧痕あり。焼成良、淡乳灰色を呈する。

36SX042出土遺物 (fig.59、pla.37・38)

土師器

小皿 a(4) 内外面に回転ナデ、底部へラ切り後ナデを施す。底部外面に板状圧痕あり。焼成良、淡黄

白色を呈する。

36SX051出土遺物 (fig.59、pla.37・38)

須恵器

坪 a(5) 底部へラ切り離し、内外面に回転ナデを施す。焼成良、灰白色を呈する。

36SX052出土遺物 (fig.59、pla.37・38)

須恵器
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旬 59 36SA040a. 045c、SX042・05ト 052・055a・055b・059・059灰色土・ 062出土遺物実測図 (1/3、1/4)

蓋 3(6) 残存高 1.lcmを測る。内外面に回転ナデを施す。焼成不良、灰白色を呈する。

36SX055a出土遺物 (fig.59、pla.37・38)

土師器

杯 a(7) 内外面に回転ナデを施す。胎土はやや粗く 1-----2mm大の白色砂粒を含む。焼成不良、淡黄灰

色を呈する。

36SX55b出土遺物 (fig.59、pla.37・38)

須恵器

葦 3(8) 残存高 1.65cmを測る。内外面に回転ナデ、外面天井部近くは回転へラケズリ後に回転ナデを

施す。焼成良好、青灰色を呈する。

36SX059出土遺物 (fig.59、pla.37 -----40) 

土師器

杯 a(9) 底部へラ切り離し、体部内外面に回転ナデ、底部内面に不定方向のナデを施す。焼成良、淡
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乳褐色を呈する。

;22f部川9割残存す吋日切り後高出付し内外面に回転市施す。焼成良

小皿 a(11・12) ともに内外面に回転ナデと底部内面に不定方向のナデを施す。11は底部へラ切り離し、

12は摩耗のため切り離しが不明瞭。

須恵器

壷杷手(13) 短頚査の把手破片で、残存高 3・2cmを測る。体部内外面に回転ナデを施し、把手部分は

手づくね成形する。焼成良好、青灰色を呈する。

:ょLL鉢の口縁部破片で残存高 2.9吋測る。内外面に回転ナデを施す。焼成良灰出呈する。

すり鉢(15) 残存高 3・3cmを測る。内外面に褐色の紬を施糊する。胎土は暗灰色でやや粗く 1-----4mm 

大の白色砂粒を含む。焼成良好。

36SX059灰色土出土遺物 (fig.59、pla.37 '" 40) 

土師器

中丸底坪c(16) 底部が完存する。体部外面に回転ナデ、底部へラ切り離し後高台を添付する。内面に

へラミガキ(ミガキ b) を施す。焼成やや不良、乳白色を呈する。

須恵器

蓋c(17) 残存高 0・9cm、つまみ径 2・5-----2・6cm、つまみ高 0・5cmを測る。天井部外面に回転へラケズ

ょ;;;添付する。内面は回転ナデ後天井部吋方向日を施す。焼成良灰色を呈する。

聾(18) 残存高 7・65cmを測る。口縁部内外面に回転ナデ、内面に横万向のナデ 外面口縁よりやや下

;?方向日施す。胎土は淡紫灰色で微細な白色砂粒悶含み密。焼ふ良好開灰色を呈

瓦

平瓦 (19・20) 19は現状で縦 13・3cm、横 7・9cm、厚さ 1.45cmを測る。凹面に布目痕を残し、凸面には
ナデを施す。胎土は粗く 、3mm以下の白色砂粒を多く含む。焼成良好、暗青灰色を呈する。20は現状で縦 9・8cm、横 14・7cm、厚さ 2・Ocmを測る。全体的に摩耗が著しいが、凹面にわずかに布目痕を残す。焼
成不良、灰白色を呈する。

36SX062出土遺物 (fig.59、pla.39・40)

土師器

聾 (21) 聾の口縁部片で、残存高 2・2cmを測る。全体的に摩耗が著しく、かすかに外面にハケメ調整、
胴部内面のケズ・リ痕を確認できる。胎土は粗く、 1'" 4mm大の白色 ・透明色砂粒を多く含み、 2mm以下の角閃石粒および 1mm以下ワンモ粒をわずかに含む。焼成やや不良、暗樺色を呈する。
茶色土出土遺物 (fig.60、pla.41・42)

SX020と同一である。

土師器

;;;すご面とも摩耗著しく調整不明瞭。底部内面に指圧痕駒山。焼成やや不良。淡燈灰

瓦器
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第 36次時灰茶色土出土遺物実測図 (1/2、1/3)
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つまみ高 0.4cmを2. 5cm、

測る。内外面に回転ナデ、

天井部外面に回転へラケ

ズリを施す。焼成不良、灰

-!:!!!J...7事E
白色を呈する。

杯 c(12) 底部回転へラ切

り後高台を添付する。体部

内外面に回転ナデ、外面底

部近くには回転へラケズ

リを施す。焼成良好、底部

底部回転へラ

， 

底部破片で

残存高

色を呈する。

小壷(14)

復元底径 5.8cm、

3.9cmを測る。底部内面お

よび体部内外面に回転ナ

デ、底部外面に回転へラ切

り後ナデを施す。焼成良

好、外面暗灰色、内面青灰

色を呈する。

瓦

丸瓦(15)
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第 36次茶色土・淡茶色土出土遺物実測図 (1/2、1/3、1/4)

椀C(2) 底部小片。内面に暗文状へラミガキ(ミガキ c)、外面に回転ナデを施す。高台部分は摩耗する。

焼成やや不良、暗灰色を呈する。

須恵質土器

鉢 (3) 内外面に回転ナデを施す。焼成良好、灰色を呈する。

抹茶色粘出土遺物 (fig.60、pla.41 ~ 46) 
一3調査面で検出した谷地形を埋め第 2調査面基盤層を形成していた淡茶粘土層出土造物である。

r5) 4は底部回転へラ切り離し すだれ状の板状圧痕出る。体部内外面に回転ナデを施す。

5は全体的に摩耗が著しく調整不明瞭だが、底部回転へラ切りか。板本圧痕を有する。

脚付中椀 (6) 全体的に摩耗が著しい。底部回転へラ切り離し後ナデ、高台内外面に回転ナデを施す。

焼成やや不良、淡乳白色を呈する。
7は底部回転へラ切り後ナデを施し、板状圧痕を有する。8は摩耗のため底部切り離し

官g.60 

10cm 

小皿 a(7 ~ 9) 

不明瞭だが糸切りか。9は底部糸切り離し。いずれも焼成良女子。

口縁部から外面にかけて摩耗が著しいが、外面に所々ハケメが残る。

一114-

残存高 6.4cmを測る。費 (10)



灰色を呈する。

石製品

石鍋Cl6~ 19) 16~19 は滑石製石鍋の破片。 16 は口縁よりやや下の破片で残存高 4.6cm を測る。 内

面に横方向の削り 、外面に縦方向の削りを施す。17は底部破片で、残存高l.2cmを測る。底部外面は

やや摩耗し、煤が付着する。18は小片で厚さ l.8cmを測る。内面に横方向の削り加工、外面に縦方向

の削り加工を施

す。19は口縁

部破片で、残存

高6.6cmを測る。

内面に縦方向の

削り、外面に横

方向の削り、

縁上端には口縁

の円弧に沿って

削りが施され

外面は被熱る。

一日-

により黒化し、

煤が付着する。

敵石 (20) 安

山岩製。

9.5 x 6. 1cm、厚

さ3.1cmを測る。

片面に蔽打痕が

ある。

表土出土遺物

(fig.62・63、

1は

pla. 51 ~ 60) 

土師器

聾 cl・2)

現状で 4.2cmを
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第 36次表土出土遺物実測図その 1(1/3) 
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凸面から破断面にかけてのー
く1mm大および 3~ 4mm大の白色砂粒を含む。焼成良好、灰色を呈する。

1;T21YJ!?に1:ヶ;;;8此測るo 全体的に摩耗するが凹面に模骨痕凸

面にナデの痕跡が見られる。焼成不良、にぶい樫色を呈する。

口縁部破片で残存高 5・5cmを担IJる。内外面にケズリ加工を施す。全体的にやや摩耗する。

暗灰茶色土出土遺物 (fig.61、pla.47 ----50) 

中段で確認した旧耕土(近世)

土師器

石製品

石鍋 (17)

口縁部破片で 残存高1.6cm ~測る。 内外面に回転ナデを施す。 焼成良好 灰色を呈する。

小坪 a(4) 底部外面に回転へラケズリ、体部外面に回転ナデを施す。内面は自払紬がかかり調整不明瞭o

rLZ;で広lZ131171日 部 境 に 附 施 す 焼 問 で 暗 青 灰 色を針。

;tt体問耗するが 内吋方町メ痕酬跡 外伺面lに峨乙哨縦方洲向伊町/ハ、寸ケメ鴻痕跡蜘蜘叩が閥2見山。J目胎台

やや粗く 4伽伽伽伽m附剛附nmπm以下の白色砂砂、粒を多く含む。焼成早 淡灰褐色を?する。

火鉢 (7) 残存高 7・5cmを測る。内外面に横ナデ、外面口縁下1;:菊文のスタンプを施す。焼成良好、暗

の出土遺物。

lは底部回転糸切り離し、内外面に回転ナデを施す。底部外面に板状圧痕あり 。焼成良、

淡黄灰色を呈する。

須恵器

坪 (3)

小皿 a(1・2)

灰色を呈するo

Tます東橋系こね鉢の口縁部破片で残存高 2.8cm加 。内面から榔かけて横ナ デ 外 面

に不定方向のナデを施す。焼成良、体部内外面は灰白色、口縁部は暗灰色を呈する。

9は残存高 2・8cmを測る。全面に施紬し、内面口縁近くに呉須で幅の広い帯線を描く 。胎土

は白灰色で密。祐はかすかに青みをもち、呉須は淡い青色。10は残存高 1・65cmを測る。呉須で内面口

縁下に雷文 外面に鶴を描く 。胎土は白色で密。紬は透明で ?須は紺色。 ム

皿 (11) 残存高 2・4cmを測る。全面に施紬し、呉須で内外面1;:絵付けする o M:i土は白色で密。紬はか

すかに青みをもち、呉須は内面が紺色、外面が淡い紺色。

肥前系染付

椀 (9・10)

13は縦2・2cm、横2・Ocm、厚さ 1・2cmを測る。側面を打ち欠いて整形する。焼成やや不良、

暗灰色を呈する。14は縦 3・2cm、横 3・3cm、厚さ 1・5cmを測る。周囲を打ち欠いて整形するが、 一部本

来の側辺が残る。凹面に布目痕、凸面にナデ、調整が見られる。焼成良好、灰?を呈する。

炉壁?(15) 現状で縦 5.9cm、横 5・5cm、厚さ 1・5c戸を測る。外面ほほ全面い鉱津が付着し、砂粒や灰

化物も混入する。胎土はやや組く 1~ 3聞大の白色砂粒、スサを含む。内面は淡樺色、外面付着物は黒

?fT:抗抗1?てt℃ロω2幻) 体附部下半川で 残存椅高 2.8cm:a:-

でで、微細な白色砂粒を少量含み密。焼成良好。

土製品

瓦玉 (13・14)
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を多く含む。焼成やや不良、燈灰色を呈する。2は残存高 6.3cmを測る。口縁部内面に横方向のハケメ、

外面に横ナデ、 I1同部内面に横方向のケズリ、外面に縦方向のハケメを施す。焼成良好、内面は淡燈灰色、

外面は淡灰褐色を呈する。

鉢 (3~ 5) 3は口縁部破片で残存高 1.7cmを測る。内外面に回転ナデを施し、口縁部近くに穿孔す

る。胎土は精良でL微細な雲母粒を多く含む。焼成良、樺色を呈する。4は鉢 cか。復元底径 13.2cm、残

存高 1.6cmを測る。内外面とも摩耗著しく調整不明瞭。焼成やや不良、淡樺色を呈する。5は復元底径

10. 6cm、残存高 3.9cmを測る。内外面とも摩耗が著しい。外面にわずかにハケメが見られる。胎土は組

くO.5 ~ 2mm程度の砂粒を多く含む。焼成やや不良、淡灰褐色を呈する。土師器鉢としたが、瓦質土器

である可能性もある。

把手 (6) 把手部分の破片で、把手は幅 2.8 ~ 4. 2cmを測る。全体を手づくね成形し、指圧痕が残る。

胎土は精良で 1~ 3mm大の白色砂粒を含む。焼成良、樺色を呈する。

器台(7) 杯部接合付近の破片で、現状高 7.1cmを測る。直径 1.2 ~ 1. 3cmの棒に粘土を巻きつけて手

づくね成形する。焼成良、乳灰色を呈する。

須恵器

蓋 3(8 ~ 12) 8・10は天井部ほぼ中央につまみが欠損したような痕跡があり、蓋 c3である可能性が高

い。いずれも天井部外面に回転へラケズリ、体部内外面から天井部内面に回転ナデを施す。8は復元口

径 16.0cm、現状で器高 2.Ocmを測る。焼成やや不良、灰白色を呈する。10は復元口径 14.6cm、残存高

1. 7cmを測る。天井部内面に不定方向のナデを施す。焼成良好、青灰色を呈する。9・12口縁部破片で、

内外面に回転ナデを施す。焼成良好。11は天井部外面に回転へラケズリ、体部内外面から天井部内面

に回転ナデ、内面にはその後ナデを施す。焼成良好、青灰色を呈する。

郎 c(13 ~ 19) いずれも底部回転へラ切り 。体部内外面に回転ナデ、底部内面に不定方向ナデを施す。

13を除き焼成良好、青灰色を呈する。

聾 (20) 残存高 6.3cmを測る。口頚部内外面に回転ナデ、 JJ同部外面に横方向の平行叩きを施し、内面

は同心円文状当て具痕をナデ消す。外面に自然軸が付着する。焼成良く内面は青灰色、外面は灰色を呈す。

円面硯 (21) 脚部破片で、復元底径 20.4cm、残存高 4.4cmを測る。内外面に回転ナデを施し、透かし

は外側から切り込まれる。焼成良好、暗青灰色を呈する。

黒色土器 B

椀 c(22) 全体的に摩耗が著しく調整不明瞭。胎土は精良で O.5mm以下の砂粒を少量含む。焼成良、底

部外面は暗黄灰色、他は黒色を呈する。

須恵質土器

こね鉢 (23) 東播系こね鉢の口縁部片で、残存高 4.3cmを測る。内外面に回転ナデを施す。焼成良好、

口縁部外面は暗灰色、他は灰色を呈する。

瓦質土器

片口鉢 (24) 口縁部破片で残存高 4.0cmを測る。内外面とも摩耗が著しく調整不明瞭だが、内面に横

方向のハケメを施すか。焼成不良、暗灰褐色を呈する。

肥前系染付

皿 (25) 復元口径 15.0cm、復元底径 9.5cm、器高 4.5cmを測る。全面に施紬し、高台内側および底部

外面の軸を蛇の目状に拭き取る。内面に呉須で山水文を描く 。胎土は白色で密。紬は無色で呉須は淡い

群青色。
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国産陶器

聾 (26) 聾の胴部破片で、残存高 8.2cmを測る。外面に暗茶色の紬をかける。内面は回転ナデを施し、

成形時の粘土積み上げ痕が明瞭に残る。胎土は淡灰色で 0・5mm以下の砂粒を含み密。焼成良女子、露胎部

は灰色を呈する。

すり鉢 (27) 残存高 7・2cmを測る。底部回転糸切り離し、外面に回転ナデおよびナデ、内面には縦方

向の揺り目を施し表面は使用により滑らか。胎土は 1mm以下の白色砂粒をごく少量含み密。焼成良好、

内外面とも茶褐色を呈し一部黒化する。

瓦

中房部分に蓮子が剥落した痕跡が 1つある。瓦当裏面には不定方

複弁蓮華文軒丸瓦の破片で、厚さ 3.4cmを測る。全体的に欠損 ・摩耗が著しく、瓦当面
軒丸瓦 (28)

は内区の一部が残存するのみである。

向のナデを施す。焼成良、暗灰色を呈する。

玉縁部の破片で長 12.0cm、l幅7.3cm、厚さ 3.0cmを測る。凹面に布目痕を残し、凸面およ

び玉縁接合部に横方向のナデを施す。侭，11縁部と端部にはへラ切りを残す。焼成良好、青灰色を呈する。

丸瓦 (29)

30は現状で縦 13.4cm、横 12.7cm、厚さ1.9cmを測る。凹面に布目痕を残し凸面に格

子目叩き(I一Cc)後縦方向のナデを施す。焼成良、灰色を呈する。31は現状で縦 13.5cm、横 15.3cm、

平瓦 (30~ 32) 

凸面にナデPを施す。焼成やや不良、
厚さ 2.8cmを測る。全体的にやや摩耗するが凹面に布目痕を残し、

淡黄灰色を呈する。32は現状で縦 17.5cm、横 7・Ocm、厚さ 2・3cmを測る。凹面に布目痕を残し、

に反字で「佐j銘の入る格子目叩き(I一Cc)を施す。焼成良好、灰色を呈する。

凸面

石製品

石鍋 (33)
口縁近くの破片で、外面に把手が一部残存する。残存高 2.8cm、現状で厚さ O.8 ~ 1. 2cmを

測る。内面に横方向の削り、外面にノミ痕と把手削り出しの加工痕跡が見られる。

ケズリ加工による面取りを施した滑石製品で、縦 4.0cm、横 2.0cm、厚さ1.75cm、重
滑石加工品 (34)

1面のみ自然面を残し、他はすべて使
さ20.5gを測る。片側の頂部に溝状の刻み込みがある。錘か。

泥岩製の砥石で、 4.2x 4.0cm、厚さ 0.9cmを測る。砥石 (35)

用による擦痕が見られる。

本調査地は調査前から石垣附1)と石積み側附によって形成された三段の段造成部分に相当

する。これらの裏込めからの出土造物により、現地表面を形成する段造成は、 18世紀後半から 19世紀

前半頃に形成されたことが確認できた。これらの段造成からは、主に複数の落ち込み状の遺構と、現代

(5) 小幸吉

よって、江戸時代後期から現代まで耕作地として利
まで使用されていた湿気抜き溝が l条検出された。

用されていたと考えられる。

この耕作地を形成する盛土 ・包含層 (SX010・015・020・025・030・035) を除去すると奈良 ・平安期

の遺物を多量に包含する盛土(淡茶色粘土)で形成された上 ・中 ・下段の三段の段造成が確認、で、きた。

主に上段と下段の東側に柵 (SA040・045・060) を検出した。出土遺物より 13世紀後半代に機能した可

能性が高い。
この谷は、出土遺

これらを除去すると寵門神社南から南方向に閉口する谷地形を検出した。さらに、

拳大から人頭大までの石も含めて、谷地形に流し込むことによって埋められた可能性がある。その時期

物や周辺地形などを勘案すると、おそらく寵門神社南側の奈良・平安期の遺物を包含する土を削平して、

-120一

は淡茶色粘土盛土直上に展開する掘立柱建物 ・柵から出土する造物により 13世紀後半代の可能性があ

る。そして、 これら小規模な段造成を一枚の段に造成したのが江戸時代後期と考えられる。この時、大
量の拳大から人頭大の石が投げ込まれて その上に盛土を被せて自然の暗渠を構築している。これによ

って谷地形においても流水をコン トロールできるようになり、耕作地として利用できるようにしていた

と考えられる。

今回の調査によって、鎌倉期と江戸期における谷地形利用に伴う盛土造成工法が具体的に確認で、きた

ことは最大の成果といえる。今後、本調査成果を基に、宝満山遺跡群における発掘調査が行われていな

い段造成について、地表面観察によってある程度の予測がたてられるようになったと考える。

一一」
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tab. 8 第 36次調査遺構番号台帳

第 1面

S一番号 遺構番号 種 別 備考 埋土状況(古→新)
遺構間切合

遺構面 時期 地区番号
(古→新)

1 36SXOOl 石垣
ウラコソに淡灰土(床土)使用。

淡灰色士 6→ 1 近世 B7イン
淡灰士=近世(肥前系磁器出土)

2 小小穴群 灰色土 BC7 

3 小穴 灰色士 C7 

4 小穴 灰色土 C7 

5 36SX005 石垣(石積み) 龍泉 I類主体 13c後半 E7 ~ G4 

日 36SX006 落ち込み×整地 S-1石娼ウラコeメの一種か 淡灰黄色士(黄色プロック含む) 6→ 1 B3 ~ 4・6

7 落ち込み×整地 茶色士 BC7・8

自 落ち込み×整地 灰色土 C7・8

9 小小穴群 暗灰色土 06 

10 36SX010 下段造成盛土 灰黄色士(黄色土が7やロック状に混入) 15→ 10 B ~ 03 ~ 6 

11 36SX010 落ち込み 灰色士 06 

12 小穴 暗茶色土 06 

13 落ち込み 灰色土 E6 

14 小穴 灰色土 C6 

15 36SX015 下段造成盛土 茶色粘質士(黄色アロック含む) 30→15→10 C7 ~ E5 

16 落ち込み 灰色土 C6 

17 落ち込み 灰色土 B6 

18 落ち込み 暗茶色土 19→ 18 B6 

19 落ち込み 暗茶色士 19→ 18 B6 

20 36SX020 上段造成盛土 茶色士 E~H2~7 

21 36SX021 落ち込み 灰色士 近世? C5 

22 36SX022 落ち込み 灰色土 近世ワ C5 

23 36SX023 落ち込み×たまり
灰色土(上層)

28→ 23 近世 C4 
暗灰色土(下層)

24 36SX024 構 下層より 7'7J.Tッ夕、ビニール出土 明灰色土 現代 COE3 

25 36SX025 上段造成盛士×包含層 S-32も同じ 灰色砂質士(炭多く含む) E~H2~7 

26 36SX026 落ち込み×たまり 灰色士 近世 BC4・5

27 36SX027 落ち込み×たまり 明灰色士 近世? B3 

28 落ち込み 灰色土 28→ 23 近世? C5 

29 36SX029 落ち込み 暗灰色土 C3 

30 36SX030 下段造成盛土 淡黄色土(灰茶士と黄茶土が7ロック状に混入) 30→ 15 B~04~8 

31 たまり×落ち込み 暗灰色士(黄色7ロック土含む) B2・3

32 36SX025 上段造成盛土×包含層 S-25と同じ 灰茶色士 G4 

33 欠番

34 欠番

L 35 36SX035 下段造成盛士 暗灰色土 C8 

第 2面

S 番号 遺構番号 種別 備考 埋士状況(古→新)
遺構間切合

遺構面 時期 地区番号
(古→新)

36 たまり×落ち込み 近世盛土の一部か 燈色士(灰色土7ロック含む) C4 

37 小穴 暗灰色土 B4 

38 たまり×落ち込み 暗灰色土 B3 

39 小穴群 暗灰色土 C4 

40 36SA040 柵(南北軸) 時灰色士 13C後半 BC4 

41 落ち込み×小穴 灰色士 B3 

42 36SX042 落ち込み×近世盛土の一部 灰色士 近世 B3 

43 落ち込み×包含層 淡灰色土 B3 

44 たまり×落ち込み 灰色粘質土 C3 

45 36SX045 柵(東西軸) 暗灰色土 13C後半 B3・4

46 小穴 暗灰色土 C4 

47 小穴 暗灰色士 C4 

48 小穴 暗灰色士 B4 

49 小穴群 時灰色土 04 

50 36SX050 掘立柱建物x(柵) 暗灰色土(炭含む) 13C後半 B3・4

51 36SX051 小穴群 暗灰色土 04 

52 36SX052 落ち込み×たまり 暗灰色士 05 

53 小穴 淡茶色士 F6 

54 小穴 暗灰色土 E6 

55 36SX055 掘立柱建物x(柵) 暗灰色土 13C後半 EF6 

56 小穴×たまり 暗灰色土 05 

57 小穴×たまり 暗灰色土 05 

58 小穴 暗灰色土 G5 

59 36SX059 たまり×落ち込み 土器多量出土 暗灰色士(炭含む) BC3・4

60 36SA060 柵 淡茶色士 13C後半 EF6 

61 たまり 灰色士(炭含む) 05 

62 36SX062 小穴 暗灰色土 E4 
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tab. 9 第 36次調査計測表

A 内底ナデ B 板状庄痕

器種 |遺物番号|口径|器高|底径 1A 1 B 1残存率|備考

杯 a ヘラ 1 R一日01 1 (13.6) 1 主6 1 (9.0) 101 

口径|埜置

1.1+ 

S-30 

種別 器種 |遺物番号|口径|器高|底径
土師器 杯a イト[EQD |2.6 

器種 i遺物番号|口径|器高|底径iATBl残存率|備考
小皿a |R-OOl| 10.95l l O 

器種 |遺物番号|口径 i器高|底径L¥....l..IU残存率|備考

l 坪 a ヘラo同u 11.85+1 (13.0) 10  

S-42 

種別 | 器積 |遺物番号|口径|器高|底径L¥....l..IU残存率 i備考
土師器 |小皿a l R-OOl | |1.3| |O  l O 

器積 |遺物番号|口径

小皿al - 1 十 002 1 (9.6) 

小皿al ヘラ 1R-OOl 1 (9.8) 

底径 1A 1 B 1残存率|備考
(7.8) 1 - 1 - 1 

124 -

tab.10-1 第 36次調査 出土遺物一覧表 1

S-1下表土

須 恵 器 蓋3

土 師 器蓋 3 杯 a 小皿a 脚部

越州窯系青磁 椀;1(2) 

肥前系陶磁器 染付，破片

国産陶器 破片

白
磁椀;II (1) 1V (2) 破片(1)

皿;X-b (1) 

瓦 類平瓦(格子叩)

S-1灰色土

土 姉 器杯 a(イト) 小皿 a(イト) 窪

龍泉窯系青磁 椀;1-2(1) 

同安窯系青磁 椀;III (1) 

国産陶器 破片

白 磁椀;1V(1) 

中国陶器 他，胎土 A-2類(1) 胎土C-2類(1)

瓦 類平瓦(無文)
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f
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杯一
一器一

一師一
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一
一

シ
一
土
一

小皿 a(イト)

?
 

ト↓，
A
t
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a
一山り一j
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h
一片一

J

一破一

a
一.，一

坪
一
皿
一

一
器
一
磁
一

一
一
昔
一

一
市
一
系
一:
 

U
一
↑
州
一

正
一
土
一
越
一

S-15 

須 恵 器蓋蓋3 郎 a

土 師 器杯a 椀 c 小皿a

黒色土器 B椀 C

瓦 器椀

同安窯系青磁 皿;1-2b(1) 

須恵質土器 こね鉢

肥前系陶磁器 染付，破片

白 磁椀;V-1 x VIII-2(1) 

中国陶器 鉢;1 (1) 

瓦 類平瓦(格子叩) 丸瓦(格子叩、無文)

金属製品 鉄針

士 製 品川ヘe

S-55a 

器種 |l遺物番号||口径||器高
杯a R-OOl 1 1 2.4+ 

2.7+ 1 S-59 

士種師別器

茶色土

種別 1 器種 |遺物番号|口径

杯a (14.0) 

椀 C R-003i 

器種 遺物番号口径器開 底径 A B 残存率備考 淡茶色粘

遺物番号 口径 器高 底径 ATB寸哀存率T備考均三a イト R-OOl 3.1+ 010  種別 器種
須恵器 小皿al ノ¥フ R-003 (9.0) 1.9 (6.0) 

S-22 i干c3 ノ¥フ R-004 (12.0) 3.4 (9.2) O 
種別 土師器 小皿 al R-007 (9.0) 0.95 (7.1) Oつ
土師器 小皿 al イト R-008 (9.0) 1.0 (7.4) 010  

'1、E且al J¥フ R-OOl 9.3 1.4 7.5 010  
亦 aつ へフ? R-009 1. 9+ (11. 8) 計。

器種 遺物番号口径器高底径 A B 残存率備考 杯a ヘラ R-002 (15.7) 3.05 (11. 8) 
杯a R-OOl 1. 4+ 中椀(脚付) R-OI0 3.4+ (9‘0) 

丸底杯a R-002 3.4 

表土
種別 | 器種 |遺物番号l口径|器高|底径 |A1 B 1残存率|備考

遺物番号|口径|器高|底径 1A 1 BI残存平7扇引 | 須恵器 l 杯c f¥フ R-005 1. 8+ (9.6) O 
杯 C J¥フ R-004 3.2+ (自.4) O 
杯 C ，¥フ R-003 (12.0) 3.5 (8.4) 

郎 C へフ R-006 (13.4) 4.5 (9.6) O 
S-24 亦 c へフ R-002 (13.8) 4.5 (9.9) O 

種別 土不 C ノ¥フ R-028 (14.3) 4.75 (9.3) O 
土師器 杯c ノ¥フ R-OOl (17.5) 4.8 12.0 o 1 x 

黒色土器B 椀 C R-025 2.2+ (7.3) 

器局

巨 世
耕

S-16 

l土 師 器|破片

S-17 

l士 師 器|破片

S-18 

|土 師 器|杯 a(イト) 小皿

S-19 

|土 師 器|破片

S-20 

須 恵 器破片

士 自叩 器士干 a(イト) 椀 c 小皿a

瓦 器椀

国産陶器 墾

自
磁椀;IV(4) VIII-1(3) 破片(1)

皿;VI (1) 

瓦 類平瓦(格子叩) 丸瓦(無文)
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h
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噌
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i

日 ii!i六軒破片

片一破一
一器一

一師一

Q
d

一
一

ト
一
土
一

S-10 

須 恵、 器 蓋3 坪蜜壷

土 師 器杯以外)小皿a

椀;1 X II (1) II (1) 

龍泉窯系青磁 皿;1 (1) 

他，杯(1)

同安窯系青磁 皿，破片(1)

肥前系陶磁器
染 付 ， 椀 皿

広東椀

白
磁椀;IV (3) 1V X V-3a (1) V (1) VII 1 (1)破片 (2)

皿;IV-1 (1) 破片 (3)

中国陶器 他，破片(1)

瓦 類平瓦(格子叩、縄目叩) 丸瓦(破片)

石 製 品滑石製石鍋

土 製 品トリヘ

巴 間 v(1)

巴 制小皿 a(イト) 破片

類l耐(格子叩)



S-24 

tab. tab. 10-2 第 36次調査 出土遺物一覧表2

須 恵 器蓮華c3 杯 C 費

土 師 器部a 椀 C 小皿 a(イト)

越州窯系青磁 椀，破片([)

龍泉窯系青磁 椀，破片([)

同安窯系青磁
椀，破片([)

皿;1-2b(1) 

須恵質土器 こね鉢(東播系)

肥前系陶磁器 染付，破片(コハルト) 破片

国産陶器 鉢

国産磁器 白磁(現代)

椀;II([) IV(5) V(2) V-1(2) V-1 X VIII-2(1) 

白
磁 V-2 X VIII-4(2) v-4(1) V-4 X VIII-1 X 3(1) 破片(4)

血;II (1) IV-2 (1) VII (1)破片付)

他，破片([)

黒軸陶器 破片

瓦 類平瓦(格子叩) 丸瓦(無文) 軒平瓦矯し瓦

金属製品 鉱淳

石 製 品不明石製品

S-24淡灰色砂

須 恵 器蓋3

越州窯系青磁 椀，破片(1)

須恵質土器 とね鉢(東播系)

肥前系陶磁器 染付，皿(コバルト)

白 磁椀;IV(1) V-2 X VIII-4(1) VIII(1)破片(1)

瓦 類平瓦(格子叩)

そ の 他 7''jJ，チック

S-25 

須 恵 器蓋3 杯 a 杯 c 大杯 C 費壷

土 師 器亦a 丸底杯a 椀 c 小皿 a(イト) 破片(煮沸具)

黒色土器 A椀 C

龍泉窯系青磁 椀;1 (2) 

高麗青磁 椀;破片(1)

白
磁椀;lv(1) V-2([) V-4 X VlII-1 ~3 (1) VIII-1 X 3(1)破片(1)

皿;VI(1) 破片(1)

瓦 類平瓦(格子叩、無文)

土 製 品棒状土製品

S-26 

土 師 器亦a 小皿a

龍泉窯系青磁 椀;1 ([) 

肥前系陶磁器 染付，破片

国産陶器 揺鉢

白
椀，破片(1)

磁血;VI(J)破片(1)

瓦 類平瓦(網目叩) 丸瓦(格子叩)

S-28 

圧 iili否 1小皿 a(イト)

|瓦 類|破片

破片(高台)

S-31 

圧 iili i!副坪 a(イト) 小皿a

|中国陶器|他，胎士A-1類(1)

E 
器皿 a

磁皿;IV(1) 

類平瓦格子叩)

S-36 

庄一石一哀悼片

S-37 

圧 iiliで罰ノj、皿

S-38 

圧 iili ~I小皿

S-39 

匝 iili一幕I破片

S-40a 

圧 iiliで 罰 杯 a(へ'j)

E 君臨(1)

a
一

血一:
 

!
 
f
 

]
 

t
 
f
 

f
 

a
h
 

郎一
一器一

一師一

ー

:

4

一一

シ
一
士
一

S-42 

国一一正司壷
l士師器|小皿a

S-43 

圧 lili て詞椀 c 小皿a

|製塩土器|椀

|瓦 類i破片(格子叩)

S-44 

日 lili で罰琢破片(高台)

S-45a 

日 iiliで詞破片

S-45b 

圧 lili 有丸底杯

a
一

血一:
 

!
 
:
 

杯一底一

饗
一
丸
一

一
器
一
器
一

一
恵
一
師
一:
 

民
U

一

一

一

A
ぜ

一

一

一

シ
一
須
一
士
一

S-46 

圧 liliー詞ノj、皿a 破片

恵
一
師
一

ヴ

4

一

一

一

組

笠

一

一

一

会
一
須
一
土
一

向
府

S-48 

[:t iili 罰杯a

恵
一
師
一

9
一
一
-

4
q
一

一

一

シ
一
須
一
土
一 覇者子
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S-50a 

胃~副破片
|土師器|丸底停

-f
 

i
 

l
 

a
-

皿一:
 

1
 
1
 

一器一
一師一

'
h
u
-
-o: 

5: 

シ
一
土
一

J
 

n
H
H
-1
 

同
同
一

a
一
一
縄
一

杯
一
一
(
一

一
片
一
瓦
一

杯
一
破
一
平
一

語
一
器
一
類
一

一
恵
一
師
一
一

-

J

 

5

J

 

V
一
須
一
土
一
瓦
一

間一意 l華 3

|土 師 器|破片(煮沸具)

|国産陶器|破片

同日 君臨

同日和
君臨片

州日 音量J3

須 恵 器 杯 C 鉢

土 師 器 亦a 椀

瓦 器椀

国産陶器 段皿破片

自 磁椀;V(1) 

瓦 類丸瓦(格子叩)

金属製品 鉱j宰

淡茶色粘

須 恵 器 蓋 C 亦 c3 大坪 c3 小壷

土 師 器 杯 a(イト X) 椀 C 小皿 a(イト) 奮

黒色土器 A椀 C

黒色土器 B椀 C

国産陶器 椀

白
磁椀;IV(2) V-4 X VlII-1 ~ 3(1) VlII-1 (1) 

血 ;VI-1b(1) VII~VIII (1) 

瓦 類平瓦(格子叩 D群、縄目叩) 丸瓦(無文)

石 製 品石鍋b

暗灰茶色土

須 恵 器 蓋3 亦 C 大士干 C 窪

土 師 器杯 a(イト) 椀 C 小皿 a(イト) 破片(高台)

瓦 器椀

越州窯系青磁 椀;1(2) 1-2a(1) 破片(1)

龍泉窯系青磁
椀;1-2(1) 破片(1)

皿;1-3a(1) 

岡安窯系青磁
椀;1-1b(1) 1-1c([) IIト1b(1) 破片(1)

皿，輪花X([) 破片 (2)

瓦質土器 火鉢

肥前系陶磁器
染付，椀破片

紅皿

国産陶器 情鉢天目椀(1)査

国産磁器 破片 (1)

椀;II(2) IV(4) v(1) V-1 X VIII-2(1) VIII-O X 2 ~ 3(1) 

白
磁 破片 (12)

皿;VI-2(1) VI-2a(J) IX-1 (1) 破片(7)

他，破片(1)

中国陶器
壷，破片 (2)

他，胎土B群(1) 盤 (2) C-1 (1) 

瓦 類平瓦(格子叩、縄目叩)

金属製品 鉱浮不明鉄製品

石 製 品滑石製石鍋播石

土 製 品瓦玉炉壁

円

t
円

L
1
1
 

日---m一事i小JIIla

Eき
器 蓋 3

器破片

類平瓦(格子叩)

ー文一
睡山一

(一

片
一
五
↑

破
一
平
一

一
器
一
類
一

両
一
一

6

J

 

F
O
-
-

一

ト
一
士
一
瓦
一

日目 調22

日轄

]
 

ムロ一
官画一

ー片一

謹
一
破
一
知
一

杯
一
寸
一
無
一

j
 

c
一
底
一
瓦
一

蓋
一
丸
一
平
一

一
器
一
器
一
類
一

土

一

一

一

一

周
一
恵
一
旦
一

ハ

汐

一

一

一

広

υ
一

一

↑

山

岳
一
須
一
土
一
瓦
一

S-59槍灰色土

間~有高台
|土 師 器|杯a 破片(煮沸具)

S-60b 

匝 司 破 片

S-60c 

日 司 破 片



tab.10-4 第 36次調査 出土遺物一覧表4 7.宝満山遺跡群第37次調査

宰1 忠 告号|益 3 亦 c 費税(円出硯か)

i二 師 骨量|亦 a J;f c 椀 c 小l皿a ，高l>f' ~ 

鼎色土総日|腕c

瓦按|腕

越州潟系青舷|椀;11(1) 

|腕:1 (5) 1 1 a (J) 12ω) 1-3(1) 14(3) 14a(l) 11(4) 

能泉窯系青磁 IIIIb(J) 舷片付)

他。郎 IV碁笥i底

目椀 : Hb(4) 11(1) 
間安楽系青磁1".'

|皿1: 1-2b(2) 破片 (4)

須恵質 t総|蝿

瓦質上器|こね鉢

|染H;7 ~ント 血(蛇Jfl，高台) 曲片
目巴前系陶滋滋|

|広東倒

国産陶官官|染付(7わ り 費 腕C 天日腕犠舷片(染付)破片

国 産 儲 器 | 向 磁(現代) 1f磁

椀:11-3a(l) IV(14) IV-Ia(J) V(4) V-I X VIII-2(3) VIJ(I) 

VII卜1(2) V 1 1 1 2 - 3 (2) 舷片 (20)
内磁|

皿:II(J) 1111(J) IV(l) V 1(1) VI(3) JX(J)破片付)

他，舷片 (3)

青 白 磁|合子叢(l)

|霊i，破片(l)
中国胸掠|11也:D-I (幻盤 1(J)盤×鉢(J)

胤勅陶総|現(1)

瓦 頬|平瓦(格子叩、網目叩、無文)丸瓦(怖仰11)

金属製品|鉱搾

石 銀 品|滑石製石鍋砥石

(1)調査に至る経緯

調査地は、太宰府市大字内山字御供屋 883、884に所在する。

現地では古くから地表面に礎石が露出しており 、神功皇后御座所跡との伝承があることからも注目をさ

れていた。昭和 36(1961)年に宝満山文化綜合調査会(代表西高辻信貞)の小田富士雄先生が、調査

を担当され一部を発掘調査し、平安時代後半の地層の上に構築された礎石建物ーあったことが確認され

た。また 昭flJ58 (1973)年には太宰府顕彰会の事業として礎石周辺の測量調会がおこなわれている。

近年、登山フームがおこり 、宝満山に登山する人が増えるに従って、登山者の駐車場確保が切実な問

題となっている。この礎石が所在する平坦面も場合により車両が出入りをしており、露出している礎石

の上に停車している状況も見受けられた。今後の遺構の保全や保護の方向性を考‘るうえでも、遺跡の

年代と範囲を確定する情報を得るために 今回補助金による重要遺跡確認調査と:て調査を行ったo

J立??;ιJTは 747.5nf。調査期間叩 21(2州

(2)調査の概要 (fig.66) 

現況地表面に礎石が露出していることからもわかるように、ほとんど包含層遺物がない状態である。

便宜的に過去のトレンチを検出した際に、遺物を取り上げるための検出土として茶色土を設定し? 今

回は確認調査のため 昭和 36年段階のトレンチ番号を踏襲するかたちで新規にトレンチ番号をムし

れ41>4700 

。
。
今
回
早 。。

ζ
}耳

会会

"" 

可冊 。o

れ41，45りo

o .<;) 

.， 0 

道

q 伽

向 66 第 37次調査遺構全体図(1/500)
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ている。(礎石の番号も同じものを使用するが、英文字+数字列の順番とする)昭和 36年段階では1T

'"'" 8Tの8本のトレンチを入れているが、今回は、それに引き続き 9トレンチ'"'"16トレンチの 8カ所の

トレンチを設定した。 トレンチの設定目的としては、主に礎石建物が占める範囲を確定させることとし

た。以下、それぞれのトレンチの土層の分析をしていき、 トレンチ内で検出された遺構については後で

まとめて記述をする。

(3)検出遺構

8トレンチ (fig.67、pla.9'"'"13) 

調査区中央部西側で、礎石 B4とC4の聞に東西方向に設置したトレンチ。このトレンチは昭和 36年

の調査時のトレンチ内の埋土を除去して、壁面を精査し直したものである。北壁の土層観察では、表土

を除去すると黄色土が 0.2mほど水平堆積していることがわかる。その下層に北壁9層(黒茶色土)、北

壁 16層(明褐灰色士)等が 0.25'"'"O. 3mが堆積し、その下に地山(明赤茶色粘質土)が検出される。

東壁の士層では、礎石 C4と土層の関係が明らかになっている。礎石は地山の上に置かれた東壁土層 7、

8の上に据えられている。東壁土層 7には礁を多く含んでおり、礎石の安定を図る目的で入れられたと

推定される。その後に東壁土層 6(褐茶黒色土)を敷き詰めて、東壁土層 5(黄色土)で覆っているこ

とがわかる。南壁の土層では様相が変わり、下層の南壁土層 13 (黒茶色土)は 0.3'"'"O. 35mと安定し

て堆積しているが、上層の南壁土層 11(黄色土)が 0.05mほどの厚みでしかない。この南壁土層 11に

関しては、同じ黄色土層が堆積している北壁と東壁の状況から判断して、上層から削平を受けて残りが

悪いと考えられる。南壁土層 12は礎石 B4の掘方にあたる可能性が高い。

9トレンチ (fig.67、pla.14'"'" 17) 

調査区北部で、 6Tと7Tの聞に 9トレンチとして設定した。 トレンチの範囲はおおよそ東西南北 4m

四方である。またここは昭和 36年の調査では建物の西側の落ちを推定している箇所である。表土を除

去すると北壁土層では 2層(茶褐色士、暗茶褐色土)、南壁土層では l層(茶褐色士)が検出され、こ

れらを除去すると花闘岩風化士で形成された地山が露出する。推定されていた東西方向の落ちのライン

は検出されなかった。ただし、北へいくほど土層の堆積が厚くなるため、地形的に礎石部から北側へ傾

斜しているのは間違いない。

10トレンチ (fig.67、pla.18 '"'" 21) 

調査区南東隅に位置し、礎石 F2の周辺に設定したトレンチ。 トレンチ北壁の土層を見ると、東の山

手から西側に向かつて傾斜堆積しているのがわかる。礎石の周りは撹乱を受けており、土層の連続性は

ない。これは昭和 36年の調査、及び昭和田年の測量段階で礎石の周りを掘り下げて露頭させたため、

埋め戻しの土が撹乱状態で入ってしまったものと思われる。(これについては過去の調査風景などから

も確認できる。 Pla.108など)

11 トレンチ (fig.68、pla.22 '"'" 25) 

調査地南部に南北方向に設定したトレンチ。一部、昭和 36年調査の 3Tと重複している。現地表面か

ら0.40'"'"O. 55mの深さまでは撹乱されていることが推定できる。理由としては、土層 20(灰色粘質土)

から明治以降と思われるプリント転写の染付椀が出土していることがあげられる。土層 22(明褐色黄

色粘質士)、土層 23(黄色粘質土)はわずかにしか残存していないが、 8トレンチで確認された黄色士

と同じ性格を持つものと思われる。本来は他のトレンチで検出されたように礎石の下半を覆うように敷

き詰められていた黄色士が何らかの原因(おそらくは谷からの湧水か)で、流出したのではないかと推
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8卜レンチ甫壁土層図

E 

8卜レンチ北壁土層図
156.6m 

156.6m 

W 

E 

8卜レンチ東壁土層図

156.6m 

N -...，.........Lー 礎石~s

8卜レンチ東壁土層土色

1黒茶色士(閉灰色砂混じり)

2黒茶色士

3.;吉褐色土(炭化物を吉む)

4黒褐色土(花商岩の風化土在書む)

5黄色土(花商岩の風化土、礁混じり)

6褐茶黒色土

7茶灰色土(礎石の立柱状基礎地行)

8.明茶灰色粘質土(礎石の立柱状基礎地行)

9朋赤茶色粘質土(地山)

W 

9 

8卜レンチ北壁土居土色

1黒色土(表土)

2茶褐色土(炭化物在意む)

3黄褐色土(小穴埋土)

4.茶色土(礁を童む)

5褐黄色土(10-15cm程度の礁を多く吉む)

6黄色士(5cm-20cmの様在世量吉む、地山の

花商岩の風化土と考える)

7暗赤黄色土(6と9が混じったような埋士)

8.9と同様の層相(若干色調は隠い)

9黒茶色土(土器片を多量に吉む)

10.9と同様の層相(やや明るい)

11黒灰茶色土

12黒灰茶色粘質土(土器片を金量吉む)

13閉茶灰色砂質士

14褐茶黒色土(土器細片を吉む)

15閉褐茶黒色土

16間褐灰色土(離を吉む)

17聞赤茶色粘質土(地山)

8トレンチ南壁土層土色

1黒色土(表土)

2淡黄色砂(黒色土混じり)

3淡黒色土(聞和の調査段階の揖乱)

4茶色土(炭化物在世量吉む)

5茶褐色土

6暗茶色土(上部からの杭跡)

7悶褐茶色土

B暗褐黒色土

9閉茶色粕質土

10閉茶赤色粘質土

11黄色土(ややパサパサしている)

12黒灰茶色粘質土(土器片在小量富む)

13閉茶灰色砂質土

14褐茶黒色土(土器細片を吉む)

15問褐茶黒色土

16.明褐灰色土(礁を吉む)

17閉赤茶色粘質土(地山)

E 
9トレンチ北壁土層土色

1黒色土(表土)

2茶褐色土

3暗茶褐色土

4褐黄色土(地山、花商岩風化土)

9トレンチ北壁土層図

W 

9トレンチ南量産土層図

E 

6 

ι--Y-W 

9トレンチ南壁土層土色

1黒色士(表土)

2褐茶色土(黒褐色土混じり)

昭和の調査第7卜レンチの理め戻し土

3.茶褐色土

4暗黒色土(パサパサした炭層〕

5茶褐色粘質土

6褐黄色土(地山、花岡岩風化土)

10トレンチ

\~吻グA

10トレンチ北壁土層図
157.4m 

E 

W 

10卜レンチ北要土層土色

1黒色土(表土)

2茶色土(白色砂在若干吉む)

3淡茶色土

4灰赤色土(白色砂、炭化物を骨量吉む)

5赤灰色士

6黒褐色土(炭化物在多く吉む)

7灰褐色土(炭化物を極昔、量富む)

8灰青色土

9閉灰色粘質土(鑓石の掘り方内埋土だが、昭和の謂査時の掘りかえし土と考えられる)

10閉茶灰色土

11閉灰色粘質土

12黄灰色粘土

13褐灰色粘質土

14青褐色粘質土

15褐黄色粘質土

16褐黄色粘土(地山)

O 2m 

百g.67 第 37次 8トレンチ東・南・北壁、 9トレンチ南・北壁、 10トレンチ北壁土層、 10トレンチ遺構実測図 (1/40)
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測する。その下には土層 24(褐茶色土)とした遺物を多く含む 0.2m程度の厚みの土層が安定的に堆積

している。この土層からは縄目瓦も出土している。出土した輸入陶磁器は D期を中心としている。(但

し1点のみだが E期に下る白磁 IX類が出土している。)XV ~ XVI期か。

渇茶色土の下には灰黄色粘質土の地山が確認された。ただし、 卜レンチの北部の礎石 C1に近い部位

の地山は埋没した巨石が占めていた。このようにこの付近の地盤には巨石が埋没していることがわかる。

これと同様なものが礎石 E1として利用された巨岩であろう。

12トレンチ (fig.68、pla.26 ~ 33) 

調査区南西部に東西方向に設定したトレンチ。礎石 A2と南北方向の石列 (SX015とする)との関係

性の把握を目的としたトレンチである。土層観察によると、最下層は上層 ll(暗褐色土)であり、こ

の土層には大量の礁と土器 ・陶磁器 ・瓦が含まれていた。現地表面から1.2m下げても暗褐色土が確認

でき、少なくとも 0.9m以上堆積していることがわかる。狭いトレンチでは安全のため地山を全域にわ

たって検出できなかった。礎石 A2に近い部位では明黄色粘質土に礁が混じる地山が確認でき、西側に

向かつて急激に落ち込んでいるのがわかる。層位からすると、暗褐色粘質土が堆積後に、褐灰色土が埋

まり淡灰褐色土の堆積後に 37SX015が構築されている。同じ層の上には礎石 A2が構築されていること

からも、両遺構の時期差は少ないと考えられる。暗褐色土の遺物の年代は陶磁器D期を中心とするもの

で、土師皿の年代観から XVI期以降の埋没と考えられる。

13トレンチ (fig.68・69、pla.34 ~ 43) 

調査区西部中央に東西方向に設定したトレンチ。礎石A4と両側の傾斜した地形の関係性を把握する

ために設定した。一部、昭和 36年の 5Tと重複する。北壁の土層では傾斜面の当初のラインが観察でき

たn 平坦面と傾斜面下場とのレベノレ差は 0.85mになる。南壁の土層では土層 13とした明褐色土が礎石

A4の根石を含む層であることがわかった。本来、北壁の土層 15(淡茶色土)のような斜面の保護層が

流失してしまい、南壁土層 8(褐色土)が後に堆積している可能性がある。この褐色土はパサパサとし

て締まりが悪いので新しい堆積と考えている。西側では落ち込みがあるが、これは現代の廃棄物が出土

しているため現在の廃棄土坑であろう。

14トレンチ (fig.69、pla.44 ~ 53) 

調査区西部中央に東西に設定したトレンチ。礎石A4と 84を繋ぐように設定しており、昭和 36年の

調査での課題であった西側の礎石列の配置についての情報を得るのが目的である。土層 7(黄色土)は

他のトレンチでも検出したものと同じ土層である。この層の下層にはこれも同じように土層 8(黒茶色

土)が安定的に堆積している。この層には土器片 ・炭化物片を多量に含んでいる。特筆すべきは昭和

36年の調査の第 5トレンチ南壁での観察で予想されたように、礎石A4を据えた根石層(土層 3、明褐

茶色土)は黄色土層を切り込んでおり、明確な切り合い関係が観察できた。礎石 84についても、地山

を掘り凹めておいてから土(土層 12黒灰色土(取り上げ時は S-6とした))を入れて設置した状況が観

察できる。

出土遺物が少ないため確実性は低いという前提の上で、造物からそれぞれの土層の年代について考え

てみたい。黒茶色土からは白磁、龍泉窯系青磁、同安窯系青磁などが出土している。陶磁器の出土傾向

としては陶磁器 D期であることを示している。土師器皿は少量のうえ破片のため明確ではないが、口径

の縮小化と器高の扇平化が起こっているため XV~ XVI期の幅を考えたい。瓦器椀の体部破片なども出

土していることを考えると、総合的には西暦 1200年前後の時期の遺物が整地土に入っていると理解で

きる。

11卜レンチ東壁土層図

N 

11 

24 

----一て掘り下げライン

11トレンチ東壁土層土色

1黒色土(表土1
2膏灰色粘貿土

3泌串葺色粘土(腐化帽を世量童む)

4演灰茶色粘質土

5梱皮色粘蝿土

6灰色砂

7暗灰色粘質土

8淡灰色粘質土

9藁灰色粘貨土[障を多く書む)

10灰間色粕闘土(酸化鋲聖書む)

"灰胃色粘貧土(民化物が培摘した膚を書む)
12灰東褐色土

13朗灰色粘質土

14灰風間色粘貰土

15胃灰色粘質土

16掴灰間色粘貿土

17褐寮芭粘土(土器在意む)

18崎医色粘貧土

19淡灰色砂

20反色粘貿土(砂を少量書む)

21問医芭砂 南側の緋水路の可能性がある.

22崎褐買邑粘筒土(瞳地土上に般かれた地山由来の埋士、他トレンチの聞色土と同一性惜のものと考える}

;;222E25ftffzz山由来の埋土、他ト 11レンチの買色土と同 性絡のものと考える)

25温褐栗色土{小穴埋土}

26崎褐草色土{小穴埋土)

27掲貰邑粘圃土(買色土がブロック技連じる)
28反軍色粘貨土

29摘灰革邑粘質土(磁石のJIijり方)

30灰貧色粘置土(地山)

12卜レンチ

。タ

12トレンチ北壁土層図
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12トレンチ北壁土圃土色

1草色土(表土)

2阪茶色(砂利、いわゆるクラツンヤーラン)
3灰情色土

4..草色土

5明茶色土

6渇茶色土(lOcm極度の硯混じり)

7周黄色粘闘土

8埠茶色土(土置は蹄まっていない)
9.;毘反褐色土

10掴灰色土

11踊褐草色土(多・の慣と土提悩器耳が出土)

2m 
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13卜レンチ北壁土層図
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13トレンチ

/ 

13トレンチ商壁土層図

E 

14トレンチ南壁土層図

E 

W 

15卜レンチ北壁土層図

5 

16卜レンチ図立函図
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1恥ンチ平面図 ?
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156.8m 

W 

磁石A4

13トレンチ商璽土層土色

1.111色土(表土)

2灰草色土(砂手IJを多量に富む1
3.;毘融色土

4岨楓色土

5革褐色土

6岡県色土

7睡眠草色土
8禍色土(蹄まリが無くパサパサの土圃)

9閣置色粘質土(碩を吉ま草い層)

10.朗灰草色土

11事褐色粘質土(碩理じり1
12崎軍褐色土

13閉華燭邑土(磁石組石の土)

14朗赤軍色粘置土(地山)

※3-7周は現代の慣乱

156.6m -
W 14.トレンチ商壁土周土色

1.111色土(表土1
2軍褐色土(わず力、に炭化物を富む)

3朗褐草色土(j量買革土を少量宜む}

土器片を富む

4明革赤色土
5晴革赤色土(10cm碑置の様理じリ、

土器の小圃片も富む)

7212222fz;土をブロ y州に童む花岡岩田を多量に富む)化匝土

8鳳草色土(土留片.股化帽片を多量に富む) 盤地土

9草原色土{小穴の埋土)5
10灰草色土(限化物をわずかに宮む、小穴の埋土)

:;:t;土J222土地山を掘り叫に磁石を組みあげた岨百周の埋土

13闘郡東色粘置土{地山)..AO-50cmの花園岩を多く章む

E 15トレンチ北壁土周土色

1融色土{表土)

2禍灰色土
3灰褐色土(珊の上下に磁化鉱の沈限がみとめられる)

4褐奈良色土磁石A2の蝿リ方
5融褐置色土(貫色粘ブロ yヲ斌i!!じリ) 磁石A2の躍り方

6凧褐色土 11褐色土(土蕗理じり)

7閉葺色粘圃土 12凧革褐色粘置土(磁石鼠リ方埋土)

B灰圃色土 13.1巨費色土{革色土ブロック混じり)

9崎高原色土 14白買色土(醐理じり) 地山

10質灰色土(地山磁土 15朗蝿色土(パサパサの土質) 穴熊の娘.

16卜レンチ北壁土居図

16闘賞灰色土(地山)

157.9m 

E 

16トレンチ北壁土居土色

1軍凧色土(車土)

2草色土

3朗褐原色土

4掲草色土

5灰褐色粘置土

6灰間色土

7灰青色粘質土
B筒阪色粘土(土醤片を世盟書む}

375D005埋土

9揮買色粘土(地山)

旬 69 第 37次 13・14トレンチ南壁、 15・16トレンチ北壁土層、 13・16トレンチ遺構実測図 (1/40)
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u音茶色土については、陶磁器が出土しておらず土師器皿も細片なため、具体的な時期を設定すること

は厳しい。ただ、土層の切りあい関係より 、礎石A4は礎石 84より後に築造されることは明白である。

ただし、その時期差をどうとらえるかは今後の課題になる。

15トレンチ (日g.69、p1a. 54 '"'"' 56) 

調査区南部西側、 礎石 A2と礎石 82の聞に設定した東西方向トレンチ。ここでは黄色土がまったく確

認できない。土層 1'"'"'3は後の堆積か。土層 4、5は礎石 A2の掘方と考えている。土層 15層は穴熊に

よる撹乱である。土層 12は礎石 82の掘方である。土居 6'"'"'13は整地土と考えられる。

16トレンチ (fig.69、pla.57・58)

調査区西部南側に設置したトレンチ。石列と U字側溝の 80Xのためここにしか設置ができなかった。

よって非常に狭い範囲となっている。 トレンチの設置目的としては、礎石建物が建てられている平坦面

と東側の丘陵との関係性を把握するために設置した。ここでは地山に直接掘り込む形で落ち込みが検出

された。これを S0005とする。S0005については後述する。 トレンチ内から石が多く検出されたが、こ

れは現地表に露出している石列が崩壊して落ち込んだものと考えられる。この南北方向の石列の時期は

不明だが昭和 36年調査の段階で、はすで、に確認されている。

検出遺構

建物

37SB010 (fig.70、pla.60 '"'"' 64) 

標高 157mの平場に展開する南北方向に 7x 5問の礎石建物である。規模は 23.2x 17. 5mを測る。桁

行の方位は N-12
0

54' -Wとなり 、西へ振れている。礎石群の一部が古くから露頭しており、注目をあつ

めていた。昭和 36年に行われた小田富士雄先生の調査により 、埋没した礎石を検出し直すと 5問X7

聞の巨大な礎石建物になることがわかった。礎石については、以下のことが上げられる。①礎石の有無

について。礎石 A8と、中央部の礎石 04'"'"'6については昭和の調査でも検出されなかった。②礎石 E1

は、露頭した巨石にそのまま南北方向への地覆座と円形のほぞ穴が穿たれている。③礎石 C3で確認さ

れていた平面方形のほぞ穴は東西方向 O.14m、南北方向0.12m、深さ O.03mを測る。今回、礎石 C4を観

察してみると、礎石の北東部に平面方形のほぞ穴らしきものを確認した。これは、東西長 0.12m、南北

長 0.16m、深さ O.02mを測る。礎石 C3のほぞ穴と対応するものか。両方のほぞ穴の中心部の距離は 4m

である。④礎石の表面は荒れているものが多く表面が剥離しているものがある。これらは火をうけたも

のか。

溝

37S0005 (fig.69、pla.57、58)

16トレンチで確認された南北方向の構。東西幅 0.8m、深さ 0.05'"'"'0.1 mを測る。埋土は青灰色粘土。

遺物は土師器の破片が少量出土している。破片の土器の胎土や焼成から江戸期などの新しいものではな

く、奈良~平安時代のものと思われる。構の東側に石が検出されているが、これは地山に含まれるもの

である。37S0005の役割と しては、山手からの、湧水を礎石建物の方に流さないための排水路で‘あると考

える。

その他の遺構

37SX003 (fig. 37、pla.11、13)

第 8トレンチで検出された小穴。地山に直接掘 り込み、直径 O.lm、深さ 0.09mを測る。埋土は黒茶
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旬 71 37SX015遺構実測図 (1/40)

色粘質土。瓦器椀の口縁部が出土している。出土造物から埋没年代は 12~ 13世紀と考えられる。

37SX008 (og. 37、pla.52、53)

156.6m 

第 14卜レンチで検出された小穴。地山に直接掘り込み、直径 O.1m、深さ O.1mを測る。埋土は灰茶色土。

出土遺物は無文の平瓦の破片。

37SX015 (白g.71、pla.59)

調査区南西部で露頭している南北点向の石:7IJo現況では礎石 A列の西側、おおよそ 1mほどの距離に

平行して存在している。横方向に長い花闘岩を組み合わせて土留めをしているものと思われる。ただ

し、その規格はまちまちで、幅 O.6m、高さ O.4m程度の物から、幅 1.1m、高さ O.4mのものと多様である。

(高さは露出している箇所のみの計測)第 12トレンチの土層観察の成果から、この石列は礎石 A:7IJを設

置する際に斜面の土留めのために同時期に設置されたものと考えられる。ただし、この石列の設置時期

については時代が新しいのではなし、かという指摘がある。理由としては、 1.礎石 A列との距離が短い。

2.石列の配置が縦置きではなく横置きなので新しく感じる。3.石列の石の雰囲気が新しい、等があが

っていた。これらの指摘に関しては以下のように考えている。指摘 1に関しては、福岡県久山町で最近

発掘調査されて注目されている首羅山遺跡の本谷本堂跡の事例が参考になる。同時代の礎石建物で、の礎

石と土止めの処理だが、 37SX015の事例と比べても礎石と土留め石の間隔としては違和感はなし、。指摘

2に関してはこれも首羅山の事例で横置きの事例を確認している。指摘 3に関しては、見た目の印象よ

りも第 12トレンチでの土層確認を優先して考えたい。ただし、石列の部分に後世の補修が入って、ち

ぐはぐな印象になっている可能性もある。

(4)出土遺物

その他の遺構出土遺物

37SX003出土遺物 (官g.72、pla.109・110)
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瓦器

椀(1) 口縁部の破片。内面は摩耗しており調整が不明。口縁端部が黒色化している。

37SX008出土遺物 (fig.72、pla.109・110)

瓦

平瓦 (2) 側縁部の小破片。縦 9.8cm、横 7.9cm、厚み 2.2cm。凹面に布目痕、凸面はナデ消し。

第 3トレンチ表土出土遺物 (fig.72、pla.109 '"'-' 112) 

肥前系染付

椀 (3、4) 3は口縁部破片。外面にやや暗し、呉須で絵付けをする。 4は高台部破片。高台部外面に呉須

で二条の細い圏線を施す。高台の畳付部は軸を掻き取っている。

瓦

丸瓦 (5) 側縁部破片。側縁部はへラ切りによる分割界面のあと割られて未調整。凹面は粗い布目痕で、

一部ナデている。凸面は格子目叩きが施された後にナデ消されている。格子目叩き分類 I一‘Bc類。

金属製品

壷 (6) 銅製品。口縁部の破片。緑青をふいている。色調は暗黒色。口縁端部は丁寧に研磨している。

第 3トレンチ出土遺物 (fig.72、pla.109'"'-' 112) 

土師器

坪 a (7) 復元口径 14.6cm、器高 2.9cm、復元底径 10cm。底部は回転糸切り技法。色調は淡黄褐色。

XVI期に属すものか。

瓦質土器

火鉢 (8) 口縁部破片。体部は直立ぎみに立ち上がり、口縁外面は丸く肥厚する。全体的に摩耗してい

るが、内面にはカキ目が残る。破片の下部は透かし窓のための削りが施されている。色調は暗灰色。焼

成は良好。

国産陶器

鉢 (9) 口縁部破片。口縁端部は折り曲げて玉縁状を呈する。紬は自然軸のような灰茶褐色に発色して

いる。

瓦

平瓦(10、11) 10は白面に格子目叩き。凹面に布目痕。焼成は良好で、須恵質。側縁部はヘラ削り調

整を施す。格子目叩き分類 I-Bc類。 11は凹面が剥離によって調整が不明。凸面は細長い格子目叩き。

格子自分類は I-O類。恨!l縁部は切断のための切りこみを入れてから割っており、その後未調整である。

金属製品

釘 (12) 釘の一部で上下両端は不明。現在長は縦 2.2cm、横 O.5cm、厚さ 0.45cm。

石製品

砥石(13、14) 13は砂岩製。色調は乳白色~黄褐色。図上下部の平坦面以外はすべて使用されている。

縦 8.7cm、横 5.3cm、厚み 2.6cmo 14は砂岩製。色調は乳白色~黄褐色。現存長縦 8.5cm、横 6.7cm、厚

み 2cmを測る。全面を使用しており、とくに幅広い平坦面にはとがったものを研磨したためか溝状に彫

り窪んでいる。

第 5トレンチ出土遺物 (fig.72、pla.111・112)

瓦器

椀 (15) 口縁部破片。全体が摩耗している。焼成は不良。残存長 2.9cm。
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第 7トレンチ出土遺物 (fig.72、pla.111・112)

須恵器

坪(16) 口縁部破片。焼成・還元ともに良好。色調は暗灰色~黒灰色。

杯×皿 (17) 口縁部破片。色調は淡褐灰色。

皿(18) 口縁部破片。色調は淡褐灰色。胎土は密だが、 0.5凹未満の砂粒をごく少量含む。

石製品

滑石製石鍋 (19) 縦1.9cm、横 6.7cm、厚さ 0.9'"'-'1. Ocmを測る。断面などを削り、二次加工を行われ

ている。

第 8トレンチ出土遺物 (fig.72、pla.111・112)

須恵器

坪 a (20) 底部破片。底部ヘラ切りのちにナデ。器高1.5cm。

査 (21) 体部破片。内面不定方向へのナデ調整、外面はヨコナデ後にナデ調整を施す。外面に指頭圧

痕が見られる。色調は淡灰色。胎土は1.5mm以下の白黄色砂および、炭化物粒子を含む。焼成・還元と

もに良女子。

肥前系染付

椀 (22) 口縁部破片。内外面に淡灰青色の呉須で絵付をする。

瓦

平瓦 (23) 凹面は細かい布目痕をナデ消し、凸面は格子目叩きを施す。格子目叩き分類 II一Cc類。

第 9トレンチ表土出土遺物 (fig.72、pla.111・112)

土師質土器

七輪 (24) 口縁部破片。口縁部は逆 L字形を呈し、内側に突出する。端部は丸みをおびる。端部外面

には幅 4mm程度の太い沈線を施す。色調は淡褐灰色~褐灰色。胎土は密で、 O.5mm未満'"'-'1. 5mm程度の

砂粒を少量含む。焼成は良好。

第 9トレンチ茶色土出土遺物 (fig.72、pla.11い 112)

金属製品

釘 (25) 縦 4.1cm、横 2.1cm、厚み 0.5cm。錆びに覆われていない部位での釘の大きさは、一辺が

0.4cmの断面四角形を呈す。

第 9トレンチ褐色土出土遺物 (fig.72、pla.111 '"'-' 114) 

土師器

小皿 a (26、27) 26は復元口径 8.8cm、器高1.05cm、復元底径 7.1cm。底部切り離し技法は不明。 27

は口縁部破片。口縁部端部周辺が帯状に黒色化しており、灯明皿として使用されたと推測される。

須恵器

蕎 (28) 口縁部破片。口縁は外反し端部をやや下方向に肥厚させている。

須恵質土器

担ね鉢 (29) 体部破片。外面はヨコナデ調整。内面は使用により摩滅して平滑になっている。

金属製品

鉄釘 (30) 縦 4.3cm、横1.9cm。釘本体は断面四角形で一辺が 0.4cmを呈す。

土製品

土鈴 (31) 残存率は約1/2。縦 4.0cm、横 2.7cm、厚さ 0.4cm。上部に直径 0.5cmの穴が穿たれている。
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体部は空洞で、内面には成型時のしぼり痕が確認できる。色調は淡褐色。胎土は密で、 O.5mm未満の白

色粒子がわずかに見られる。焼成は良好。

第 10トレンチ表土出土遺物 (fig.73、pla.113・114)

国産{磁器

紅皿 (1) 型整形による紅皿の身。 口径 4.2cm、器高 l.2cm、底径 l.2cm。

国産陶器

皿 (2) 復元口径 10.lcm、器高 2.lcm、復元底径 5.2cm。底部へラ削り 。粕は掛かっていない。色調は

淡樫乳白色。体部の内外面ともになめらかに研磨されている。

瓦 (3) 桟瓦の一部。色調は黒灰色。胎土は密。焼成 ・還元ともに良好。

第 10トレンチ出土遺物 (fig.73、pla.113・114)

須恵質土器

担ね鉢 (4) 口縁部破片。上部は欠けている。色調は灰色だが、口縁部下半から黒灰色変している。重

ね焼きの痕跡か。東播系裡ね鉢の可能性がある。

肥前系染付

亦 (5) 底部破片。底部は削 りだし高台。外面に呉須で絵付される。畳付部の軸は拭き取られている。

瓦

桟瓦 (6) 縦 9.4cm、償 12.1cm、厚さ 1.5cm。凹面に縦庁向の押し型を施す。滑り止めのためか。

第 11 トレンチ表土出土遺物 (fig.73、pla.113・114)

金属器

鉄釘 (7) 縦 2.Ocm、横 1.65cm、厚さ 1.2cm。釘本体の断面形は四角形であり、 一辺 O.5cm。

第 11トレンチ灰色粘質土出土遺物 (日g.73、pla. 113・114)

肥前系染付

湯呑み茶椀 (8) 器高 3.6cm、底径 4.22cm。外面に呉須で絵付を施す。

国産陶器

華瓶 (9) 底部破片。器高 2.9cm、復元底径 8.5cm。底部糸切り。素地の色調は暗灰赤色。淡灰褐色の

O. 5mm大の砂粒をわずかに含む。軸調は鈍し、茶赤色。

第 11 トレンチ褐茶色土出土遺物 (fig.73、pla.115・116)

瓦

平瓦 (10""13) 10は凹面に布目痕、凸面はナデ消しで無文。縁辺部に、切断のための切りこみがあり、

割れている箇所は無調整。11は凸面、 凹面ともにナデ消しを行われており調整不明。焼成は良好で瓦質。

側縁部は削り調整。12は凹面布目痕跡が残り 、凸面には縄目 叩きを施す。焼成は良好で、焼き締まり瓦質。

縄目 I類。13は凸面に格子目 叩きを施す。格子目 叩き分類トCc類。

丸瓦(14) 内面布目痕跡、凸面は無紋。側縁部は半分中程まで切りこみを入れたあとに切断しており、

切断面は未調整。

石製品

滑石製石鍋(15) 縦 4.4cm、横 4.95cm、厚さ 1.5cm。破片の二次加工品。

棒状加工品(16) 縦 1l.8cm、横 3.8cm、厚さ 2.3cm。調整して平坦な面を作り出していると考えられるが、

使用目 的は不明。石材は雲母片岩。

金属製品
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縦 4・4cm、横 3.8cm、厚さ 2・Ocmo全体的に淡茶色、部分的に黒茶褐色を呈す。
鉱津 (17)

第 12トレンチ出土遺物 (fig.73、pla.117・118)

凹面、布目痕あり。凸面は格子目叩きを施す。格子目叩き分類トCc類。焼成は良好だが、
(18) 

還元が不良のため土師質の焼き上がりを呈す。

第 12トレンチ茶色土出土遺物 (fig.73、pla.117・118)

瓦
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10卜レンチ
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土師器

復元口径 10・2cm、器高 1・05cm、復元底径 7・7cm。底部切り離し技法は回転へラ切り。器
小皿 a(19) 

i 全体が摩耗しており、調整は不明瞭。XIIr期。

杯 cX椀c(20) 底部破片。やや外に張る貼り付け高台。底部は回転へラ切りをされる。焼成はやや不良。

中心部が暗灰色~灰色で、表面は淡灰茶褐色を呈す。
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4 一一，イタ
断面の色調は、

器高 l.5cm、復元底径 7・2cm。内面に淡青色の呉須で絵付けをする。畳付部は紬を掻き取っ

肥前系染付

皿 c(21) 

ている。

10cm 。

乙ヌ3

11トレンチ灰色粘質土11トレンチ表土

句恰
一部抜き紐の漬跡が確認で、きる。凸面は格子目叩きの跡

瓦

平瓦 (22、23)

にナデ消している。焼成は良好で瓦質を呈す。格子目 叩き分類トAb類 側伊判はへラ切り。 23は端面

破片。凹面ナデ消し、凸面もナデ消しだが 端面に近い 2cmほど細かし:布固定い在認できる。

凸面に格子目叩きを施す。格子目叩き分類 I一Cc類。

第 12トレンチ明黄色粘土出土遺物 (fig，73、pla，117・118)

22は凹面に布目痕跡があり、

玉縁部近辺の破片。(24) 丸瓦

口縁部破片。器壁は摩耗により調整が不明。器高 3.6cm。

土師器

丸底杯 a(25) 

第 12トレンチ暗褐茶色土出土遺物 (fi.g，74・75、pla.117'"" 126) 

底部糸切り後に板状圧痕。xvr類。

土師器

小皿 a (1、2) 1は復元口径 9，2cm、器高 l.2cm、復元底径 8，2cmn

2は復元口径 10仇 器 高 l.2cm、復元底径7.4叫底部切り離し技法は回転半切り。やや口径が大きいが、

口縁部がやや外反ぎみに聞き扇平化していることから XVI期と考えられるJ

。

⑦ 7 

5cm 

防川
W
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。

15 

m 
器高 1.4cm、復元口径 9・6cmo底部の切り離し技法は回転糸切り。胎土は砂粒を少量含む。

貼り付け高台。器高 2，Ocm。色調はやや鈍い褐茶色。

杯 a(3) 

椀 cX皿 c (4) 

器壁は内外面摩耗して調整は不明。色調は内外面ともに灰

器高 4.7cm。内面にミガキ cが

5は口縁部破片。器高 2，65cm。

口縁部付近は暗灰色o 胎土は密。焼成は不良。6は口縁部破片。

体部破片。
内外面に回転ナデ調整を施す。器高 4.0cmo

白色。

わずかに残る。

須恵器

(7) 

瓦器

椀 (5、6)

壷

聾 (8)
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体部破片。器高 5.6cm。内面は回転ナデ調整。外面は叩き目調整。焼成は良好。

口縁部破片。直線的に立ち上がり口縁部を外側に折り曲げて外面に帯状の縁を巡らす。東

須恵器土器

裡ね鉢 (9)

播系担ね鉢か。

10cm 。

22 
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10cm 

第 37次 10~ 12トレンチ出土遺物実測図 (1/2、1/3、1/4)
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:丸瓦(10) 瓦咽の破片。焼成問。単問。中房 1+ 7叫外区川尾いた珠山る。

九席分類 0660

丸
][(11) 11は縦 12胤横 11.2肌厚み 2.1叫凹面には布目痕跡があり、それには布を重ねた痕

跡が観察される。凸面は格子叩きのあとにナデ消されている。格子目叩き分類 I-Cb類。

平瓦(12~ 24) 12は側縁部破片。厚みが 1・5cmとやや薄い。凸面に格子円叩きを施し、部分的にナ

デ消す。格子口 叩き分類 I-Ab類。13は側縁部破片。分割界線の下半は未調整。内面は布目痕。凸面に

格子目叩きを胞こす。格子目口11き分類トCa類。14は小破片。凸面に格子目 叩き I-Cb類。15は凹面に

布目痕、中央に布重ね痕が見られる。側縁部は分割界線が認められ、下半は未調整。凸面は格子目 叩

きを施す。格子目叩き分類 I一Cc類。16は小破片。格子目叩き分類トCc類。17は端面を削り調整し、

側縁部は分割界線が認められる。残りは未調整。凸面に格子目 叩き後にナデ調整。18は凹面に布目痕

跡が残るが、直軸方向のケズ リにより残存が悪し、。凸面には格子目 叩きが施される。格子目 叩き分類

I一Cc類。22は凹面の摩滅により調整の観察が不能。凸面はナデ、調整により不明。19は凹面に布目痕あり、

凸面に格子目叩き。格子目 叩き分類 I-Cc類。20は凹面に車lflかい布目痕あり 。凸面は格子目叩きを施す。

格子目 叩き分類は II-A類。21は凹画布目痕、凸面は格子日叩きを施す。格子類叩き分類では、 I-Aa類。

22は、凸面はナデ消しおり 、詳細は不明。23の凸面はナデ調整をている。24は凹面に粗い布目痕跡、

凸面はナデ消しにより不明。

石製品

滑石製石鍋 (25、26) 25は、縦 5.9cm、横 7.4cm、厚さ 2・3cm、重さ 241・3gを測る。鍔の下半を再加

工している。石鍋分類 III-a類。26は、26は、縦 2.9cm、横 11.Ocm、厚さ 4.2cm、重さ 167.2gを測る。

口縁部に癌状把手がつくタイ プか。石鍋分類 IT類。

滑石製板状石製品 (27) 縦 8.3cm、横 9.Ocm、厚さ 2.25cm、重さ 318.8gを測る。下半部を欠損しているが、

全体としては長方形を呈す板状のものになると推定される。中央やや上端よりに直径 7~ 11. Ommほ守

の孔を穿っている。表面はケズリ加工を施し平滑に仕上げている。色調は淡灰色~灰黒色 ・黒灰色。参

考造物として、大宰府条坊跡第 224次調査灰色土から出土した滑石製板状石製品(同報告書内 Fig.91

34) があげられる。こちらはほぼ完形で、縦 11・1cm、横 9・1cm、厚さ 2.0cmを測り、全体の 1/5にあた

る上端側に穿孔が施されている。両者とも寸法的にも同じ規格であることがわかる。孔が穿たれている

ことから紐を通し吊り下げて使用したことが想定される。分銅として計量に使われたものと考えている。

第 13トレンチ出土遺物 (fig.75、pla.127・128)

国産陶器

鉢 (28) 底部破片。器高 2.5cm。色調、暗茶褐色。艶がない自然紬が認められる。底部はナデ調整。

内面は表面が使用時の摩滅により調整が不明。

:瓦 (29，30) 29は凹面に布目痕跡凸面に格子目 叩きを施す。仰l岡山リ調整。軒目 叩き分

類は I一Cc類。文字瓦「つJ0 30は側縁部破片。凹面にわずかに布目痕跡、凸面は摩耗により調整不明。

第 13トレンチ時茶黄色土出土遺物 (fig.75、pla.127・128)

土師器

小皿 c (31) 復元口径 7.2cm、器高 1.8cm、復元底径 5.2cm。器壁が摩耗しているため調整は不明。色

調は淡褐樫白色。焼成は不良。

12トレンチ暗得奈色土
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百g.74 第 37次 12トレンチ暗褐茶色土出土遺物実測図 (1/3、1/4)
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官g.75 第 37次 12トレンチ暗褐茶色土、 13トレンチ、 13トレンチ暗茶黄色土、
14トレンチ、 14トレンチ暗茶色土・黒茶色土出土遺物実測図 (1/2、1/3、1/4)
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瓦

丸瓦 (32) 玉縁部破片。凹面に布目痕、円面の調整は不明瞭。焼成は不良で、瓦質を呈す。

第 14トレンチ出土遺物 (fig.75、pla.129・130)

土師器

;:コピ元口径 9.5cm 器高 1.25cm 復元底的 O叫底部切り離しは回転糸切り技法。色調灰

須恵質土器

;z;ケ~:Jぷ;ニI:J:土よイ;z;;ふら品ZLミ土f訂:JLぶ山ij之:ご:ζ口Lコf号;
国産陶器

;JL1LL2fi14iZLt。底部町切り o 色調内阿倍乳白色で無利。

瓦

平瓦 (36""' 38) 36は格子目叩き分類同類。37は格子目叩き分類 I-Cb類 38は側縁部の破片。端

部はケス、リ調整をする。凹面には布目痕 凸面には格子目叩き。格子目iHきぷ類トcb類。

第 14トレンチ暗茶色土出土遺物 (fig.75、pla.127・128)

土師器

小皿 a似 40) 山復元口径 8.9cm、器高 09cm、復元底径 7.2叫底部切り離しは摩耗のため不明0

112ι:213iZL:は復元口径 8.8cm 器高 l.4cm 向径6.2叫底部切

と斗)色otzr径 6.8叫 高 叩 占 り 付 け。器壁の摩耗山調整 問。色調は淡灰燈褐

第 14トレンチ黒茶色土出土遺物 (fig.75、pla.129・130)

土師器

小皿 a(42、43) 42は復元口径 8・2cm、器高 1・05cm、復元底径 6・4cm。底立Ilは摩耗しているが、回転

糸切り離し技法の可能性が高い。色調は暗灰褐色。残存率は悪く巾度。43は復元口径 10.01cm、器
高 1・1cm、復元底径 8.0cm

o
底部は摩耗しているが、回転糸切り離しの可能性が高い。残存率は悪く、

底部
1/3と口縁部のわずかな部位が残る破片。42、43ともに小破片のため、年代の根拠としては弱いかo

.J;f a (判) 破片。器高 l.9叫内面は摩耗により調整不明。外面は回転ナデ底吋切り離し技法は回転

糸切り。胎土は密。0・5mm未満""'2mm以下の砂粒を少量含む。 。

瓦器

椀 (45) 体部破片。内面は摩滅しているが、ミガキ Cを施す。外面はへラケズリ後にミガキ状のナデ

;施すo 色調吋叩灰色~淡灰黒褐色。断面外面は淡灰白色~糊灰色。筑紫型か。

平瓦 (46) 小破片。凹面は布目痕、凸面は縄目叩き後にナデ消す。

第 15トレンチ出土遺物 (fig.76、pla.131・132)

須恵器

杯(1) 口縁部破片。器高 1・7cm。焼成は良好、還元はやや不良。色調は淡褐灰白色~淡灰色。
黒灰色を呈す。 部、
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15トレンチ暗縄茶色土 16卜レンチ
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茶色土
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守一
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ト

10cm -

"考園料

r.円山寺(内山梶考)J軒丸E
膏田市教育要員室所蔵品

。

16卜レンチ灰青色土
須恵質土器

裡ね鉢 (2) 口縁部破片。口縁部をやや三角形ぎみに肥厚させている。
国産陶器

?ω 体部破片。外面吋利。暗茶色~黒茶色の呉須で絵付けされる。

ZJ;:f寸断。凹面は細かい布目痕凸面はナデ消し山無紋。焼成は良好で須恵質に

第 15トレンチ出土遺物 (官g.76、pla.131・132)

瓦

Jiム111215Yロ?22認できる。凸面は格子目叩同日 調 整。格子目 叩き分

第 16トレンチ出土遺物 (官g.76、pla.131・132)

肥前系染付

椀 (6) 底部から体部までの破片o 内面中央に「書Jを呉須で絵付けし P可必立sに圏線を二重に回す。

外面は草花文を絵付けしている。外面は高台内まで施紬するが 畳付一五倍き取っている。

第 16トレンチ灰青色土出土遺物 (官g.76、pla.131・132) 、

金属製品

釘 (7) 縦 8.4cm、横 2.1cm、厚み 1.4cm。

JJ22J;よ72二九Z厚み 0.2叫先端の 2川ど問返して重ね山。全面に

7 

O 

D 

B 

。

10cm 

9 石製品

Z2よ22cm 横 3.1cm 厚み 2.2川丸み向山だが表面山受 けておりその

茶色土出土遺物 (fig.76、pla.13卜 132)

須恵器

聾 (10) 口縁部破片。器高 2.2cm。焼成 ・還元良好。

国産陶器

壷 (11) 口縁部破片o 器高 2.2叫端部は丸みを帯びており 外面の口縁部直下には突帯状の膨らみ

が見受けられる。内外面に暗茶褐色の光沢のない紬が施される、

:考資料 :r寵門山寺(吋寺)J軒丸瓦い PIamh4) 

軒丸瓦 (12) 春日市教育委員会所蔵の資料である。来歴は明らかではないが、「寵門山寺(内山廃寺)J

出土とされている。長さ 34.2cm、幅 15.4cm、五当面幅 15.3叫胎土は 2""" 3mm大までの白色砂粒を多

く含む。焼成は良好で硬質で、須葱質である。色調は灰~白灰色。凹面には目の粗い布目の圧痕が認めら

れ、凸面には斜格子の格子目叩きを施す。格子目は線が細めで、小口側は格子の目は均等だが、反対側

は片側の線が省略されている特徴がある。I-Ca類で、 E群ととらえられる。瓦当は、九歴分類 066類。

12 

(5)小結

37S8010 について、確認トレンチの成果を元に以下の点についてそれぞれ記述してみたい。

旬 76 第 37次 15トレンチ 15トレンチ暗褐茶色土、16トレンチ、16トレンチ灰青色土・
茶色土出土遺物実測図 (1/2、1/3、1/4)、参考資料実測図 (1/4)
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l 造成について

A 造成計画とその時期について

この礎石建物が立地している土地は、山の中腹標高 157mの場所にあるため、東から西へ下る緩やか

な緩斜面となっている。現地は現状では 1000rrf近く平坦面が広がっているが、これらは礎石建物をつ

くるための整地だと考えられる。今回の確認トレンチ (8、14、15) で判明したことだが、少なくとも

C列から西側の礎石は特殊な据えられ方としていると考えられる。この巨大な礎石建物を支えるための

礎石を据えるためには、本来の古代寺院などでは地行や盛り土をしてそれらを叩き締める、いわゆる版

築工法が使われることが多い。しかし、この 37SB010ではそうせず、 8トレンチの東側土層図をみると

顕著だが、柱状工法ともいうべき作り方をしている。これは、地山に目印となる浅い穴を掘り、まず礎

石の位置決めをしておいてから、東側の地山に据え置いた礎石の上面レベルに合わせて西側の低くなっ

ていく地山との差を埋めるように小規模な盛土と栗石を入れて根石固めをしていくものである。そうし

て礎石の位置決め、レベル合わせをしたのちに、黒茶色士を全面に 0.3mほど敷き詰めて基礎土として

いる。しかしながら、この土は包含層と見間違える程でまったく締まっていない。その上には黄色土(真

砂土)を化粧土として入れている。この黄色土の厚さだが、本来はおおよそ 0.35mほどあり礎石の面ち

かくまで、覆っていたと思われる。近世以降、この土層は撹乱をうけてかなり場所で削られたか流れてし

まっている。礎石の位置決めの際に地山の巨石に当たってしまった日地点に関しては、そのまま柱穴

と地覆溝を岩に彫るなど、現地での自然地形に逆らわない臨機応変さがみてとれる。

昭和の調査でも指摘されていたことに、礎石A列の存在がある。礎石の配置からすると長尺な配置と

なっていることから、この礎石建物に伴うものかどうかとし寸指摘があった。今回の調査の第 14確認

トレンチで、先述の黄色士層を切り込んで礎石A4が据えられているのが確認できた。これにより、礎

石A列は少なくとも B列より東の礎石より後出することがわかった。時期については本文中でも触れた

が、整地土の黒茶色士の出土遺物は、輸入陶磁器(龍泉窯系青磁 I類、同安窯系青磁椀)より D期と考

えられる。礎石A列がのる土層として第 14トレンチの暗茶色士、第 12トレンチの暗褐茶色士の出土遺

物をみてみると、輸入陶磁器の種類より D期と考えられる。つまり、礎石A列の造作はさほど時期差が

ない可能性がある。

造営に関連してだが、調査区南西部隅で大規模な整地が確認できた。昭和の調査では第 4トレンチ

で地表面から1.2m下がったところでも黒色土層が確認され、格子目瓦と土師皿 (XIV'"" XV期か)が出

土している。地山は地表面から1.8mさがって確認されている。今回の調査では、 12トレンチでも深さ

0.9m以上まで暗褐茶色土(陶磁器D期=12世紀後半'""13世紀初頭)が堆積しており、これらは相関

していると考えられる。自然地形で、は調査区の南西方向へ向かつて急激に落ち込んでおり、 37SB010を

現地に造営する際の周辺地の整地として、南西部は埋められたと考えている。

まとめると、礎石建物 37SB010は自然地形を埋めておおまかな整地をした後に、礎石の上面のレベノレ

を合わせるために柱状に基礎地行を行い、 12世紀末から 13世紀初頭以降に建てられた。西側端の一列

は後で追加されたことは間違いないが、時期差があったかどうかは出土遺物からは確認できなかった。

施工の工程差の問題でほぼ同時に造られた可能性も十分ある。

B 造営の範囲

まず東限だが、これは 37SD005とした東側の溝である。これを山手と建物との聞の排水施設として考

えたい。次に南限は、第 11トレンチで確認された整地土層の範囲までである。整地層の南端は礎石 C1

より約 4.4mを測る。この整地層の南側には士層で確認しているが、土層 21(fig. 68)とした白色砂層が
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ある。これが水の流れによって堆積したものと仮定するならば、ここに溝状のものが東西方向に走って

いたと考えられる。遺構の性格とすれば、 37SD005と同様に山からの雨水を排水するもので、あっただろ

う。よって、ここを南限の可能性の 1っとしてあげておきたい。礎石 C1からの堆積層の中心までは 5m

である。西限は本来、礎石A列の雨落ち溝が存在していればそこになろうが、現状では確認できない。

よって、 37SX015とした礎石A列に伴う石列が範囲になると考える。北限については昭和の調査で推定

された雨落ち溝遺構が今回の第 9トレンチで否定されたため、現状では判別が難しい。北側との参道と

のレベル差が 0.5m以上あるため、これが 37SB010の基壇として残存している可能性も考慮すると、現

況の参道東側溝までを範囲としておきたい。まとめると、南北長 34m、東西長 22mの範囲が礎石建物の

造営範囲と言えよう。また、この造営範囲は周囲から1.1mほど、整地により盛土されており、これが

いわゆる亀腹(ここでは白漆喰は出てないが)に相当する建物の基礎となっていたと推定している。

2.建物のプランについて

a. 礎石の検討 現存する礎石には柱座が彫り込まれているものとそうでないものがあるが (tab.24(CD

収納)を参照のこと)、明確な規則性は見いだせない。しいて言えば、南西部と中心部に比較的多いと

いう印象である。地覆関係としては、礎石 E1と礎石田、 E5があげられる。礎石 E1は東西方向、礎石

E4、5は東向きの南北方向に地覆溝が掘られている。これらの情報から身舎に関しては、土問構造であ

ったと推定できる。黄色土とした化粧土は全面に敷かれていたと推定しているが、本来はその黄色士の

上に何 cmの厚みで白色細砂粒などを敷き詰めていたと考える。残念ながらそれらは流されたか、削ら

れており、土間自体は残っていない。

b. 礎石の被熱範囲 被熱したと恩われる礎石は Tab.24 (CD収納)にまとめている。これをみると規則

性は認められない。ただ、礎石建物の廃絶を考える上では参考になろう。

C. A列礎石の時期と性格 先述した通り、第 13・14トレンチの土層を検討した結果、従来想定してい

た当初施工された建物に少し時期をおいて、礎石 A列を継ぎ足して拡張したという考えよりも、先後関

係はあるが、作業行程上の問題で、あったと考えている。礎石油の聞が他に比べて広いのは、礼堂(向拝)

空間の確保のためだと推定したい。礎石 AB列聞に雨落ちに関係する遺構が確認できていないという点

で当初から礼堂を設定していたと考えている。

d. 礼堂について 礼堂とは正堂(仏像や曇茶羅を安置している)に対して、礼拝者が使用するための

施設である。本来は双堂と呼ばれ奈良時代から存在しているもので、正堂に対して別棟として棟を平行

させて軒を接して並ぶものであった。平安時代になると寺院の主要建築に礼堂が付加されるようになる。

これは密教建築の特徴であり、仏教建築上からは大きな変化である。時代が下って中世段階には 1つ屋

根の下で一連のものとして建てられて密教本堂型式として完成する。この流れとは別に、奈良の嘗麻寺

本堂(憂茶羅堂・国宝)などは前面に孫庇をつけて、これを礼堂にしていたものもあった。すくなくとも、

嘗麻寺本堂では永暦 2(1161)年以前には 5間4面の全面に孫庇を付けていた形式で、あったことが解体

修理で確認されている。(註1)37SB010は首麻寺本堂と同様の正堂に l聞の孫庇をつけた形式と考える。

これを踏まえて考えると、中央で発展したこうした本堂形式が宝満山天台宗下での礎石建物の建造にお

いて、大いに参考にされたものと思われる。建物の規模も fig.77で比較するとわかるが、古代寺院の講

堂、金堂級の大きさであり、同時代のものとしてはかなり大きいものであったことがわかる。

3. 建物の性格について

先述の通り、 37SB010は 5問x7間の礎石建物で、西側 l間分の礼堂をもっ密教的寺院本堂形式に則

り建てられたものと推定できる。確認調査での限界として、上部構造には踏め込めない。出土遺物から
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造営年代は 1200世紀を前後する時期であろう。内部構造としては 2問x5聞が内陣となり 、礎石 0
0

E、

3~6 の聞に須称壇が構築されて仏像が置かれていたと推測される。(註 2)

4 建物の出入りについて

現在の地形などから、礎石建物 37Ss010には西側から入るのではなく 、南側の礎石 Aosあたりから

入っていたと考えている。(註3)そこに至る径路については Fig.124で図示されているように仏堂など

が推定されている南側の細し、路地を通ってくることになり、 5mほど低いところから徐々にせり上がっ

て建物が見えることになり、礎石建物の威容をより強調することなったと思われる。(註 4)

註

1. W文化財講座日本の建築 2 古代H・中世 1JJ文化庁監修 1976年 第一法規

2.そのため、礎石 問、 05に関しては当初より礎石は存在してなかったと思われるo 礎石 06に関して

は根石の存在が昭和の調査で確認されていることから礎石の抜き取りをされていると考える。

3. 現存の建物で参考になるのは、奈良県室生寺金堂への入り方があげられる。

4.礎石建物の南西部から西側にかけては現代の盛土により高くなっているが、本来は高低差がある崖

であったとのこと。 (調査現場時に現場南西地に在住の松田贋美氏より聞き取りを行った)

参考文献

『宝満山の地宝』 小田富士雄編 1982年 財団法人太宰府顕彰会

『宝満山及び竜門神社周辺の遺跡分布調査報告書』 小西信二編 1984年 財団法人太宰府顕彰会

観世音寺講堂 (1期S63800A)礎石配置図 字佐弥勤寺講堂礎石配置図
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12トレンチ暗褐茶色士
種別 器種 遺物番号 口径 器高 底径 A B 残存率 備考

土師器 小皿 a イト R-002 1. 45+ O O 

小皿 a イト R-001 (9.2) 1.2 (8.2) O O 

小皿 a イト R-003 (10.4) 1.2 (7.4) 

杯 a イト R-004 1. 4+ (9.6) O O 

椀 cX皿 c R-019 2.0+ 

瓦器 椀 . R-005 2.65+ 

椀 R-023 4. 7+ 
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tab.13-1 第 37次調査 出土遺物一覧表 1

鉄釘

tab.12 第 37次調査 計測表

A:内底ナデ B:板状圧痕 調・I S-1 

|土 師器|破片

破片

S-3 

|瓦 器|椀

S-4 

|土師器|破片

S-6 

|土 師 器i破片(赤色系、白色系)

S-7 

|土 師器|破片

S-8 

|瓦 類|平瓦(無文)

S-g 

|土 師器|小皿a

S-3トレンチ

土 師 器 亦 a(イト) 小皿

龍泉窯系青磁 椀;II (1) 
須恵質土器 破片

瓦質土器 鉢

肥前系陶磁器 染付(70 リント)(混入か)

国産陶器 鉢

白 磁椀;破片(口縁)(1) VIII (1) 
皿;IV-la (1) 破片(1)

瓦 類平瓦(格子叩)

石製 品砥石

金属製品 釘
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一
一
一
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一

q
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一
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一
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一
土
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S-5トLンチ

圧 iili 雇l杯 a(イト)

|瓦器|椀

類|平瓦(網目叩)

S-8トレンチ

須 恵 器 珂， a 

土 師器 亦 a(イ卜) 破片(体部)(淡黒色で胎土が荒い) 破片

瓦 器破片

龍泉窯系青磁 血;1 (1) 

須恵質土器 破片(口縁) 破片(体部)

肥前系陶磁器 染付;破片

国産陶器 番

自 磁椀 ;V← 1x VIII-2(1) V X VIII (1) 
瓦 類平瓦(格子叩)

S-g トレ~'f表土

土師質土器 七輪(白系)

肥前系陶磁器 染付，破片小杯染付(7"9ント)

国産陶器 徳利破片

国産磁器 蓋(紅皿)

自 磁椀;破片 (2)

瓦 類煉し瓦

金属製品 鉄釘不明鉄製品

S-gトレンチ茶色士

須 恵 器 壷

士師器 杯 a(イト)

瓦質土器 破片

肥前系陶磁器 染付(7"9~ト)

国産陶器 破片(口縁部) 破片(褐紬) 破片

国産磁器 皿(白磁) 壷

瓦 類煉し瓦

金属製品 鉄釘不明鉄製品不明胴

小皿 a(ヘ7)

破片

S-10トレンチ青褐色粘

l白磁|椀;V(1) 

S-10トレンチ褐黄色粘

|土師器|破片

燃し瓦

S-llトレンチ灰色粘質士

土 師器 杯 a(イト)

黒色土器 A破片

肥前系陶磁器 染付，椀染付(7"9ン卜)

国産陶器 破片(底部) 破片

国産磁器 瓶

中国陶器 査;耳壷VI(1) 

金属製品 鉄釘
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S-)1トレンチ褐茶色土

tab.13-2 第 37次調査 出土遺物一覧表 2

士 師器 杯小皿

龍泉窯系青磁 椀;1-2(2) 

皿;1 (I) 

他，破片 (2)

須恵、質土器 饗

肥前系陶磁器 破片(混じりか)

自 磁皿;1X(1)破片(I)

椀;破片(1)

査f也，破片(1)

中国陶器 他，破片(I)

瓦 類平瓦(網目叩、格子叩、無文)

石 品滑石製品石棒?(緑色片岩)

金属製品 鉱津
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S-12トレンチ

土 師器 小皿 a(イト)

龍泉窯系青磁 椀;1-b(I) 

須恵質土器 破片(体部)

肥前系陶磁器 染付(7"Yント)

国産磁器 破片(青磁)

自 磁皿，破片(I)

瓦 類平瓦(格子叩)

金属製品 鉄釘不明鉄製品

S 12トレンチ 明黄色粘土

|土師器|丸底杯

|瓦 類|破片

S-12トレンチ 暗褐茶色土

須恵器 杯 C

士 師器 杯 a(イ卜) 小皿 a 1皿cX椀 C 煮沸具破片

瓦 器椀

龍泉窯系青磁 椀;1-a(1) 破片(1)

皿;1-a(I) 1-2c(1) 

同安窯系青磁 椀;1Vー1b(1) 

須恵質土器 重量 担ね鉢(東播系)

自 磁椀;1V(3) V(2) V-2(1) V-1 x VII1-2(1) 
V-2 X V1 -V1II-4(1) V1(1) 

凪 ;II1-l(1) V1-VII1(I) 

中国陶器 査;壷×耳壷 c-3(1) 査×耳査(I) 破片(1)

他器種;破片 (B群)(I) 盤 (2)

瓦 類丸瓦平瓦(格子叩) 軒丸瓦

石 製 品滑石製石鍋再利用品石鍋滑石

金属製品 鉄製品

小皿 C 破片(煮沸具)

平瓦

513トLンチ黒茶色士

|瓦 類|爆し瓦

S-14トレンチ 黒茶色土

土 師器 杯 a 小皿 a(イト)

瓦 器椀

龍泉窯系青磁 椀;1-2(I) 1-4(1) 

白 磁椀;V-4 X V1II-3・4(1)破片(I)

血 ;1V-1 (1) V1 (1) 

問安窯系青磁 椀;1II-1・b(1) 

瓦 類平瓦(縄目叩)
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S 14トレンチ黄色土

|士師器|小皿 a(イト)

S-15トレンチ

須恵器 破片

須恵質土器 担ね鉢(東播系)

肥前系陶磁器 染付，破片

国産陶器 破片

国産磁器 破片

白 磁 椀;V1II(1) 

瓦 類 丸瓦平瓦(無文)
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S-16 トレ~f

I::f: siIi吉岡a(イト)

InE前系陶磁器|染付，蓋

S-16トレンチ灰青色士

須恵器 破片

土師器 小皿 a

土師質土器 熔熔?

国産陶器 急須破片

国産磁器 破片

瓦 類嬬し瓦

石製 品焼石

金 属 製 品 鉄釘銅線
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8 宝満山遺跡群第 38次調査

(1)調査に至る経緯

調査地は太宰府市大字内山 2-1，2-2に所在する「中宮跡Jと呼ばれている周辺に、人為的な段造成面

が展開している個所の観察と図化を目的として行った、遺跡分布および測量調査である。調査は地権者

である竃門神社の承諾を得て、平成 20(2008)年 11月 28日~平成 21(2009)年 3月 31日にかけて国

庫補助事業として実施した。調査面積は 25000ばである。

(2)調査の概要

調査は GPS測量にて原点を設け、国土座標第 II座標系により位置を明示した。遺構観察用の略図を

1/1000で作成し、遺構測量図は株式会社埋蔵文化財サポートシステムに委託し1/500でトータルステ

ーションを用いて記録した。中宮跡周辺に広がる人為的段造成面の遺構分布状況と相関関係の確認、個

別遺構の確認、遺物の採取、地形測量等をおこなった。

遺跡は中宮跡のある標高 720mから通称「百段ガンギ」と呼ばれる石段下の標高 620mの聞に展開する。

北は中宮跡北の党宇磨崖から西に延びる尾根線で限られ、南は中宮跡から南へ尾根線伝いに降りている

通称「愛巌道」に限られる。踏査や伐採により 97面からなる段状造成、石垣、石築地などが連続的に

形成された様相が確認された。また、段造成聞をつなぐ通路状の遺構も確認された。周辺から出土した

遺物は古代・中世のものから近世の国産陶磁器類、瓦などがある。近世陶磁器は江戸時代後期に位置付

けられ、遺物の時期的傾向から段造成は江戸時代にその主体があるものと考えられ、宝満二十五坊とい

われた近世修験道の坊跡群の一角の遺構群と位置づけられる。現地踏査段階では測量の段取りに合わせ

て登山道の北側を A区、南側の「閑伽の井」から東を B区、登山道南側「閑伽の井Jから西を C区とし

て便宜的に区切り、記録をした。踏査については小西信二氏の助勢を得た。

(3)検出遺構

検出された遺構は段状の造成面であり、基本的なあり方として等高線に沿う水平方向に連続して形成

されたものと、尾根線状に雛段式に連続して形成されたものとがある。その遺構群は現在使用されてい

る登山道を中心に南北に分かれた形に展開する。

A区

北側の A区は山の稜線上にある中宮跡の並びを頂点に、その下に 3段の水平方向に連接する群と「百

段ガンキ」と呼ばれる登山道沿いの尾根の上下に展開する 1群がある。また、登山道の南側では中宮の

南側の段を頂点、にして、その下に 5段の水平方向に連接する群と尾根の上下に展開する 1群がある。

中宮跡の並びには平坦面 1'"""-'6がある。奥行きは 85mあり、中心の 1は長さ 30m、幅 21mを測る中

宮の中心部で、北に現在は十一面観音を祭る祭壇前の段 2に続く。その背面には文保 2(1318)年銘の

党宇磨崖の岩があり、基壇の石垣と段 4'"""-'6が連なる。基壇は役行者堂跡とされている。

中宮跡の並びの西直下にはレベルに沿った通路 7に連なる平坦面 8'"""-'20がある。面 10は内外に面を

形成する特殊な高さ1.5mほどの石築地に固まれた長辺 19m、短辺 16mを測る空間で、「宝満山絵図j で

は神楽堂の記載が見られる個所と思われる。入口にあたる面 9には束帯天神像とおぼしき石製板碑があ

る。面 10と大岩を挟んだ西の.fi:1凌先端には尾根沿いに小規模な面 14'"""-'17がある。 8、19、20は尾根

に従う石垣を用いた段で、板碑、灯篭の残欠があり墓所である。この尾根の北側は緩やかな谷となるが、
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官g.80 第38次調査地形浪!IJ量図(1/1000)



有g.81 第 38次調査地区割付図

161-



中宮の党字磨崖のある面 4の直下に当たり、不明瞭ながら面 11から 13までがあり、その先は土砂流出

でかく乱されている。明染付、土師器杯、須恵器小壷、土師質土器火鉢などの破片が採取されている。

さらにその群の西下方には通路 21に連なる 22、23の面がある。 22の南側は石を並べた階段があり、

23は長辺 41m、短辺 10mを測るこの群の主体を成す空間である。法側は石垣を形成するが、水害により

中央が大きく崩壊している。南端には棚状の段があり、西側には低い石列による敷地内の区画がある。

その西下方には通路 24から北に連なる平坦面 40までの群がある。通路 24と面 26の境には石を並べ

た階段があり、 26はこの群の中心的な面で長辺 35m、短辺 12mを測る。法側は石垣を形成するが、 2か

所で崩壊している。石垣際に沿って一段高い石段があり、面の中にも 3か所で低い石段で区画が見られ

る。北側奥には 2mX 6mほどの基壇状の小規模な高まりがある。面 26南側の 25付近には板碑が散在し

墓所と見られる。

この石垣直下に幅 50cmほどの通路が通り、さらに北側奥に面 28"-' 40の群がある。 28がその中心に

なる面で長辺 35m、短辺 10mを測る。法側は上下 2段の石垣を形成するが、南側半分が崩壊している。

面の中に低い石段による区画が見られ、南側 7mX 6mと北側の下の面 29に3mX 2.5mの石による基壇

の痕跡があり、小嗣があった可能性がある。面 29北東側には安政 3(1856)年銘の、28には寛文 9(1669) 

年銘の石灯篭の竿が残されている。さらに北奥の尾根の稜線に小規模な面があるが、面 38、39には延

宝 5(1677)年銘などの板碑が散在し墓所となっている。

この西側下には「闘伽の井」の面から続く 41"-' 44の群がある。 41はこの群の中心で、長さ 26m、幅

10mを測る。法側は石垣を形成する。中央東の法際に水場がある。

さらに西側下には 45"-' 49の尾根に従う小規模な造成面があり、 A区の西端の群となっている。面 45

が中心と見られ長辺 20m、短辺 6mを測る。

B区

登山道南側の B区は山の南に延び愛撮山に至る稜線上にある登山道を東限とし、その西下側に標高に

沿った方向で列状に平坦面が並ぶ。西限は「閑伽の井」のある平坦面の法尻としている。南限は NTTの

反射板のある平坦面南側の巨石群である。

通称「愛巌道」と呼ばれる動線上には中宮から南に一段上がった面 50と51が近接し、一段降りて

52 "-' 56までが一つの小群をなすように見える。 50と51は長さ 31m、幅 6mで、その下の中心的な面 52

は長辺 30m、短辺 16mを測る。面の東には長さ 15m、幅 2mの棚状の石垣による壇があり、南側には L字

形の石列による仕切り状のものがある。西斜面の面 55、56には天明 4 (1784)年銘の墓石などがあり

墓所と思われる。さらに先の尾根には長辺 35m、短辺 11mを測る面 57、長辺 26m、短辺 12mを測る面 66

がある。その南下には NTTの反射板が設置されているが、もとからある平坦面であり、長辺 29m、短辺

12mを測る。南端に 2基の墓石があり墓所となっている。

西側の一群は「閑伽の井」のある平坦面 61が登山路(往還路)からの入り口となっており、ここに

は南側に通称「岩窟ホテル」といわれる 9mX 7mのコンクリートの建物跡がある。面は長辺 32m、短辺

10mを測る。西は表面を平たんに揃えた 2段の立派な石垣が特徴的で、南に長辺 22m、短辺 5mを測る面

白につながっている。この部分は南端の屈曲部分のみに石垣が用いられている。さらに南側には「愛

巌道」に至る聞に面白、 65、がレベルに沿った小道沿いに展開し面倒につながっている。この間の東

斜面や面から龍泉窯系青磁椀、青白磁、白磁、瓦質土器など古代末から中世の遺物が採取されており、

古い時期の生活域で、あったことが知られる。

c区
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登山道南側の B区の西斜面、「愛巌道」までの聞に広がる壇造成群である。レベルに沿っておおよそ

3段の列に分けられる。

1列目は「百段雁木」登り口南側から入る小道沿いで、面 74"-' 83までがそれである。道の最奥にあ

る面 77がメインの平坦面で長辺 36m、短辺 9mを測る。西の法は石垣だが 2か所以上で崩落し、荒廃化

が進んでいる。北側の入り口は飛び石で、階段状になっている。東端は 6mX 4mの棚状の段がある。 B群

との境に小さな面的、 70があるが、ここから 8世紀中頃の須恵器杯 aが採取されている。域内におい

て最も古い遺物であり、山頂祭杷がおこなわれた段階での遺物で注目される。

2列目は「吉田屋敷」の石製の標識が建つ面白を入口とし、 88へと連なり、西に降りる尾根に連続

して造られた小規模な平坦面倒から 93がそれで、ある。面 86は 16mX 9mを測る。天明 4 (1784)年銘

の墓石が北側にある。 86の南側は飛び石状のスロープ 87があり、長辺 40m、短辺 9mを測る面 88につ

ながっている。ここからは近世陶磁器に交じって白磁、同安窯系青磁皿、須悪質警など中世土器が出土

しており、基層に中世の生活面があるのかも知れない。石垣の使用は北側の一部に止まる。ここも一部

が崩壊している。南東奥の壁面は巨石が路頭し、それを辿ると上段の l列目に合流する。段 85から 93

は連続した尾根筋の小段で、五輪塔など墓石が埋没しており墓所として使用されている。

3列目は 2列目西下の登山道脇にある面倒から 96であり、長辺 40m、短辺 10mを測る方形に近い平

面形を成す。西の法面は石垣によるもので 2か所が崩落している。一部はその下にもうー列石垣を備え

ている。この部分が次の面 95への動線になるものかも知れない。その奥の面 95は長辺 18m、短辺却

を測る。これも西の法面に石垣を用いている。

D区

場所は調査対象地A区面 72から「愛巌道」を水平距離で 100m下った地点にある、尾根の地形変換地

点で、自然な狭い平場がある個所である。近世陶器の翠らしい破片が散乱しており、回収された遺物の

復元からそれは覆でなく、警の形を利用してあつらえた洞であったことが考えられるようになった。寛

政 9年の「宝満富山中絵図J中に窟や八大童子などが把られた箇所に「瓶」と記載されており(森 2000年)、

この「瓶Jの正体が蓄を改良して造ったこの桐とみられる。

I
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-

l

 

(4) 出土遺物

A-2地区(面 11東側)No. 1 (fig.82、pla.1 "-' 4) 

国産磁器

白磁皿(1) 復元口径 9.2cm、器高 2.6cm、復元底径 5.0cmo 素地は淡白褐色の 0.5mmの砂粒をわずか

に含む。乳白色。焼成は良好。紬調は淡白灰色の薄い施紬を施す。全面に施紬するが、畳付部は紬を掻

き取る。

A-2地区(面 11東側)No.2(fig.82、pla.3・4)

肥前系染付

椀(2) 復元口径9.8cm、器高4.3cm。底部を欠損する。外面には暗紺色の呉須による草花文を絵付けする。

内面には口縁部に二重の圏線、見込みに圏線をそれぞれ絵付している。

A-2地区(面 8北側)No.3(fig.82、pla.3 "-' 5) 

肥前系染付

椀 (3) 復元口径 10.0cm、器高 5.3cm、底径 4.2cm。外面にくすんだ紺色~青色の呉須での絵付けを施す。

花井文と、圏線。高台内面中央に「書」の退化した文字を描く。全面に施紬するが高台の畳付部は軸の
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O 

20cm 

掻き取りをする。部分的に目跡が観察できる。

A-2地区(面 8)No.4 (fig.82、pla.3・4)

肥前系染付

椀何) 復元口径 11.4cm、器高 4.8叫底部を欠損する。紬調は内外に青紺色の呉須で絵付けを施し、

:;trょ;???薄く糊する。外面は花蝶文と吋合部あたりに圏線内面吋部

A-2地区 NO.5(fig.82、pla.3・4)

国産陶器

FJJ;!:出fij;4JLitrLiZ三五二日記
播鉢ゆ

口縁から休部までの破片。内面に細かい播目を施す。口縁部付近、、くほど播目の一単位の間
隔が広かる。播円原体は 1.2

叫播目は使用により摩耗山る。一;丁字形を呈す。焼成は良

f;2tfZこ;f;;;;ぷ2;の砂粒砂く含む。淡灰渇色の山の砂粒問

徳利(7) 口縁部と底部を欠損する舷片。器高 9.7cm。素地は鈍い赤灰色で、持灰褐色の O.5mm大の砂
粒をわずかに含む。焼成は良好。素地の上に白色の化粧土を施す。その上に鉄軸で草花文を描き、薄い

ず山町粕矧同内部吋粧土は施町枇茶褐山畑れをおこ山る

平瓦 (8) 側縁部の破片。似1)
縁部はへラケズリのあとに軽くナデ調整。焼成は良好。色調は凹面が鈍い

茶褐色の暗灰青色を重ねる。凸面は鈍い茶褐色胎土は粗い。淡白褐色の
l 以下の砂粒をわずかに含

み。山下の赤色粒を多量に含む。凸面にい 叩きを施す。格子目叩ムト
Bc類。A-3地区 (面 23西斜面)No. 1 (fig. 82、pla.1・2)

国産陶器

聾 (9) 口縁部破片o 器高 6.5
一口縁は肩部より直立し、端部は外側に向かって折り重ねることで、肥

厚させている。肥厚部はは突帯ぎみに稜線をもっ。焼成は良好。胎土は
淡庁褐色の 0・5mm"--1mmの砂

丘二ZZ1212tT13分的叫ぶりでl間色;内面は明青灰色。

肥前系染付

椀 (0)
底部を欠損する口縁部から体部の破片。外面に暗青色の呉須で絵付けをする。破片のため判

出、;:??;;;、よ??表面に町と暗黒赤粒が多量に認められることから 焼成時の窯管理が

A-5地区(面 24)No_ 1 (fig. 82、pla.1・2)

国産陶器

徳利 (11) 体部破片。器高 5・3cmo
素地は明灰白色。外面に暗青色の呉須で、絵イ寸けをしている。「賀酒

J12(立立)すた21t七 山 確 に は 判 別 山 ぃ。内面は粕垂れを山る。

土師器

小皿 a (12、13) 12は復元口径 6.6cm、器高 1・1cm、復元底径 4・8cmo底部切り離しは回転糸切り技法。
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13は、口縁部が欠損している破片。器高 0.9cm、底径 4.5cm。底部切り離しは回転糸切り技法。

坪 a(14) 口縁部破片。器高 2.5cm。底部切り離しは回転糸切り技法。

須恵、器

小壷(15) 頚部の破片。器壁が 3mmとやや薄手。内面に粘土の接合痕跡と、粘土を絞った跡がある。

土師質土器

火鉢 (16) 底部破片。胎士は淡白褐色の O.5mm'-"'" 1mm程度の砂粒をごく少量含む。焼成はやや良好。

底部はへラ削り。内面はヨコナデ、外面は丁寧なヨコナデで、平滑にしている。色調は外面が淡黄褐色、

内面がにぶい褐色。断面は内面が暗黒色で外面にいくと淡黄褐色を呈す。

瓦質土器

火鉢 (17) 口縁部破片。器高 2.6cm。口縁部外面に菊花文のスタンプを連続して押す。灰褐色の 0.5mm

'-""'5mm砂粒を多く含む。焼成はやや不良。色調は外面がにぶい黄褐色、断面は黒灰色を呈す。

青花

皿(18) 底部を欠損する口縁部の破片。口縁部は端反り。外面には薄い青紺色の呉須で牡丹唐草を描く。

内面には圏線。透明紬の表面は細かい粒子が毛羽立つているように荒れている。上回分類皿VI類。

8-2地区(面 57下)No. 1 (句.82、pla.6・7)

須恵質土器

播鉢(19) 体部破片。器高 3.9cm。胎土は淡灰褐色の 0.5'-"'"1. Omm大の砂粒を含む。焼成は良好。色調は、

暗赤灰色~暗赤褐色。内面に 3条の播目を施す。

国産白磁

皿 (20) 高台部から体部への破片。器高1.9cm、復元底径 9.2cmコ紬調は光沢のある淡白灰色。高台畳

付部は紬を掻き取っている。

8-2地区(面 65)NO.2(fig.82、pla.6・7)

瓦質土器

火鉢 (21) 口縁部破片。器高 4.7cm。胎土は淡灰色の O.5mm'-"'" 1mm程度の砂粒を少量含む。焼成は良好

で堅固だが、炭素の吸着はやや悪く瓦質化していない。色調は暗褐灰色。内面の口縁部下はヨコナデ、

外面はスタンプ文を隙間無く施す。少なくとも二段構成で施している。口縁端部はわずかに外面に突出

させるが、丁寧なナデのより平滑に仕上げられている。

8-3地区(面 51東斜面)No. 1 (fig.82、pla.6・7)

肥前系染付

皿 (22) 口径 8.4cm、器高 2.1cm、底径 4.8cm。口縁部に輪花を施す。内面に深い紺色の呉須で山、お

そらくは富士山を描く。全面に薄い透明紬を施すが、高台畳付部は紬をはぎ取っている。

瓦

丸瓦 (23、24) 23は陶器製の瓦。縦 11.7cm、横 11.6cm、厚さ 2.0cm。玉縁部の破片。焼成は良好で堅

く焼き締まっている。凹面はナデ調整、凸面はヘラ削りのあとにナデ調整。紬調は暗緑黒色。凸面に塗

る。素地は明渇灰色を呈す。 24は陶器製の瓦。丸瓦というより道具瓦というのが正しいかもしれない。

縦 14.1cm、横 11.2cm、厚み1.6cm。三面で側面を確認している。領!J縁部はヘラ削りの後に軽くナデ調

整を施す。両端面ともヘラ切り後にナデで丁寧にしあがている。狭端面は端より 5cmほどへラ削りを施

し器壁を薄くしている。端部の厚さは 8醐程度と削りこまれている。中央に直径1.6cmの孔を穿ってい

る。それは瓦固定用の孔であるが、その中に固定時につかった金属製品がわずかに残存している。
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C-1地区(面 88北東斜面)No. 1 (fig.83、pla.8'-"'"11・14・15)

土師器

小皿 a(1) 復元口径 6.6cm、器高 0.8cm、復元底径 4.8cm。底部切り離し技法は回転糸切り。非常に肩

平で、口縁端部を丸く処理している。

皿 (2) 底部破片。器高1.2cm。底部切り離し技法は摩耗により不鮮明。ヘラ切りの可能性が高い。色

調は明黄白色。

須恵質土器

担ね鉢 (3) 体部破片。器高 6.5cm。外面には回転ナデ調整。内面は回転ナデ調整のあとに不整方向の

ナデ。内面の器壁はあまり摩耗していなし、。

国産陶器

椀 (4) 体部破片。内面に淡灰白色の象眼を施す。外面は縁灰色の紬を施す。素地密で暗灰色を呈す。

播鉢 (5) 体部破片。焼成は良好。表面は暗赤褐色の軸を掛ける。胎土は 1mm以下の白色粒をやや多く

含み、やや粗である。内面に密に播目を施す。

輩 (6) 底部の破片。器高 5.7cm。胎土はやや粗。淡白色の 0.5'-"'"1mm前後の砂粒を多量に含む。 5mm

以下の暗灰色砂粒を少量含む。焼成はやや不良。内外面の器壁表面が火ぶくれではじけている。焼き締

まっている。色調、内面は暗茶赤灰色。外面は暗茶褐色。底部はへラ切りのあとにナデ調整。

肥前系染付

椀 (7、8) 7は器高 3.0cm、復元底径 4.5cm。底部から体部の破片。内外面に紺色の呉須の濃淡で絵付

けをしている。内面に松などの風景を描き、外面には草、変形雷文、圏線を描く。高台はハの字状に外

側に張る。 8は口縁部を欠損する。器高 2.8cm、復元底径 3.2cm。外面に中央あたりに淡紺色の呉須で

絵付けを施す。全面に白色紬を施し、高台畳付部は掻き取る。ただし、内面、見込み部は紬の掛かりが

まばらで素地がまだに見える。

鉢 (9) 口縁部から体部への破片。体部はやや内湾気味に立ち上がり口縁部は外側に外反する。口縁部

には輪花が認められる。口縁部内面に帯状に紺色の呉須の濃淡で絵付けをしている。全面に薄い緑灰色

の紬を掛ける。

瓦

平瓦 (10、11) 10は向器瓦の一部。焼成はやや良好。焼き締まってはいない。凹面に暗赤褐色の薄い

塗りが施されている。摩耗しており明瞭で、はないが、端面が確認される。凸面に格子目叩き I-Bc類を

施す。 11は陶器瓦。端面と側縁部が確認できる。胎土は、 1mm程度の暗灰色粒子を少量含む。焼成は良

好で固く焼き締まっている。凹面全域、凸面は側縁部から 3.5cmほどの範囲に暗茶褐色の紬を施す。凸

面の暗茶褐色紬が掛かっていない範囲は薄く褐色の紬が下地のように施されている。

丸瓦(12) 側縁部と端部の破片。陶器瓦。凸面全域に暗褐色の紬が掛けられる。凹面は褐色の薄い粕

に部分的に暗褐色の軸が掛けられている。側縁部はヘラ削りで調整している。端面はへラ削りのあとに

ナデ調整か。焼成は良好で堅く焼き締まっている。平瓦の 11とは紬調が似ているため、セットで使わ

れていた可能性を考える。

C-1地区(面 88中央)NO.2(fig.83、pla.10 ，-，.，.， 13) 

国産磁器

壷 (13) 白磁の査。体部の破片。器高 8.5cm。紬調、外面は淡青白色、内面は明青白色。外面の下部

は露胎している。胎土は暗灰色を呈し、淡白褐色の 0.5mm程度の砂粒を少量含む。素地が粗いため国産
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と判断した。

肥前系染付

椀(14、15) l4は底部を欠損した筒型椀。復元口径8・2cm、器高5・2clllo淡紺色の呉須で、絵付けをしている。

外面は蛸唐草文。内面は口縁部近くに四方陣文を併状に展開させている。15は復元口径 12・1cm，興高

4.8叫底部を欠損する。淡紺色の呉須の濃淡で絵付けを施している。外面には 口縁部下部に雷2;
:状に展開させ体部中央には草花文を描く o 内面は口縁端部近くに 2重の 酌巡問

平瓦(16) 陶器瓦。胎上はやや密。2mm以下の白色粒を少々含む。焼成は良好で竪く締まっている。

色調は暗茶褐色で、紬を重ねて塗っている箇所は暗赤黒色を呈す。凹面は端面から 4cmほど暗赤黒色の

軸が塗られている。凸面は全面に塗られるが側縁部には塗られていない。 (先ほどの凹面の端面からの

軸は塗られている。凸面はナデ調整。倶IJ縁部はへラ切り後にナデ調整をしている。

C-1地区 (面 88南側)No. 3 (fig. 83、pla.10'" 13) 

土師器

小皿 a(17) 底部破片。器高 1.5cm。底部切り離し技法は回転糸切り 。

査(18) 器高 5.8cm、底部 8.2叫焼成はやや良好。色調は暗黄灰色。内面は回転ナデ、外面はロクロ

ナデ。底部近くでへラ削りを施す。底部切り離しは、回転糸切り後にナデ消している。

瓦

丸瓦(19) 陶器瓦。焼成は良好。胎土は淡灰褐色の 0・5'" lmm大の砂粒を少量含む。粕調は凹面が暗

褐茶色で光沢がある。凹面は暗褐茶色。側縁部と玉縁部はへラ切りで成形している。

C-2地区 (面 70)No.2(匂 83)

須恵器

ヤ(20) 底部破片。器高 1.7cm、復元底径 7.6叫底部切り離しは不明。乱雑なナデ調整。

肥前系染付

椀 (21) 復元口径 9.9cm、器高 6・2cm、底径 3.9cm。薄い紺色の濃淡で、絵付けを施す。外面は木を描い

ていると思われる。内面見込みに吉祥文が崩れた記号を書き込み、口縁端部ちかくには帯状に雷文状の

ものを巡らす。呉須の発色から明治以降のものと考えられる。

C-3地区 (面 95)No. 1 (fig. 84、pla.14・15)

国産陶器

蓋(1) 口径 7・4cm、器高 2.6cmo 外面に摘み部を中心に黒褐色の鉄紬を掛け、その上から透明感がつ

よい黄灰色の軸を掛ける。素地は灰白色で密。

肥前系染付

椀
(2) 器高 3・6cm、底径 3.6cm。 口縁部を欠く 。淡紺色で内外面に絵付けを胞す。外面には草花文、

内面見込みにも草花文と思われるものを絵付けしている。丸みを構びた器形と呉須の発色から江戸時代

後期のものか。

徳利 (3) 器高 8.5cm、復元底径 6.8叫暗紺色の呉須の濃淡で描く 。外面に草花を描く 。焼成は良好。

内面は回転ナデ調整。外面は紬のため不明。胎土は密。底部を薄く仕上げており、体部との接合痕跡が

明瞭ではない。おそらくは現代の大量生産の品。

C-3地区 (面 89)NO.2(fig.84、pla.14・15)

。 10cm 

C-2 NO目1

旬 83 第 38次 C-1NO.1-3、C-2NO.1・2出土遺物実測図 (1/3、1/4)
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白磁片か。現代のものか。

5は接合部破片。器高 11・4cmo直立する体部から斜め内側に傾斜する変換点に鍔

内面に横方向のくぼみが段をも って並ぶ。

状のものがとりつくと推定している。鍔部にへラによる切りこみあり。粕調は、内外面が暗茶色~一

部黒茶色で、暗茶褐色のやや光沢のある軸が施されている。胎土は暗灰茶色~暗灰色で、密。0・5mm未満

"'3mmの砂粒を少量含む。焼成は良好。内面はヨコナデ調整。外面は施軸1::よ て不明だが、鍔の取り

付け横ナデが観察できる。6は器高 13.6叫厚さ lい器壁に、粘土板-Jから合掌するように貼

国産磁器

椀 (4)器高 2.8cm。

D-1地区 No.1 (fig. 84、pla.16 '" 23) 

国産陶器

聾状製品 (5'" 9) 

D-1 

3 

10cm 

-ー

マ 境モ

@ 

NO.1 

千台子
C-3 NO.2 

C-3 

り付けて、聞の空間は下から屋根の軒先のように三角形状に突出している。稜線の先にやや不格好ながJ 
これが意図したものならば軒先の枕木の出と考えられる。貼り付け

ら直径 2cm程度の貼り付けがある。

部は縦方向の粗いナデを施す。内面はヨコナデ調整。手rb調だが、外面は暗褐色のやや光沢のある軸を全

面に施す。内面はやや明るい茶褐色の露胎だ

あったことを想定できる。胎土は密。0・5mm'" 1mmと、3mm程度の砂粒を多量に含む。7は器高 44・8c刊

最大径 72叫直線的に立ち上がる体部と水平に張り出す鍔部、そして鍔から内側にむかつて斜めに伝

斜している。鍔部は水平だが、部分的に上部にせり上がっている箇所がある。紬調は内外面に暗茶色~

茶色の紬を施す。外面の一部に淡茶灰色の紬が切れ切れの筋状に流れている箇所がある。胎土は密。暗

20cm 

-

6 

O 

、
、、

利調、外面は暗

部に暗茶色の軸が施されるが基本、露胎してい

茶褐色~褐色で、0・5mm未満"'3mmの砂粒を多量に含む。焼成は良好。8は器高 2l.9cmo 

る。0・5mm'" 1mmと、3mm程度の砂粒を多量に含む。胎土は密。鍔部と内側に傾斜する部位の破片。

こでは 6のような軒先状の貼り 付けはない。ただし、傾斜部は縦方向に刷毛目調整される。部分的な

断面図を図化しているが、鍔の下部に切りこみがあることから窓状の空間が鍔の下にあると思われる。

9は底部から体部の破片。器高 55.3cmo底部は粗いへラ切り。直立気味に立ち上がって外反していく 。

体部外面にへラで漢字らしきものを刻印しているが読み取れない。外面は暗茶色~黒茶色の軸を全体に

流した後で、淡茶白色の紬を五月雨状に流している。軸溜まりは暗緑褐色を呈す。内面は暗茶色~淡赤

守

、ー

茶色~暗茶褐色と一部に黒茶色の紬が施される。内面
“ 、

む;
;f 
? 

茶色の軸を流す。体部の中~下部に淡茶白色の紬が筋状に垂れる。胎土はやや密。
0・5mm未満'"6mmの

一一一一一一一ー-，7 

これらの破片を総合的に考えると、聾の上下逆さにしたも
大小様々な砂粒を多量に含む。焼成は良好。

の下部に窓のような空間を作り、その上には鍔を回して庇を付ける特殊品の姿が想定できる。おそらく

は何かにかぶせて中のものを恒常的にみせるための用品だと考えられる。嗣であった可能性が高い。

(5)小結

今回の調査対象地は近世にあっては宝満二十五坊と呼ばれ介体験道の一山町織の拠点のうち「西院谷
J

と呼ばれた坊跡群に相当する。今回認知された人工的な浩一二及川町は、

に、段造成群は中宮から山頂方面に向かう登拝道、反対に南に下る「愛嶺道
Jを頂点にし、中央を内山

方面からの登拝道で分かたれる 3
つの群で捉えられた。段造成群は中宮ライン以下のレベルは等高線に

沿う水平方向に延びる小径に沿って展開する小群があり、長辺
25mを越える石垣を多用した中心的な面

があり、至近の斜面中などに墓所が設けられている。

一山は明治初期の神仏分離や修験道廃止令などにより離山したため、残念ながら一つ一つの面の名称
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第 38次 C-3NO.1・2.D-1出土遺物実測図 (1/3、1/4、1/8)
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(西図)(福岡県立美術館所蔵資料に加筆)

百g.86 「宝満山絵図」による西院谷地区の坊の復元図
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:u船
ヒ石

などが伝わっていない。山中の訪の所在につ

いては、複数の文字資料と若干の絵画資料が

残されているが、その位置については諸説が

一定した結論は得ら

れていないのが現状といえよう。近年、岡寺

良が「ド世山城の図化庁法で、山中の段造成を資

料化してその成果を公表している(岡寺 2008

年)。宝満の近世史を考察するうえでは欠く

出されてきたところで、

ことのできない労作であり、 今回調査対象に

した西院特地区も図が提示されている。その

中で、段造成面に一
一つ坊名を充てる作業を

しているが、江戸初期から幕末までの聞に坊

の盛衰に従って屋敷地が変更されたり、 一つ

のJ)jが複数を所有する状況が派生したりして

いること、史料の記述内容に蜘酷があるため

に客観的な充当作業が困難になってしまうき

らいがあること、などが垣間見られる。時系

列に従ってそれぞ、れの時代の図を作成するこ

とが必要であるが、文字資料で、は一つの坊の

絶対的な位置が測れず類推を重ねなければな

らない。坊中の井本幼伝来の 「寵門山水帳」

には寛文 11(1673)年の各坊の位置と持ち山

これにおいても四至
の場所が記1哉されるが、百g.87宝満山中宮・西院谷地区境内平面図(1/3000、岡

寺 2008より)
の表現が当時の地名などを用いる箇所がある

向ずと限界がある。など、

「宝満山絵図」
相互の位置関係が示された江戸時代の両院祥地区を描く

永 18 (福岡県立美術館所蔵)は寛

りがたいことにこの図には、坊をつなぐ小径が記されていることから、今回の調査成果との対照が可能
あ

よる。

年頃までに成立したとされる絵画資料で、坊全体の名称を示す初期の情報として重要である。

これによれば北東側から、面 11は神楽堂、その西ドの面 23は財徳幼、
とy

さらに西下の面 26は
、北の面 28は奥ノ坊、面 41は伊多抗、面 45付近は岩本坊、行段ガンギ南西の面 88は山中坊、

危石坊

その南奥の面 77が福蔵坊、 NTTの反射抜のある面 71が経蔵抗、

る。遺跡は当然、残された最後の形状であり、
一番下の面 94，95は大谷坊に比定され

今回抽山された各小群の巾心的な広めの面が存在する形

これをまず足がかりにして、文献にあらわれる各訪の盛衰を時系列で整理していく中で、

「宝満山絵図J成立からの改変があるものと思われるが、
絵図に示された相互の位置関係に近い場所に、

となっている。

間におい勺?民主tsJ)jを竺:???宇るものと考えられる。墓石には庁くは延宝 5(1677) 

最終的に宝満から山伏が離山した段階の最後の姿が見えてくるのではなかろうか。

ものが含まれており、 LLJ-'同

記の
1ム ノヨ円IJ朋川り功と基刀、セットで営まれていることが理解される。

ある資料と遺構の関係を整理することも望まれる。 これら年

庁では豪壮な石塩も雑木の根が買人し、度重なる集中豪雨によって近年崩壊が進行しており、遺構
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の保全問題も大きく影を落としている。今回は平面的な遺構情報は台帳化できたが、石垣などの詳細に

ついては課題を残している。

また、崩壊した土砂によるものか、遺物の採取によってこの地域に 8世紀から中世末に至るまでの時

期の遺構が埋蔵されている可能性が見えてきた。 8世紀にあっては山頂、辛野遺跡での祭把のための登

撃が繰り返しおこなわれており、その中継点となる中宮地区での遺跡の存在は注目に値する。また、内

山、北谷地区で坊化が進んだ 11世紀後半から鎌倉期においても、同時的にこの場に生活域が聞かれた

のであれば、中世末の戦国期に、戦乱によって疲弊した坊がこの地に上がってくる下地があったことと

なり、これも注目されることである。

参考文献

『宝満山歴史散歩』森弘子 2000年葦書房

「宝満山近世僧坊跡の調査と検討一山岳寺院の平面構造調査一」岡寺良 2008年『九州歴史資料館研究論集』

33九州歴史資料館

西暦

元号

出典

坊名 地区

大谷坊 西側

亀石坊 西側

山仲坊 西側 後の寂光坊か

岩本坊 西側

経蔵坊 東→西側

財行坊 東側 新坊に改名

平石坊 東側

善知坊 東側。

海泉坊 東側

大聖坊 東側 後の歓明坊。

道場坊 東側

修蔵坊 東側

富倉坊 東側

楊伽院 東側

南之坊 東側

福泉坊 東側

東院坊 東側

浮善坊 東側

鳥居坊 東側

新坊 東側 財行坊から改名

尾崎坊 東側

福寿坊 東側

松林坊 東側

井之本坊 東側

財徳坊 西側

市坊 東側

伊多坊 西側 栄門坊と成

金凝坊 西側。 亀石坊に売却

福蔵坊 西側

浮行坊 西→東側 吉祥坊となるつ

浄{主坊 東側

寂光坊 東側

普内坊 東側 寂光坊となる

奥之坊 西→東側。

仲谷坊 東側

栄門坊 西側 もと伊多坊

吉祥坊 西側

歓明坊 東側 大聖坊に改

資料 1 竃門山入峰大略伝記

資料 2 鎮西竃門山入峰伝記

資料3 竃門山水帳写

資料4 佐々木文書

資料5 井本・叶院・福永・佐々木文書

資料6 r復飾記j (井本文書)

資料 7 r主満山絵図j (福岡県立美術館)

1632 

寛永 9年

資料 1

O 

O 
O 

O 

O 

拠;~筑前国宝満山信仰史の研究』中野幡能 1980 年

tab. 14 宝満山近世院坊変遷表

1638 1641 1753 1808 

寛永 15年 寛永 18年まで 寛永末年 明暦3年 文化5年

資料 1 資料 7 資料 1 資料2 資料3

O O 

O O O O 
O 

O O 
O 

O O O 

O O O 携伽院となる

断絶

O 断絶

O O 
O O 

O O 

O O 

O O 
O O 
O O 

O 

O 
O O 

O 

O 

O 
O O 
O O 
O O 

O 

O O 

O 

O O 

O 
O 

O 

O 
O O 

O O 

O 
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1869 1870 1870 1877 

明治2年 明治 3年 明治3年 7.7 明治 10年

資料4 資料5 資料4 資料6

宝仲寺派

神職か? 大谷魚生

O 亀井重登 亀井重登

O 緒方武雄 緒方武雄

O 明治 10年断絶

佐々木龍雄

O 原因蕨多 原因襲多

守静院 佐々木舛雄

神職 富永朝明

神職か? 藤井両門

南坊 高橋武彦 両橋武彦

神職 福永品問

O 両城丹宮 両城丹宮

O 保田実 保田実

神職かり 鳥居繁雄

O 明治 3.12断絶

O 長谷尾角寿 長谷尾角寿

O 福沢一見 福沢一見

O 松尾広門 松尾広門

井ヌE坊・神職 井本邦緒

O 石井達 石井逮

神職か。 福井貢

神職かっ 大久保伊吹

O 大岡厚見 大岡厚見

神職 中谷義彦

O 木村盛人 木村盛人

O 吉田広輝 吉田広輝

神職か。 柴田辰雄

tab.15 r竃門山水帳」各坊所有寺内西側分一覧表

坊名 所有山名 山林の範囲 備考

伊多坊 伊多坊寺内 東・艮往還 栄門坊ト成

南亀石坊堺岸半 坤奥坊道迄

西奥之坊堺岩尾切

北財徳坊堺岸半石垣切

亀石坊 亀石坊寺内 東・南往還

西 往 還

北栄円堺岸ノ半切 乾有地

岩本坊 岩本坊寺内 東道切

南有地下岸迄
西大船道ヨリ上

北有地限リ

金凝坊 金凝坊寺内 東古道切 上地ニ成リ

南下岸半切 後に座主坊ヨリ

西往還切 亀石坊ニ売渡ス

北有地限リ

福蔵坊 福蔵坊寺内 東往還切 平石坊地福蔵坊ニ

南山仲坊道切 売渡ス

西大船道切

北有地限リ

福蔵坊寺内 東大谷坊堺有地

南・西有地

北往還切

大谷坊 大谷坊寺内 東福蔵坊堺谷切

南尾尻切

西浄行坊堺谷切

北 道 切 艮福蔵坊下岸切

浄行坊 浄行坊寺内 東大谷坊堺谷切 経蔵坊ト屋敷替ニ成ル

南大岩立切

西往還切

北同

財行坊 財行坊寺内 東道切 新坊ト成ル

南 山仲坊堺山道切

西牛ノ尾峠切

北奥之坊堺石垣有

奥之坊 奥之坊寺内 東大溝切

南財行坊堺石垣有

西大尾切城ノ尾迄

北財徳坊堺大石之下通切

tab. 16 第 38次調査 計測表

器種

小皿a イト

小皿a イト

珂'a イト

器種

小皿a イト

皿 a ヘラ?

器種

小皿a イト

器種

杯 a

A:内底ナデ B目板状圧痕
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tab. 17 第 38次調査 出土遺物一覧表

A2表採 No.l

r官主一語1播鉢

l国産磁器l小皿d白磁)

A2表採 No.2

匝百京両議詞染付，椀

A2表採 No.3 

匝百五両嘉吉司染付，椀(くらわんカミ茶椀)

A2表採 No.4

匝南京両福司染付，椀

A3表採 No.l

胃J.!.(it ，L~司大斐

A4表採 No1 

匝面支両議詞染付;椀

A5表採 No.l
匝斎王両議耳徳利

B2表採 No.2

臣官τ羽火鉢×風炉

)
一
瓦
一

皿
一
具
一

種
一
道
↑j
 

皿
一
瓦
一

小
一
丸
一

l
一
器
一
類
一

也
捕
一
一

採
一
守
一
一

一
言
一
系
一
一

白
一
前
一
一

B
一
肥
一
瓦
一

C2表採 No.l

圧 8iJi一事1破片(底部)(イト)

l亙一一一世亙

C2表採 No.2

開J.!.( *恥a

C2表採 No.3

匝百玄扇福司染付，椀

片一破一他一

2
一磁一

恥
一
一

採
一
一

表
一
一3: 

C
↑白一

Dl 

百日子雇1大護(特殊品か?)
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9 宝満山遺跡群第 39次調査

(1)調査に至る経緯

調査地は、太宰府市北東の宝満山西側山麓に位置する内山集落のはずれにあり、地番は大字内山字ジ

ル谷 1030-1、1030-2である。地元ではジノレ谷ではなくシノレ谷という人もいる。現状は調査地の北側に

浄戎座主屋敷跡と伝えられる丘陵が突出し、調査地南側はマルヤマと言う呼び名がある小高い丘陵で、

両方とも標高 150m程の高さで、その聞に挟まれた全長 120m程の小さな谷部分が開発対象地で、谷の中

でも高低差は 15m程あり、急斜面をなしている。調査前はモウソウ竹が南側E陵から進入し、田圃とし

ての利用は行われてなく、一部にヒノキの造林がみられる。調査区北側の正陵には段造成が残り、現在

でも江戸期のものとみられる墓石が転倒し埋もれている状況である。この丘陵の尾根を現在でも小道が

残り、地籍図でも道とされ、調査地まで歩くことができる。

調査原因は現在 7段ほどある段地に盛り土をするとし、う、いわゆる過度な盛り土によるもので、盛り

土が 10m近くなる所もある。平成 20(2008)年 10月 27日に試掘調査を行い、開発対象地の中位に遺

構の存在が確認された。平成 21 (2009)年 4月8日から 5月 27日にかけて発掘調査を実施した。試掘

調査は高橋学が行い、調査は宮崎亮ーが担当した。開発対象面積は 1755niであるが、試掘調査で遺構

が確認された部分のみ調査を行い、調査面積は 268niである。

(2)調査の概要

現状は前述のとおり、谷地形を有し、そこに 7段の段造成が残されている。段造成については石垣な

どの造作は行われていない。調査の結果、現在見られる段造成の地形は、谷部が1.5m以上埋没した堆

積土上に造られたことがわかった。

地表面から順に行くと、表土は竹の根が蔓延っていて、その下位に褐色土の単一層があり、合わせて

約1.3mの厚さを誇る。遺物量は少なく堆積年代の特定は難しい。この褐色土層は深さの違いはあるも

のの、谷全体で確認することができる。その下位には 0.4m前後の厚さで遺物包含層に達する。しかし、

遺物量は少なく、遺物の風化も目立つ。

調査区北側に一段平坦面が造り出されているが、腐植土などの表土を除去した深さ 0.3m程で、今回

の調査で最も遺構が確認された面がある。しかし、こ

の面も堆積土に掘り込まれたもので、その基盤層であ

る茶色土には奈良時代の遺物を多く含んでいる。その

下層には遺物が含まれていない茶褐色士層、そしてそ

の下に黒褐色土層が 0.2"'-'O. 3m程の厚さで堆積してい

た。この黒褐色士は南側 SX010付近で検出された黒灰

色土と同一土層とみられるが、全体には確認できない

ため、堆積する途中で削平消失したものと考えられる。

茶色土

茶灰色土

一一一-----
茶褐色土
(遺物なし)

黒褐色土ペ二一一一一ー
(遺物なし)

淡褐色土 / 

(S-5) 暗灰色土(S-5)

官g.88 第 39次調査区土層槙式図

(3)検出遺構

溝

39SD025 (fig.89) 

調査区西側で検出された幅0.5"'-'O. 7m、深さ 0.05"'-'O. 1m程の浅いL字形の溝である。その屈曲部では、
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~ーーー""

プランが確認できたため、別途 SK020として報告するが、 SK020と溝の幅や

126.5m 

O 
..... ーー=

39SK013・020遺構実測図(1/20・30)

39SK020 

礁と遺物が多く検出され、

深さが同じ部分が多、く 1溝と SK020は関係があるものと推測される。
ほかピットがJ..A，r. ‘ 

126.4m 

百g90
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この溝に固まれた内側には SK013

39SK020 (fig. 90、pla.2 -----5) 

SD025の屈曲部で撲や土器が集中して確認された。その範囲は南北 2.Om以上、東西 2・3mの不定形で、

よるものは全くなく、磯下からも同様の遺物が検出されることから廃棄土坑と推測される。

径 0・66m、深さ 0・45mの円形土坑で、灰褐色土の埋土に花岡岩礁が 5個検出された。

造物は完形にプ

検出されたが、特別な遺構は確認で、きていない。
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その他の遺構

39SX001 (1ig. 91、pla.6 -----8) 

ょ;;:;JJZ?と;11;122trzL2Zf;?r:Ltz
(fig. 92・93、pla.9 -----34) 

調査区の南偵峨裾ア検出された磯を含む茶褐色土層で ，þ~ 1. 2 -----l. 8m 深さ 0.15-----0吋測る0

223ftコ辺;ー 2つの遺構番号制川町ものと考えられる。調査を

.礁の聞を埋める灰茶褐色土や灰茶色土が磯そのものも覆っていること。

39SX010・030

-磯層を覆う上面の埋土に礁が殆ど含まれない内

表土除去時点で、礁の露出は少量であったが、会褐色土層は帯状に確認された。

-砂層は全く確認していないが、砂粒が大きい粘土質層や砂質土が下層に多い。
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第 39次調査遺構全体図 (1/130)
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1 赤茶色土と茶褐色土の混合膚
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39SX001・015遺構実測図 (1/20・30)
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-磯上やそれを覆う土層の境界部分に硬化面などの土層は確認できない。

-礁の隙間に一部粘土が確認で、きる。E 

制
限

-礁を除去した真砂土の地山面に径 0・05m前後の甑穴状のピットが検出され、構の両岸に甑穴や快られ

れJ

た部分が確認で、きる。

-磯層は南側にやや片寄って多くみられる。

-南側の地山に礁の露頭が含まれている。

• 0・1m前後の礁に混じって、 0・3'""'-'0・5mの大きな礁が平らな面を上にして、 0・6m前後の間隔で直線的
に検出された。

. l梓状になっているが、底面の礁は不規則で人為性がみられない。

・北隣の地盤が粘土質で、谷という立地上、雨天時や雨天後湿気を帯び、歩行に困難をきたす状況である。

当初谷底

-雨天後数日は特に湧水があり、歩行には不適な状態になる。

当初から人為的に磯を敷いたか否かについては明確ではないが、

よって、階段などの明確な道を造り上げたもの
ではなく、現在でも登山道に見られるような、部分的に礁が見え隠れしているよ うな通路が想像できる。

白磁椀 IV類や V類が礁の聞から出土するため、
用頻度は窺い知ることはできない。

当然遺構からその利

11世紀後半'""'-'12 

持は東側の調査地外にも続いていたが、試掘調査で遺構が未確認とされたため、すでに工事に着手

今後通

もそれに類する遺構プランは確認できなかった。遺構は淡灰茶色土が溝と土坑状に確認され、完形もし

器が正位置で検出された。溝は南側が削平され検出長 1・9m、幅 0・15'""'-'0・27m、深さ

土坑は構の東隣にあり、遺物の出土状況から同一の
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ら通路として利用したと推測される。

以上のことから考えると、

の沢をある時期か

世紀まで使用されたものと推測されるが、使用開始年代は不明である。

、調査は不可能な状態であった。盛り土のため、遺構が破壊されているわけではない

39SX015 (fig.91、pla.35 '""'-' 37) 

表土除去時に土師器と礁が確認されたので、当初墳墓に伴う遺物かと考えられたが、その後の精査で
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""¥明山亡き[，7こ。土EけJ器の小皿は重ねて置かれたものもある。

その目

底部切り離しは不明瞭。
口径 9.4cm、器高 1.2cm、底径 8.0cm。

土師器

小皿 a (1) 

39SK020出土遺物 (fig.94、pla.57) 

口径 8・8'""'-'10・2cm、器高 0・9'""'-'1・8cm、底径 6・8'""'-'8・6cmo底部切り離しは回転へラ

高台は低く尖り気味で、復元高台径 7.2cm。
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16 

丸底亦 a(11・12) 復元口径は 14.3cmと14.4cm、器高は 3.2cmと2.9cmである。磨滅が目立ち調整不

明瞭。

黒色土器

椀 (13) 復元口径 15.4cm、口縁端部が僅かに外反する。内面にはミガキ bの後にミガキ Cを施す。 外

面はミガキ Co B類。

土製品

炉壁 (14) 小片で、全形は掴めにくいが、内面は灰色に硬化 しているが、融解 してはなく 、ナデて平坦

にしており 、炉壁の一部ではなし、かと推測される。背面にも粗いナデ痕が残る。

石製品

砥石 (15・16) 15は自然石の川原石を利用した砥石とみられ、表裏 2面に僅かに使用痕跡が確認でき る。

16は欠損しているが、4面の使用が確認できる。

39SX010茶褐色土出土遺物 (fig.95、pla.58・59)
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土師器

椀(1) 口縁端部を僅かに外反させる。内面はナデ、外面はミガキを施す。淡茶褐色を呈する。

瓦類

瓦玉 (2) 大きさは 2.6x 2.2cm、厚さ 2.4cm。

平瓦 (3) 焼成は不良で、、鈍い茶褐色や黒灰色を呈する。外面は格子叩き、内面は磨滅し調整不明。

石製品

砥石 (4) 部分的に欠損しているが、 3面の使用が認、められる。砂岩製。

石鍋 (5~ 7) 全て滑石製で、内外面にケズリで、外面は特にケズリ痕跡を残す。 5は断面部の加工痕

があり、再利用したものとみられる。 6は口縁部に近いほど分厚く仕上げている。内面には細かい傷が

多い。

39SX010暗灰色土出土遺物 (fig.95) 

黒色土器

椀 (8) 口縁端部を平坦に仕上げる。内外面とも磨滅し調整不明。 B類。

椀 c (9) 高台は丸く屈曲した高台を貼付する。復元高台径 6.6cm。焼成不良で、灰黒色を呈する。

瓦類

平瓦 (10~ 12) 10は細い格子叩き。 11の格子は陰文である。 12は細かい格子叩き。

39SX015出土遺物 (fig.96、pla.60 ~ 62) 

土師器

小皿 a(1 ~ 12) 復元口径 8.8 ~ 10. Ocm、器高1.0 ~ 1. 5cm。底部切り離しは、 8は底部切り離しが糸

切りで、それ以外は回転ヘラ切り。

小椀 c(13) 口径 9.4cm、器高 3.4cm、高台径 4.1cm。口縁端部を僅かに外反させる。胎土は僅かに砂

粒を含み、焼成は不良で、鈍い黄茶色を呈する。

椀 c (14) 高台径 7.4cm。全体的に磨滅するが、外面底部には板状圧痕が残る。色調は淡茶褐色を呈

する。

丸底坪 a(15 ~ 18) 15は復元口径 14.8cmo 16・17は口縁部を欠損する。全体的に磨滅するが部分的

にミガキ痕跡が確認できる。

小査 (19) 口縁端部を僅かに欠損し、現存高 9.4cm、底径 5.9cm。焼成は不良で、、調整は不明で、底部外

面に板状圧痕が残る。色調は淡白褐色を呈する。

黄茶色土出土遺物価g.97、pla.71・72)
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蓋 3(1) 外面上半部はヘラ切り後粗いナデ。内面は研磨され、転用硯とみられる。復元口径 11.8cm、

土師器

小皿 a(2 ~ 7) 復元口径 7.8 ~ 9. 8cm、器高1.0 ~ 1. 5cm。全体的に磨滅しているが、底部切り離し

はへラ切り。色調は暗褐灰色や淡茶褐色を呈する。

丸底坪 (8) 外面はヘラ切り後押し出しで、指頭痕が残る。

聾×鍋 (9) 器壁は比較的薄く、口縁部を僅かに外反させる。磨滅も目立つが部分的に回転ナデ、調整が

残る。胎土は淡褐色で砂粒を僅かに含む。

須恵質土器

鉢 (10) 口縁端部を肥厚させる。色調は端部外面が青灰色で、他は灰色を呈する。東播系。

石製品

石鍋 (11) 石鍋の底部部分で、内面には加工時のものとみられる深い傷が残る。断面部に加工痕が見

られるため、石鍋を再利用しようとしたことが窺える。外面には表土 (Fig.99-13)で出土した石鍋の再

利用品と同様の浅い溝があり、接合こそしないものの同一品であった可能性が高い。

茶褐色土 (S-5)出土遺物 (fig.97、pla.71・72)

土師器

小皿 a(12 ~ 14) 復元口径 8.2 ~ 8. 4cm、器高 O.9 ~ 1. 3cm、復元底径 6.1 ~ 6. 7cm。全体的に磨滅し

ている。

石製品

石鍋 (15) 石鍋の口縁部で内外面ともケズリ痕跡が残る。径 0.8cmの穿孔と内面には径・深さとも

O. 3cmの穴が彫り込まれている。

滑石加工品 (16) 大きさは縦 5.6cm、横 1.8cm、厚さ 2.0cmで、全体的に研磨され穿孔や細かい条痕が

見られるが、用途は不明で、ある。

暗灰色土 (S-5)出土遺物 (fig.97・98、pla.63 ~ 70) 

士師器

小皿 a (17 ~ 31) 復元口径 8.2 ~ 10. Ocm、器高1.0 ~ 1. 55cm、24はやや深く1.8cm、底径 6.4~ 

7.7cm。底部切り離しは全てへラ切りである。外面底部に板状圧痕が残るものが多い。 29はヘラ切り後

未調整。色調は茶灰色や黄櫨色を呈する。

脚付皿 (32) 一脚しか残っていないが、三脚になるものと考えられる。皿部分は浅く、端部を若干折

り曲げ丸く仕上げる。焼成は若干不良で、色調は淡黄樺色を呈する。復元口径 11.Ocm。

坪 a(33・34) 33は復元口径 16，Ocm、器高 2.3cm、復元底径 12.8cm。切り離しは不明だが、外面底部

に板状圧痕が残る。色調は白樺色を呈する。 34は復元口径 15.8cm、器高 3.35cm、復元底径 9.6cm。切

り離しは回転ヘラ切りで、板状圧痕が残る。内外面とも回転ナデ。色調は淡燈色を呈する。

丸底杯 a (35 ~ 37) 復元口径 13.3 ~ 15. 6cm、器高 3.0 ~ 3. 6cm。底部は回転へラ切り後押し出して

いる。内面は 36と37の一部にミガキを施す。

鉢 (40~ 43) 40は復元口径 41.Ocm、器面は荒れているが内外面ヨコナデ。口縁端部は折り曲げて丸

く仕上げる。胎土は 0.4cm以下の砂粒を多く含み、色調は淡櫨灰色を呈する。 41は口縁部を折り曲げ

丸く仕上げる。胎土は 0.3cm以下の白色砂粒を多く含み、淡黄茶色を呈する。 42は口縁部のみで全形

が想像しがたいが、鉢状になるものと推測する。端部は僅かに外反し、内面を斜めに成形する。全体的

に磨滅するが内面はナデ調整か。胎土は砂粒を多く含み、色調は茶褐色や灰茶色を呈する。 43は復元

-187-
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口径 34.0cm。内外面には指頭痕が僅かに残り、外面下半には煤が一部付着している。内面には粘土紐

の接合痕が確認できる。色調は淡樺色を呈する。

瓦器

椀 c(38) 口縁端部内面に浅い沈線が巡る。内外面にミガキ Cを施す。復元口径 16.4cm。

白磁

椀 (39) 口径 13.5cm、器高 4.05cm、高台径 5.0cmo 粕はやや黄色みがかった灰色で光沢がある。高台

畳付および内面以外は施紬される。素地は若干灰色がかった白色で、微細な黒色粒を僅かに含む。

石製品

石鍋 (44"-' 46) 全て滑石製で、内外面にケズリ加工し、外面には明瞭にケズリ痕跡が確認できる。 44

は外面に煤が付着し、熱により若干脆くなっている。 45は底部付近で外面に煤が付着する。 46は口縁

部付近で、外面に薄く煤が付着する。端部を外側にやや斜めに削る。

茶色土出土遺物 (fig.99) 

須恵器

蓋 3(1) 焼成・還元は良好で、灰青色を呈する。外面上半部はヘラ切り未調整。その他は回転ナデ。

坪 a(2・3) 焼成・還元は良好で、灰褐色を呈する。底部外面はヘラ切り後ナデ調整。その他は回転ナデ。

2についてはへラ切り挿入痕が明瞭に残る。

杯 c(4) 体部と底部の境は明瞭で、、やや潰れた高台を貼付する。復元高台径 9.3cm。焼成不良で淡灰
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褐色を呈する。

壷 (5) 復元高台径 10.7cm。焼成は若干不良で¥調整は若干不明瞭である。

土師器

蓋 (6) 口縁端部が僅かに屈曲させている。調整は内外面とも回転ナデ。色調は暗茶褐色を呈する。

皿 a(7) 焼成は不良で、淡茶褐色を呈する。器高1.9cm。

椀 c(8) 焼成は不良で、、淡黄灰色を呈する。復元高台径 7.0cm。

奮 (9) 若干肥厚した口縁部で、調整は磨滅し不明瞭であるが、体部と口縁部の境は明瞭である。

表土出土遺物 (fig.99、pla.73・74)

土師器

小皿 a(10) 体部は底音防、ら大きく外聞きする。底部径 5.2cm。色調は黄櫨色で、胎土は少量の白色砂

粒を含むが精製されている。焼成は不良で、調整は不明瞭。

土製品

土甘塙 (11) 胎土は O.5cm以下の白色砂粒を多く含み、内面は熱により硬く焼き締まり、細かな気泡や

ヒピがみられ、灰色を呈する。外面は黄茶灰色を呈し、指頭痕が僅かに確認できる。大きさは復元する

ほど残つてはいないが、外径 25cm前後になるものと推測される。

石製品

石鍋(12・13) 2点とも内外面をケズリ調整し、外面はケズリ痕跡が明瞭に残る。上面は平坦に仕上げる。

13は断面部分にもケズリ加工が見られるため、石鍋を再利用したものと考えられる。外面には弧を描

く浅い溝がある。二次加工時のものか。

39SX044出土遺物 (Fig.99)

石製品

叩き石 (14) 大きさは 6.85X 6.0cm、厚さ 4.1cm。叩き痕が両面に残り、側面は研磨されている。

(5)小結

遺構はピットが殆どで、 8世紀代の遺物を含む堆積層とそれに切り込んで 11世紀後半"-'12世紀前半

の遺構が展開する状況である。焼け土が検出されているが、鉱津類は僅かしか出土していないため、生

産活動は小規模で、あった可能性が高い。出土遺物も大きく 2時期だけで、これ以後の遺物は全く出土せ

ず、 11世紀後半"-'12世紀前半の短期間だけ人の活動があったものと推測される。この谷の下流に当た

る第 12次調査では、筑紫野市原から小字大門に上がる道筋で、平安時代後期を中心とする遺構が確認

され、護摩炉や井戸が検出されている。遺物も 14世紀前半や 18世紀後半の時期のものも出土している

ため、今回の調査地以上に時期幅のある活動が見受けられる。

また、 11世紀後半"-'12世紀前半埋没の沢を利用した通路 (39SXOI0)については、すぐ上方に浄戒座

主の屋敷や墓所があったと言われているE陵が見えているため、簡単に言えば、そこへ続く通路と考え

たくなるが、発掘調査は行われてない。浄戒座主の実態を記した資料は少ないが、『竃門山旧記』には

10世紀~文禄元年 (1592)まで続いたと書かれている(森 2000年)。浄戒座主屋敷跡を含む周辺一帯

では土器や瓦の採集は行われているため、浄戒座主屋敷跡のあるE陵も含め、この東方のジル谷一帯に

この通路の行き先があるものと推測される。しかし、この狭い谷を通らなくても、往来が可能な広い谷

が西や南に存在するため、利用頻度はさほどなかったと推測され、それが限定的な時期と遺物量に反映

されているものと考えられる。
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判可

tab. 18 第 39次調査遺構番号台帳

S一番号 遺構番号 種別 埋土ほか 時期 地区

1 39SX001 焼け土 I14 

2 ピット J16 

3 ピット群 J16 

4 ピット I16 

5 堆積層 暗灰色土。磯と炭多く混じる G15 

6 ピット I15 

7 ピット群 I15 

8 ピット群 平安時代 I14 

9 ピット群 I15 

10 39SX010 沢と通路 機堆積 xn期 Eフイン

11 ピット I15 

12 ピット群 H15 

13 39SK013 士坑 灰褐色士。 5個磯あり 平安後期以降 J16 

14 ピット 場所不明 J16 

15 39SX015 土器埋置遺構 xn ~ xrn期 J13 

16 ピット 炭多く混じる J15 

17 ピット 中心に炭あり J15 

18 ピット J15 

19 ピット J15 

20 39SK020 土器だまり 平安時代後期 J15 

21 ピット群 黒灰色砂質士 I]15 

22 溝状遺構 I13・14

23 ピット I15 

24 ピット J14 

25 39SD025 j葬 茶褐色士 平安時代後期 I]15・16

26 ピット 炭多い J14 

27 ピット群 J14 

28 ピット J14 

29 ピット J14 

30 39SX030 j葺 明灰白色粘土、その上に磯 E8・9

31 ピット群 J14 

32 ピット I14 

33 ピット J14 

34 ピット群 J14 

36 ピット J14 

37 土坑 J14 

38 ピット I13・14

39 ピット群 J13 

41 ピット群 J13 

42 ピット群 S-25の下 I15 

43 ピット群 I12 

44 39SX044 ピット 磯 l個あり I13 

46 ピット群 奈良時代? H15 

47 ピット群 G15 

黄茶色土 遺構検出時の土色

茶色士 奈良時代

暗灰色土 xnr期前後

茶褐色土 XIIr期前後~

淡褐色土
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宝満山遺跡群第 40次調査10. 

(1)調査に至る経過

調査地は、太宰府市大字内山 927、929、928-1に所在し、旧小字では大門にあたる。

地権者より、個人による農地改良(田普請)を行いたいという願いが、太宰府市教育委員会文化財課

。
目
。
門
的
-
寸

l
〉

0
.0

寸
回

，
F

寸
l
〉

にあり、遺跡包蔵地区にあたるため平成 21(2009)年 3月 5日に確認調査を行った。

そ??果、対象面積 3山中、北側の一部において遺構 遺物が確認されたため、埋蔵文化財発掘調

査を行フことで地権者と合意をした。地権者から文化財保護法第 93条が提出され、埋蔵文化財の発掘

調査が行われた。開発対象面積は 320m
2

、調査面積は 165・4rrfo調査期間は平成 21(2009)年 4月 20

調査前の対象地は農地として使われていた。南北に敷設された畦道とそれに伴う水路の東側に隣接し

ており、農地の形としては上下を逆さにして反転した L字形をしている。 L字の内側の土地は畦道と同

土地とは 2mほどの段差があるため、乱雑に組まれた石垣で土留めをしている
(pla. 1 

二TZTZtf去2f??!?ーだ採叫九。対象地の東側(矧 916-1"" 

。調査は高橋学が担当した。

(2)調査の概要 (fig.103) 

日から同年 7月 17日

じレベルで、外側の

~ 4)。
X58，180.0 

601)では、石代刀ゐり'T'LH.:V 

遺跡番号 04603)で山から中世の遺んよ?j71121fJZ21ZJご二品
市教育委員会文化財課によって宝満山遺跡群第 24、27、36次調査として発掘調査されている。fig・102

でまとめているように、現在の耕作面を区画している石垣は明治時代のものであった。この石垣により、

上段と下段に明確に分かれた耕作地が存在していた。石垣の裏込の黒

これは上
色土層からは大量の中世以降の土器と瓦が出土している。

から流れた包含層を含んでいることを示す。遺物以外にも大量の礁、

岩石などを含んでいた。これを除去すると中世の遺物を含む包含層

である黒茶色干となる。黒茶色土層を除去すると遺構が検出される

(pla. 5)。ただし、調査区北部では少し様相がかわり、耕作土の下層

に、暗黒茶色土層(大量の磯混じり)があり 、その下層に明茶色土(遺

物包含層)が厚く堆積している。日g.103の北壁土層図を参考にすると、

40SX001とした遺構は土層の観察から、明茶色土の上面から掘られて

いる可能性が考えられる。そのことは新しい時期にも遺構面が存在

黒色土

(石1亘造成土)

明治~

E 

40SK035 

40SK042 

していたが、調査段階では見逃していた可能性を示している。今後
の課題としたい。

X58，170.0 

(3)検出遺構

SX015 

住居

40S 1055 (fig. 104、pla.53 "" 57) 

調査区の北部で検出した遺構で40SK050により大部分が欠出して

地山

5m Om 

いるが、遺構の切り合いや土層から南北長 3m、東西長 3・1m以上、深
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第 40次調査基本層位図百g.102

第40次調査遺構全体図 (1/100)
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官g.101 



のも出ているが白磁片

がでているため、平安

時代まで下ると思われ

に関連する溝

と考えられる。

土坑

40SK026 (fig. 101) 

調査区中央やや北側

前出の 40SD020

40SD030 

る。

に位置する円形土坑。

東西長

1. 1mを測る。埋土は暗

。

南北長上旬、

黒灰色土(炭化物混じ

遺構の切り合いり)。
-ω
印

可

ヨ
から 40SK050より埋没

4051055 
さ0.3mの正方形に

近いプランに推定復

元可能である。東側

は40SX036の堆積層

の上に作られていた

可能性が高い。北辺

東西長

南北長 0.8m、

深さ O.15mを測る円

5の掘り込みがあ

中央部に、

0.8m、

河

E 

138.0m 

り、その掘り方の北

側に並列して 2つの

石が配置しである。

埋土は暗黒色を呈す

これらの状炭化物

このくぼみ況から、

2.草色土{床土)

3暗鼎色土(土器.:a;を多量に童む)

4褐色土

5鳳栗色土(圃を多量に童む)

6朗革灰色土

7淡隅色土(やや粘蝿が強い)

自灰鳳色粘置土(股化帽理じリ)

9凧色粘質土(小穴の埋土)

10禍蝿色粘圃土(黄色粘領土をブロック放に富む)

11貰草色土(醐を多く富む)

12岡原草色土

13閉民草色土(小閣を1>.書む)

14灰圃色土(20団的躍を多く富む 405X001埋土)

15闘車置色土(405X001哩土)

16問葺買色土(405X001埋土

17朗草色土(曹を富む)

18廟草原色土

19檀革灰色枯質土(5-3埋土)

20蝿原色砂質土

21灰白草色土

13 

聞置区北壁西堅土層土色

UI色土(表土)

調査区北壁土層図

W 

138.0m 

M川

l
i
l
 

調査区西壁土層図

5 

2 

5 

出土遺物か

ら埋没時期は XIII期

は新しい。
2m 

135.5m 

6嬬華芭土

7草色土

4051055土層土色

1掲買E土(405XO1 5埋土)

2車灰色土

3.灰草色土(鳳東芭土周の一部)

4楢軍灰色土

5洩褐色土

は炉跡と考えてい

この遺構の埋土

は北側|から傾斜して

る

7 

二二ぷ
と考えられる。

(fig.106、40SK027 

4051055西側床面屈曲郁位土層土色

1調灰赤色帖貨土(4051055埋土1
2褐色土(4051055埋土)

3灰樋芭土(405X005下掴)歩エ戸与

8栗原色土

9賀覇軍色土{花岡岩風化土まじり)
10買医薬色土

11朗栗原色土

12明革買芭土

2m 

第 40次調査区北壁、南壁土層図 (1/40) 堆積している。地山

推定床面には灰赤色粘質土が薄く広がっており使用時の汚れと思われる。

。

pla. 33) 
4問医樋芭土(405X005下層)

5灰賞色土(地山花閣岩風化土)
iig.103 

は花闘岩の風化土であるが、 百g.104 
調査区中央やや北側40SI055遺構実測図 (1/40)この遺構は竪穴住居もしくは工房

II期以降に掘削し、その後使

これらの情報から、遺構保存のためにこの層を掘り下げてはいない。

、東西長 1・02m、深さ 0・9mを測る。埋土は古い段階から、黄茶黒色粘質土→暗茶黒色粘質
に位置する円形土坑。

土→暗茶黒色土→茶黒色土→明茶色土。遺構の切り合い関係としては 40SK050を切り 40SD030に切られ

南北長1.07m 

12世紀中頃以前と考え られる。

南北長1.83m、東西長 O.65m、深さ

IX期)

40SK037 (fig. 107、pla.40・41)

調査区東部中央に位置する土坑。調査区外に展開する。南北長 2・6m、東西長 1・7m、深さ1.1mを測る。
西側の壁面はオ一司

、ーハングしている。埋土は古層から暗褐黒色土→茶褐色土→黄茶色土→赤褐色土→

よる。遺物はほぼ底面に堆積している暗褐黒色土(取り上げ時は灰黒色土)から炭化物とい
黄茶色土と y

大量に出土…る。土器の取り上げ時の土層は、最下層以外は赤茶色土とした。最上面の堆

積土である黄茶色土は真ゐ土に近く、 0・5------0・8mと均一で厚く堆積していることからも、人為的に埋
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るo 埋土は古層ごと 暗茶色粘質土プ明茶色粘質土→茶色粘質土(上記 3層は取り上げ時

灰黄赤色粘土)→茶亦色土 余褐色黄色土(上記 2層は取り上げ時褐黄色土)-l究黄色粘質土→明赤黄

色粘質土(やや粘質強し、)→明赤黄色粘質土→茶褐色土→茶褐色土(上記 4層は取り上げ時、黄灰色土)。

遺構の埋没年代は奈良期のものが多いが、出土遺物の新しい要素として越州窯青磁片が出土しているこ

ている。

035 (fig. 107、pla.39) 

調査区南部東側に位置する不整形の土坑。調査区外に展開する。

の幅を考えている。
陶磁器A期 (Vとから、

出土遺物から埋没年代は、 XIII------XV期と比較的時間幅があると考
る可能性がある。し、てめ戻しを行っ

出土造物と遺構の切り合い関係から埋没年代は、

0.93mを測

っしょに

X 出土遺物と切り合い関係から、として使用されたものと想定している。

用されたが、 XIV期には埋没したと考えられる。

40SK 
j蕎

40SD020 (企g.105) 

調査区中央部西端で検出した東西方向の構で、調査区外に展開する。長さ 7.0m、幅 0.5------O. 8m、深

さ0.06mを測る。埋土は褐茶色土で土師器片と小石を少量含む。埋土は固く締まっていた。後述する

40SD030と対になるものと考えられる。出土遺物は少量で時期の決定には至らないが、瓦器椀片と白磁

椀片から 12~ 13世紀代中には埋没したと推測される。

40SD030 (fig. 105、pla.34 ~ 38) 

O. 11 ~ O. 33mを測る。北西部の 2.5mほどの範囲は溝の幅と深さが深くなっている。これは掘り返しか

別遺構の可能性もあるが、検出時には同じ茶褐色土の埋土だったため同一の遺構として報告をする。 埋

土は茶褐色土。出土遺物より 12世紀中頃~後半に埋没したと考えられる。40SD020 とは対になる溝と

調査区中央部で検出した東西方向の溝で、調査区外に展開する。長さ 6.9m、幅 O.4 ~ 1. 1m、深さ

想定している。

40SD040 (fig. 105、pla.42)

調査区南部中央に位置する南北方向構だが、南側端はたまり状の遺構に切られて不明。長さ 4.9m、

幅 O.45m ~ O. 8m、深さ 0・16mを測る。埋土は黒茶色土。遺構の埋没年代は、出土遺物から 8世紀のも
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4050020・030・040 4050020土居図

40S0030~ヒ壁土居土色
1灰軍色粘土

2鳳高色土{包書膚)

3暗革黒色土(S-14埋土)

4革凧色土(40S0030埋土)

5策鳳色粘薗土(40S0030埋土)

6悶軍鳳色土

135.5m 

S -c::::マ~N

----〆 4050030土層図

40S0020土膚土色

1禍草色土(土器片小石を富む}

----〆

3 

135.4m 

N 
5 

/ 

40S0030土周土色

1軍鳳色土(土器片混じり)

2軍褐色土{地山の賞色土理じリ)

3踊茶皿色土(1より粘質強い)

4050030北壁土層図

4050030土層図

135.3m 

N¥立プ- s

4050040土層図

135.4m 

SD040 W-.........;こエプ___E 

40S0040土居土色

1革凧色土(土器片股化物を富む)

。 2町、

官g.105 40S0020・030・040遺構実測図 (1/60)

一200-

4幡東黒色土(土鶴片を多く書む)

5革灰色土

6綱賞灰色土

7凋赤買色土

135.9m 

11 

7貫草色土(S-9埋土)

自演車置色土('*茶色土壇じり)

9草色土(たまり)

10買灰慣土{耳砂土理じり)

11福岡色土(土器片炭理じり)

12貧灰褐色土

13花崎岩風化土(地山)

40S0030土周土色

!革凧色土(土器片をす量書む}

405K027 
えられる。

40SK042 (fig. 107) 

調査区西部中央に位置する土坑。 調査区外に展開する。南北

長 0・2仇東西長 l.6m、二段掘りにな っており、深さ 0.2"'-'

O. 57mを測る。埋土は暗茶色粘質土。遺構の埋没年代は出土遺物

より、 12世紀代と考えられる。

40SK050 (fig. 108、pla.48 "'-' 52) 

調李区北部中央に位置する土坑。検出時は不整長方形の大型

土坑たったが、掘り下げていくと南北二連の円形土坑の連なり

となった。南北長 3・95m、東西長 2・2m、深さ 0・5"'-'O. 65mを測

る。土層の堆積状況からは最終埋没は北側から埋まっていった

ことがわかる。埋土は古層より、灰茶黄色土→明黄茶色粘質土

→明茶褐色土→暗黒色土(炭化物層)→暗灰色粘質土→灰色粘

質土→灰黒茶色土→茶灰色土→暗茶色土→灰茶色粘質土→明茶

色粘質土→明茶色土→茶色土となる。遺物取り上げ時には、上

TUZ立LLLZ立ZJJJL;乙tt士
南側の土坑は Xlrr期に埋没しており、その後北側の土坑も時期

差はあま り無く埋没したと考え られる。この土坑全体に堆積が

はじまったのは XIV""'-' XV期と考える。理由としては、最終堆積

『てコ」→一一

ハUnu 
nu 

au 
ヲ
'

ー

J
 

O
U
 

RJM 
V
《

-〆'

Y-41.535.0 

135.3m -

135.3m 

40SK027土層土色

1明草色土

2革鳳色土

3崎車線邑土

4.層革鳳邑粘貨土{炭化閉を

~.童む)

5賀高鳳色粘飼土(民化物を

少量書む 4より粘質強Lリ
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その他の遺構

40SXOOl (fig.101・103)

調査区北部北寄りに位置するたまり状遺構。調査区外に展開するo 東西長 l.3m 南北長 O.5m 深さ

0・17mを測る。浅いたまり状の一部、東側が小穴状に落ち込んでいる。北壁土層を検討している段階で、

4附 01に対応する土層は、両側に石が縦方向に千で中央に直但 lほどの掘り込みになることから、

??むι:日立2227神戸の底を掘ってい:可能性がある。遺構の埋没時期

40SX002 (fig， 121) 

ぷftJ;?りに位置す山東西長 O.2m 南北長 O.25m 腕 O.03m {r測る。埋土は茶色土。

茶E2Z;;r:;ごり状遺構。南北長 1.5m 東西長 O.65m 深さ 0日測る。埋土は

40SX005 (fig. 109、pla.6""'-'12) 

調査デ北部西寄りに位置する炉跡。遺構としては炉跡とその周辺の炉に関係するであろう範囲まで遺

構と考えている。炉跡は南北長 0・54m、東西長 0・56m、高さ 0・12cmの円形炉である。東西方向に閉口し
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40SK035 

、、¥

405K035土膚土色

1鳳色土(耕作土)

2貨車色土(床土 鴫石毛多く童む)

3茶褐色土(賀原色土で遺物取り上げ)

4朗赤黄色粘蝿土(置医色土で週物取り上げ)

5間赤買色粘置土(粘姐が強い買灰色土で週明取り上げ)

6灰買色粘鍋土

7軍褐貰色土(禍葺色土で遇制限り上げ)

B革赤色土(遺物を世量富む禍草色土で週明取り上げ)

9革色粘質土(EJ(闘車色粘土で週明取り上げ)

10嗣聾色粘蝿土(灰買春色粘土で週明取り上げ)

11歯車色粘質土(EJ(貫郡色粘土で週明取り上げ)

40SK042 
135.5m 

135.3m 

137.1m 

405K050土層土色
6灰革色粘貿土 噂

;持;z怨;g;訟抑o 鵬問色土[臼貫色…む) ;:;t詑賠2髭;昨dぷd認22認fごJ;;忍沼口師皿M 申的に凶枇土

3革制色土以{土器民化糊物を砂歩量書枇むω) ;5諮t;主=?化怖物を砂世量書恥む) 14倒茶禍色土 135.5m 
4明草色土 15朗粛軍色粘貨土
5明革色粘賞土 10灰色粘蝿土 16灰革貫色土

11暗灰色粘筒土

40SK037 

E
白
山
内
F

--

135.9m 

2m 

面画面画面d

O 

E画面

匂 10840SK050遺構実測図 (1/40)405K037土圃土色

1質草色土(圏砂土)

2革褐色土(やや粘質)

3 貫葺色土(~少し粘貨が強い)
4革褐色土(際化物・土師皿を少.嵩む)

5踊褐黒色土(炭化帽土師皿を多く富む)

した土と炭層の残存が確認できることから、炉跡の可能性を指摘しておきたい。

この炉跡群は地権者との協議により、保全がされることが調査の途中段階で、判明したため、完掘せず真

埋没年代は炉跡を覆っていた灰色土層の出土造物から XVI"-' xvrr期には埋没していることがわかる。
2m 

、、、、ミ------ぐ-;/

、予¥

砂土で埋め戻して保全している。

40SX010 (fig. 110、pla.13 "-' 20) 

調査区中央部西側に位置する平面プラン隅丸方形の土坑状遺構。長軸長 1・6m、短軸長 1・15m、深さ

0・2mを測る。南側に小穴状に落ち込みがあり、寸法は南北長 0・35m、東西長 0・25m、深さ 0・1mを測る。
0.8mの範囲に厚

が確認

中央部から西側にかけて 20cm前後の礁が据え置かれ
埋土は古層から茶褐色土→明茶褐色土となる。この 40SX005が基盤とする堆積層である 15層からは鍛造剥片

いたのでは
ており、その周辺に完形に近い土師器杯 aを中心に 5枚置かれていた。坪 a②には合わせ口のように口

縁部を下にした坪 a①が重ねている。杯 a③は口縁部を下にして二枚重ねて伏せていた。杯 a④は口縁

部を上にしてあった。小皿 a⑤は口縁部を上に向けて据えてあり、周辺からは椀片が出土している。
ー、ーー

-203 -

40SX008 (fig. 121) 

調査区中央部東側に位置する小穴。直径 0.25cm、深さ 0・2mを測る。埋土は茶色土。

0 
旨「

ており 中央に向かつて播鉢状に凹んでいる。北側の炉部は上部ならびに内側が白色化しており温度か

上がったことがわかる。西側の開口部の先には幅 0・25m程度で西に向かつて真砂土が敷き詰めてあっ

た。厚みは 0.02m。東側の開口部からは図示した範囲、おおよそ南北長 1.4m、東西長

この炉は西側に輔羽口を設置し、東側から燃焼後の炭を掻き出して

み 0.06mの炭層が堆積していた。

ここでも赤褐色に変化高さ 0.17mを測る高まりがあり 、

-202 -

旬 10740SK035・037・042遺構実測図 (1/40)

されている。おそらく、

炉跡の南側にも南北長 O.3m、東西長 0.3m、

ないだろうか。
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40SX005土居土色

1.革褐色土(~化物土師器片草どを世置宮む)

2革褐色土

3明軍色土(40SX005主体を担っていた埋土躍を多く富む)

4 閉草色土(1'量の土師置片を富む)

5調草色土(民化物土器片在意む)

6鳳灰赤色土(部分的に車褐色に霊化した師位あり炉に関連)

7褐灰色土

自民爽色土

9暗鼎邑土(股層ごくごく世温の茶色土を書む)

10褐革色土(やや砂っぽい炉支部)

11筒赤色土(炉支部)

12.閉廊褐色土(炉玉部部分的に強い隔を受けて灰色化して焼き蹄まっている)

13医貰褐色土

14.;質褐色土(世置の炭化物土留片を嵩む)

15瞳軍赤褐色土(多量の民化物と赤褐色を富む蹴遺制片出土炉関連)

16嗣褐灰色土

旬 109 40SX005遺構実測図 (1/20)
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40SX010土層土色

1 明葺褐色土 (蹟化物土器片を~<富むJ
2藁網色土
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(!) 

40SX025 
この遺構は土塘墓と認定しても良いと考えられる。遺構が浅いのはおそ

の土師皿群を副葬品と見ると、
出土遺物から XV~ XVI期に

らくは削平により、遺構の掘り方の大部分が欠損しているためであろう。 lJ.J 

E
h
.出
向
↑J 

/ 

¥¥  

石列は南東部から北東部へ直線的に 3.5mほど

構築されたものと考える。

40SX015 (匂.110、pla.21 ~ 23) 

調査区北部中央に位置する石列とそれを覆う堆積層。 、、その聞を O.2m程度の石
延びた後に、西へ 2.2m延びる。O.5 ~ O. 7mほどの大きさの石を乱雑に並べ、

也Q

QPBkgqwツ
d Rn 7対臥

この石列と石列を覆うように

黒茶色土層が 0・5mほど堆積しており、調査区中央に向かつて、最大で幅 5m、長さ 6mの範囲に埋土が

石列は地形の変換部に構築された土留めであった可能性を考えている。

でふさぐように組み合わせて構築しており、検出時には l段のみだった。

!i: 

出土造物を見ると土師器には古い様相が多いが、龍泉窯系青磁椀 I類片が出土していることから陶磁

器時期区分 D期まで下げて考えられる。よって遺構が埋没したのは、 XIV~ XV期と考えておく 。

40SX016 (fig. 121) 

広がっていた。

、全ミo
/ 

40SX025土層土色

1聞東芭土(小穴埋土)

2暗闇灰色土{土器使化物を多量に富む)
3革買色土

4明草色土

/ 調査区中央西側に位置する小穴群。埋土は茶色土。

;t;::JE器使化物時置に富む 2層よりやや粘貨が強い)

135.5m 

宅更さ
。マ

調査区中央東側に位置するたまり状遺構。南北長 5.7m、東西長1.7m、深さ 0・4m。埋土は古層より灰

黄色粘質土→黒灰茶色土→明茶灰色土→茶黄色土→暗黒灰色土→明茶色土。遺構中央を中心に土師皿が

口縁部を上に向けて据えられるように検出されたため、それぞれにアノレフアベットで番号をつけて取り

あげた。埋土は大きく上層と下層に分かれており、先述の土器群は下層の黒灰茶色土から出土している。

40SX025 (fig. 111、pla.25 ~ 32) 

ー 、町

三こきさと
出土遺物か

土師皿の配置に強し、意図を感じないこともあり、廃棄の状況を示していると理解している。

、》¥
40SX045土層土色

1褐黒色土

2悶栗色土

3暗茶色土(完尼土師鑓坪aを多く書む)
4淡草色土

5楢凋蝿邑土{民化噛を富む)

6周反買邑砂貨土(花岡岩血化土に由来するもの)
7華民色粘賞土

B凋邑土

9凋赤色土

10，黒色土

11買灰色土(輔君じり)

12褐反鼎色粘鏑土

13.;揖民草色土

14草剤色粘賀土

40SX045 

同1

出土遺物

ら埋没時期は、 XVI-XVII期になる。

調査区中央に位置する堆積土層。S-22や 40SX025に切られている。埋土は淡灰赤色粘土。

から XI期以降に堆積した土層と考えられる。

40SX032 (fig. 121) 

調査区北部中央に位置するたまり状遺構。南北長 1・6m、東西長 2.Om、深さ 0・39mを測る。埋土は暗

出土遺物から埋没時期は XII期以降と考えられる。

40SX039 (fig. 121) 

40SX036 (fig. 121) 

赤褐色土。

-ω
由。ョ

::;: 

調査区中央西側に位置する小穴群。埋土は暗褐色土。

40SX045 (fig. 111、pla.43 ~ 47) 

出土造物から XIV~ XVII期と時期幅が認められる。杯 aの傾向としては XVIを中心とした
15明串灰色粘貨土

出土した。

s 

136，Om 

10 7 6 

2m 
-.;j 

o 

'--
40SX025・045遺構実測図 (1/40)
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焼成は良好で須恵質。凹面に細かな布目痕、

40SI055灰褐色土出土遺物 (fig.112、pla.66・67)

側縁部の破片。縦 14.5cm、横 13.2cm、厚さ 2.0clllo

官g.111 

瓦

平瓦(1)

調査区南部東側に位置するたまり状遺構。南北長 2.Om、東西長2・2m、深さ O.38m。南側に一段落ち込み、

そこに 0・4m程度の磯岩と土師皿が集中して出土した。埋土の暗茶色土層から完形の土師皿が集中して

自

N -¥ 

埋没と考えておく。

(4)出土遺物

住居出土遺物

一206-



40SK037赤来色土
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40SK037灰黒色土
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、三三二ブイク 40SK042 

円ハハ
υ

事
選
t

M
a
L
f
 

¥長一止=ご究。γ一
¥三4三三ヲ717-\ 1=~イ1

ζj3 
g"> ¥ 可ごでコペ2~子=三

\一~-，t

ミ二二ごL一三ブマ替-\J'~
JfJJ 

4051055灰褐色土凸面に大きな横長斜格子日叩きを施した後に、部分的にナデ消し

ている。側縁部はへラ削りで面調整をしている。格子目叩き分類

I一Cc類。

40SI055黒色土出土遺物 (fig.112、pla.66・67)

小皿a(2) 小破片。器高 1.4cm。底部切り離し技法は、回転糸切り 。

その後に板状圧痕。

土師器

焼成は良好。丸底杯 a(3) 口縁から体部への破片。器高 4.0CITlo

色調は淡黄櫨白色~樺色。

溝出土遺物

405K050茶灰色土

¥ー「二r-;120 

ヒ=ブ18

¥一寸 マ 41

y，~ 
10cm 川市

:亡2;10cm 

40S0020出土遺物 (fig.113、pla.66・67)

小破片。凹面に布目痕と糸引き抜き痕跡。凸面は格子

瓦

平瓦 (1)

目叩きを施す。格子目 叩き分類 I-Aa。

40S0030出土遺物 (fig.113、pla.66・67)

土師器

4051055黒色土

底

部切り離し技法は回転糸切り 。XVI期。

丸底杯a(3) 器高 3.55cm。底部切り離し技法は摩耗しており不明。

色調は淡茶褐色。

復元口径 9.3cm、器高 1.05cm、復元底径 7.6CITlo 小皿 a(2) 

40SK050黒茶色土

ヨ竺長三三39 \一主-~7
3 。

底部は回転へラ切り 。底部破片。器高 1.2cm。

須恵器

杯 a(4) 

とご二三
吏?と以

¥一一ニトー~:::128
入ここ b~26 

旬.11240SI055灰褐色土・黒色土
出土遺物実測図 (1/3、1/4)

瓦

ヒ士二~
焼成側縁部の破片。縦 9.5cm、横 9.5cm、厚さ 1.8cm。

凹面は布目痕と引き抜き痕あり 。

平瓦 (5)

lu 
ζコ:

議

凸面は

格子目叩き後に部分的にナデ消し。格子

目叩き分類トCc類。

40S0040出土遺物 (fig.113、pla.68・69)

三F
はやや不良。還元は不良。

4050030 4050020 

モ三三一イ
と三ユミプイ

須恵器

聾 (6) 体部破片。内面は同心円文状の

当て具槙跡。外面は格子目文。焼成は良

好で硬質。ミコ__5 
ごA二

X司=~3
40SK026出土遺物 (fig.114、pla.68・69)

坪 a(1) 復元口径 16.Ocm、器高 2.8cm、

復元底径 11.7cmを測る。底部切り 離し

技法はへラ切りの後に、板状圧痕。 Xlrr

期。焼成は良好。
竺:ミヲ三ゑ 主ミζコ:二二

ー ι二二二ご~ 、三二二プF 一一
...~之R三二1

瓦器
10cm 

官g.113 40S0020・030・040出土遺物実測図 (1/3、1/4)

vy二てた2O 

官g.114 40SK026・027・035・037灰黒色土・ 037赤茶色土・ 042・

050茶灰色土・ 050黒茶色土出土遺物実測図 (1/3、1/4)
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土師器

警、警
。。

10cm 

-ー
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口縁部から体部の破片。復元口径 14・4cm、器高 3・7cm。
椀 (22)口縁部破片。器高1.9cm。内外面が摩耗して調整が不明。焼成は不良。椀 (2)

内面はやや組いミガキ C を施す。外
面はわずかにミガキ Cが認められる。外面には底部押し出し技法に伴う指圧痕あり o 筑紫型。土製品
瓦cmを測る。瓦玉 (3) 縦 2.5cm、横 2.7cm、厚さl.55 

40SK027出土遺物 (fig.114、pla.70・71) 丸瓦 (23、24)
23は玉縁部破片。凹面は布目痕があり、布簡の綴じ合わせ痕跡が確認できる。凸面は

Hき分類トCc類。24は似1)縁部破片で、文字瓦。偵1)縁部は切断時の切りこみが残り、
他は未調整。縦 14.5cm 

格子日叩き。絡子日日

外面回転ナデ。焼成は良好。色調は淡灰色。

瓦器

、横 9.2cm、厚さ 2.Ocm 

聞に十字菱文や、貧1)菱をモチーフにした文様を施す。格子目叩き分類トCc類。

口縁部破片。器高 2.0cm。内椀 (4)

輸入陶器
凹面は布目痕。凸面は格子目叩きの後に不定方向のナデ調整を施す。格子目の

口縁部の破片。上部に内外面を貰通する直
縦 5.8cm、横 2.2cm、厚さ l.9 ......... 2. 3cm。

り、その穿孔内部に金属の残存が確認で、きる。再加工品。

石製品

滑石製石鍋 (25)

径 O.6cmほどの孔があ

40SK050黒茶色土出土遺物 (fig.114、pla.76 ......... 81) 

器高 4.85cm。内面はヨコナデ調整、外面は回転へラ削り 。底部から体部への破片。中国製。

底部はへラ削り後にナデ調整。胎土分類 A-1群。

40SK035出土遺物 (fig.114、pla.70 . 71 

須恵、器

重 (5)

口縁部破片。器高 1・4cm。焼成 ・還元とも良好。天井部は回転ヘラ削りを地す。

須恵器

蓋 3(39) 

高台貼り付け。焼成 ・還元は良好。色調は淡青暗底部破片。器高 1.7cm、復元底径 7.6cm。杯 c(6) 

灰色~灰色。
土師器

J7;;LfL;:I122filftif!123でztZ52;ニLT

瓦

軒丸瓦 (7) 瓦当面の破片。焼成は良好で瓦質。

40SK037赤褐色土出土遺物 (日g.114、pla.68・69)

原 a(29......... 32) 

別出来るものはすべて回転へラ切り。xrv期か。

消 し 日。35のようtL;J;ニニfZJJJJJJ;土171tL;?とこナテ。

XII1期。
土師器

底部切り離し技法が判
口径 14・8.........15・8cm、器高 3・1......... 3・6cm、底径 10・6.........11・4cm。

底部切り離しは回転糸切り技法の後、板状復元口径 9.2cm、器高 1.lcm、復元底径 7.4cm。

圧痕。XVI期。

40SK037灰黒色土出土遺物 (fig.114、pla.68・69)

小皿 a(8) 

丸底杯 a(33......... 38) 

担ね鉢の片口部の破片。器高 4・9cm。焼成は良好で硬質に焼きとがっている。

黒色の自然粕がかかる。

須恵質土器

片口裡ね鉢 (40)

は淡灰色。片口部には黄灰色

小皿 a(9 ~ 12) 復元口径 8.8 ~ 9. 6cm、器高 O.9 ~ 1. 1cm、復元底径 6.9c ~ 7. 4m。底部切り離し技

法は 10の回転へラ切りを除けば、すべて回転糸切り技法である。XIV~ XV期。

郎 a(13 ~ 15) 復元口径 14.8 ~ 15. 8cm、器高 2.5 ~ 3. 4cm、復元底径 9.6 ~ 11. 5cm。底部切り離し

土師器

色調

凹面は布目痕、凸面(41) 

瓦

平瓦

は縄目叩き。焼成はやや良好で、

縦 1.6cm、

上部に

ミニチュア脚 (42)

手担ね成形。

瓦質。

土製品

横 2.1 cmo ::dd-

技法はすべて回転へラ切り後に板状圧痕を伴う。XIII~ XIV期。

瓦器

40SK050閉茶灰色土

口縁部破片。摩耗が激しく内外面の調整は不明。焼成はやや不良。色調は淡灰乳白色。

Aι~二戸ト-- ームー -<司
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椀(16)

底部破片。VI類。底部外面に墨で文字を描いているが破片のため文字の全景は不明。

平瓦(18) 端部と側縁部の破片。縦 14cm、横 11.2cm、厚さ 1.55cm。凹面は細かい布目痕を一部ナデ消 し。

凸面は縄目叩きで一部ナデ消し。焼成はやや良好で土師質気味。還元はやや良好。

40SK042出土遺物 (fig.114、pla.74・75)

瓦
(17) 

白磁

皿

体部との接合面がある。

40SK050明 茶 灰色土出土 遺 物
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凹面

の調整は摩耗で不明。凸面に格

子目叩きを施す。格子目叩き分

類トCc類。

側縁部の破片。

瓦

平瓦(1)

O 

-ーー
10cm 

=-J 

40SK050暗茶灰色土出土遺物実測図 (1/4)
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瓦

軒平瓦(19) 小破片。唐草文様の一部が確認できる。縦 4.4cm、横 6.3cm、厚さ 1.4cm。

40SK050茶灰色土出土遺物 (fig.114、pla.74・75)

-{傘
℃二三 1

百g.115 
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瓦器

20は口径 9.2cm、器高1.4cm、底径 7.3cmを測る。底部切り離し技法は回転へラ切り o

XI期。21は口径 9.2cm、器高 1・4cm、底径 7.6cmを測る。底部切り離し技法は回転へラ切り技法。 XII期。

土師器

小皿 a(20、21)



石製品

滑石製石鍋 (2) 底部破片。再加工品。縦 3.8cm、横 12.1cm、厚み 2.1cmo 重さ 347.2g。内面に炭化物

が多く付着している。底部には内面見込み部から 10.Omm "'-' 15. Ommの穿孔が認められる。

その他の遺物

40SXOOl出土遺物 (fig.116、pla.82・83)

土師器

小皿 a(1) 復元口径 7.9cm、器高1.2cm、復元底径 6.7cm。底部切り離しは回転糸切り技法。XVIII期。

杯 a(2) 復元口径 14.2cm、器高 2.5cm、復元底径 9.4cm。底部切り離しは回転糸切り技法。XVI期。

40SX002出土遺物 (fig.116、pla.82・83)

瓦

平瓦 (3) 側縁部の破片。焼成は良好で須恵質の焼き上がり。凹面は布目痕、凸面は細かい格子目を施

す。格子目叩き分類 1-Ca類 (0-1群)。

40SX004出土遺物 (fig.116、pla.84・85)

須恵器

杯 (4) 口縁部の小破片。器高 2.6cm。

石製品

磨り石 (5) 縦 7.2cm、横 3.3cm、厚さ 1.65cm。重さ60.2g。石材は安山岩。全面を使用しているが、

特に側縁部が摩擦により使用痕が多く残っている。

40SX005出土遺物 (fig.116、pla.82 "'-' 85) 

土師器

小皿 a(6) 口縁部の破片。器高 0.9cm。底部切り離し技法は不明。

杯 a(7) 小破片。器高 2.25cm。底部切り離し技法は回転糸切り 。

須恵器

郎 a(8) 底部破片。器高 1.7cm。底部切り離し技法は回転へラ切り。焼成 ・還元とも良好。

瓦器

皿 (9) 底部破片。器高 0.9cm。全体に摩耗しており調整が不明瞭だが、内面にわずかにミガキ Cが残

存しているのを確認できる。

椀(10) 口縁部から体部への破片。器高 5.3cm。内外面にミガキ C を施す。色調は内面が灰白色。外

面が黒褐色。断面が灰白色。焼成はやや不良。

須恵、器質土器

担ね鉢 (11) 口縁部破片。器高 3.15cm。内外面回転ナデ調整。焼成は良好。

瓦

平瓦(12) 側縁部の破片。側縁部処理は切断のための切り離し線を入れて折っており、その後は未調整。

凹面に布目痕。凸面に格子目叩き文を施す。格子叩き目分類 1-Cb類。

丸瓦(13) 玉縁部の破片。凹面は布目痕。凸面は格子目叩きを施す。格子目叩き分類 I一Cc類。

40SX005茶色土出土遺物 (fig.116、pla.84・85)

土師器

杯a(14) 復元口径 13.8cm、器高 2.3cm、復元底径9.4cm。底部切り離し技法は回転糸切り。 XVI"'-' XVII期。

中丸底杯 a(15) 復元口径 12.3cm、器高 2.5cm、復元底径 4.4cm。底部外面に指頭圧痕が残る。
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椀 c(16) 高台部破片。器高l.4cm。底部切り離し技法は回転へラ切り、その後にナデ調整。

40SX008出土遺物価g.116、pla.84・85)

土師器

坪 a(17) 小破片。器高l.35cm。全面摩耗して調整不明。底部に板状圧痕あり。

40SX010①出土遺物 (fig.116、pla.84 ""' 87) 

土師器

坪 a (18) 底部の破片。器高 0.8cm、復元底径 8.2cmo 底部切り離し技法は摩耗のため判別不能。

40SX010②出土遺物 (fig.116、pla.84 ""' 87) 

土師器

杯 a(19) 口径 14.8cm、器高 2.95cm、底径 9.0cm。底部切り離し技法は回転糸切り技法。胎土に 1mm

以下の金色雲母を含む。残存率 9割以上。 XVI期。

40SX010③出土遺物 (fig.116、pla.84 ""' 87) 

土師器

杯 a (20、21) 20は口径 15.5cm、器高 3.15cm、底径 8.3cm。底部切り離し技法は摩耗のため断言はで

きないが、糸切りの可能性がある。 21は口径 15.2cm、器高 3.25cm、底径 9.1cm。底部切り離し技法は

回転糸切り技法。ほぼ完形。内面見込み部に黒茶褐色付着物あり。 20、21ともに XV期か。

40SX010④出土遺物 (fig.116、pla.84 ""' 87) 

土師器

坪 a(22) 復元口径 14.4cm、器高 3.0cm、復元底径 7.2cm。底部切り離し技法は回転糸切り技法。残存

率は 8割程度。 XVI期。

40SX010⑤出土遺物 (fig.116、pla.84 ""' 87) 

土師器

小皿 a (24) 小破片。器高 0.9cm。底部切り離し技法は摩耗のために不明。焼成は不良。色調は明樫褐

色。

椀 c(23) 高台の破片。器高 1.55cm、復元底径 7.0cmo 貼り付け高台。

40SX010出土遺物 (fig.116、pla.84 ""' 87) 

石製品

砥石 (25) 縦 7.0cm、横 4.9cm、厚さ 1.45cm。重さ 55.7g。色調は乳白色。石材は泥岩。側面は打ち欠

いて加工している。その側面には長軸方向に浅い擦痕(使用痕)、短軸方向にやや深い使用痕あり。両

面の平坦面は砥石として使用しており、摩耗して平滑になっている。

40SX015出土遺物 (fig.116、pla.88 ""' 91) 

土師器

小皿 a(26、27) 26は復元口径 9.8cm、器高l.75cm、復元底径 2.9cm。底部切り離し技法は回転ヘラ切り。

焼成は良好。 XII期。 27は復元口径 10.6cm、器高l.45cm、復元底径 9.0cmo 底部切り離しは回転へラ切り。

XI期。

部 a(28、29) 28は復元口径 15.0cm、器高 2.8cm、復元底径 1l.4cm。底部切り離し技法は回転へラ切り。

XIII期。 29は復元口径 15.6cm、器高 3.0cm、復元底径 13.0cmo 底部切り離しは回転糸切り。その後に

板状圧痕。 XIV期。

寵 (30) 口縁部破片。器高l.9cm。内外面ヨコナデ調整。焼成は良好。
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須恵器

蓋 a3 (31) 器高l.85cm。天井部はヘラ削り調整。焼成・還元ともやや良好。

杯 a (32) 高台部の破片。器高 2.4cm。貼り付け高台。焼成良好。色調は淡灰色。

短頚壷 (33) 頚部の破片。内面の頚部と体部の境に指頭圧痕が残る。外面はヨコナデ調整。

瓦器

椀 (34) 口縁部破片。器高 3.3cm。内外面摩耗のため調整は不明。焼成は良好で、瓦質。

椀 c(35) 底部破片。器高 1.9cm、復元底径6.6cm。やや低い貼り付け高台。内面はミガキ Cが確認できる。

色調は外面が黒褐色で内面が灰白色。断面は淡暗灰色。

土師質土器

鉢 (36) 高台破片。器高 2.6cm。焼成は良好で、焼き締まっている。

瓦質土器

鉢 (37) 口縁部破片。器高 2.8cm。外面調整は摩耗で不明。内面は摩耗しているがわずかに斜め方向

に刷毛目が残る。焼成は不良。

瓦

平瓦 (38) 側縁部破片。凹面に布目痕と糸に引き抜き痕あり。凸面には I-Bc類の格子目叩きを施す。

格子目叩き文の中心に ieJ をいれ、菱形の文様を作っている。側縁部はへラ切り後未調整。焼成は良

好で須恵質。

丸瓦(39) 側縁部と玉縁部の破片。凹面は布目痕(布の重ね痕あり)、凸面は I-Cb類の格子目叩きを施す。

側縁部はへラ切り後に未調整。

土製品

輔羽口 (40) 縦 3.2cm、横 2.2cm、厚みl.3cm。小破片。外面と、器壁内部に籾殻痕あり。内面は暗灰色で、

器壁は内側から灰色→灰茶色と色調が変化する。

石製品

水品製不明品 (41) 破片。縦 2.35cm、横 2.8cm、厚みl.5cm。外面をなめらかに研磨している。色調

は外面が黄茶褐色。断面は黄色味がかかった半透明の灰褐色。

40SX015黒茶色出土遺物 (fig.117、pla.92・93)

瓦

丸瓦(1、 2) 1は側縁部と玉縁部の破片。凹面は布目痕。凸面は I-Cb類の格子目叩きを施す。焼成は

良好だが、還元はやや不良。 2は側縁部破片。側縁部はヘラ切り後に未調整。凹面は布目痕。凸面は

I-Cb類の格子目叩きを施す。焼成は良好で、焼き上がりは須恵質。

平瓦 (3、4) 3は端面破片。端面はナデ調整。凹面は布目痕。凸面は I-Cc類の格子目叩きを施す。焼

成は不良で、瓦質。 4は側縁部破片。側縁部はへラ切り後に未調整。凹面は布目痕と模骨痕あり。凸面は

I-Bc類の格子目叩きをほどこす。焼成は良好で須恵質。

40SX016出土遺物 (fig.117、pla.94・95)

土師器

小皿 a(5) 復元口径 9.4cm、器高l.1cm、復元底径 8.1cm。底部切り離し技法は摩耗しており、判別し

辛いが、回転糸切り後に板状圧痕と思われる。

瓦

平瓦 (6) 端面破片。端面はヘラ削り調整。凹面は布目痕。凸面は縄目痕。
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40SX025出土遺物 (1ig.117、pla.94・95)

出土遺物にアル ベ一

一元的に取り上げ::く : ト付与山りあげているo 個別に出土した土居の違いはないので ここで

土師器

;:おJj午;

;a』4斗ム;2L;与糸z:記:芯L立::山』よι:ニムJf??;:芯立復元暗町l叩O.6叫底部切り怖離し技法は摩鞠減しており不明瞭だ

4仰OS以XOω25砧b出土遺物 (1ig.11口7、pla.94・95)

土師器

工JLiZZ私立2J;;ヱ コ ; ; 部 切 り 離 し 技 法 は 摩滅のため判別問い

40SX025c出土遺物 (fig.117、pla.94・95)
土師器

おぶ出2JtfI!?ι:17f径 川mo底部切り離し技法は回転糸切り

土師器

恥 (11) 復元口径 13.8cm、器高2.65cm、底径9.4叫底部切り離し技法は摩滅のムめ、判別しづらく不明。

;z;ZLT:γ::工r縁部~体部にかけて黒褐色の付手伽丸山。

土師器

おぶ出;;JC!?;-If;:279叫底部切り離し技法は回転糸切り o ほぽ完形。問 。

土師器

;ニよO22L)L出:2;Jt;TiTt了:;と11t:径創8.5叫 底部切り畑慨離肌し技雌法は回転糸切則り久。X川川V円Iい'"'-'X川川川V円叩I口I
土師器

小皿 a(14、15) 14は復元口径 9・4cm、器高 1・Ocm、復元底但 8・Ocm
o 底部切り離し技法は摩滅してい

i2;;ijf??1山E4id7222:立川
土師器

24JLJf二二??::zz:J;jt???:itiJ:回転糸切り o ほぼ完形。底部

40SX025k出土遺物 (fig.117、pla.96 '"'-' 104) 
土師器

;l;ぷ42;ニ;fJ;:tHZJJ;::??!?ifZどまtZり。焼成問。色

40SX025I出土遺物 (fig.117、pla.96 '"'-' 104) 
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土師器

坪 a (18) 復元口径 14.8cm、器高 2.5cm、底径 10.8cm。底部切り離し技法は器壁の摩耗が激しくて不明。

焼成は不良。色調は淡樺色~淡灰白燈色。 XVI期。

40SX025m出土遺物 (fig.117、pla.96 ~ 104) 

土師器

小皿 a (19) 復元口径 10.0cm、器高 1.25cm、底径 8.5cm。底部切り離し技法は回転糸切り。その後、

板状圧痕を施す。

均三 a (20) 復元口径 13.4cm、器高 2.3cm、復元底径 7.6cm。底部切り離し技法は回転糸切り技法。その

後に板状圧痕あり。焼成は良。色調は白樫色~淡樺色。 XVII期。

40SX025n出土遺物 (fig.117， pla. 96 ~ 104) 

土師器

坪 a (21) 復元口径 14.4cm、器高 2.4cm、底径 10.2cm。底部切り離し技法は回転糸切り技法。焼成は

やや不良。色調は淡灰褐色~淡灰色。 XVI期。

坪 a (22) 復元口径 14.8cm、器高 2.4cm、底径 10.8cm。底部切り離し技法は器壁が摩耗しており不明

瞭だが、回転糸切り技法。焼成は不良。色調は淡樺色~淡灰白樺色。 XVI期。

40SX025o出土遺物 (fig.117、pla.96 '"" 104) 

土師器

杯 a (23) 復元口径 14.2cm、器高 2.9cm、底径 9.6cm。底部切り離し技法は回転糸切り技法。板状圧痕

あり。焼成は良好。色調は淡樺色。 XVI期。

40SX025p出土遺物 (fig.117、pla.96 '"" 104) 

土師器

杯 a(24) 復元口径 14.3cm、器高 3.0cm、底径 11.Ocm。底部切り離し技法は回転糸切り技法。焼成は不良。

色調はやや淡い樺色。 XVI期。

40SX025q出土遺物 (fig.117、pla.96 '"" 104) 

土師器

小皿 a (25) 口径 9.4cm、器高1.25cm、底径 7.8cm。底部切り離し技法は回転糸切り技法。焼成はやや

不良。色調は淡灰褐白黄褐色。 XV期。

40SX025r出土遺物 (fig.117、pla.96 '"" 104) 

土師器

小皿 a (26) 復元口径 9.0cm、器高1.1 cm、底径 7.8cm。底部切り離し技法は回転糸切り技法。板状圧

痕あり。焼成は良好。色調は灰茶色。 XVI期。

40SX025s出土遺物 (fig.117、pla.96 '"" 104) 

土師器

坪 a (27) 復元口径 13.8cm、器高 2.7cm、底径 10.4cm。底部切り離し技法は器壁の摩耗により不明。

焼成は不良。色調は淡樫白色~淡樟灰白色。 XVI期。

40SX025t出土遺物 (fig.117、pla.96 '"" 104) 

土師器

坪 a (28) 復元口径 14.4cm、器高 2.4cm、底径 9.9cm。底部切り離し技法は回転糸切り技法。板状圧痕

あり。焼成はやや良好。色調はやや淡い燈色。 XVI期。
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40SX025u出土遺物 (fig.117、pla.96 '"" 104) 

土師器

坪 a (29) 口径 14.0cm、器高 2.65cm、底径 9.9cm。底部切り離し技法は回転糸切り技法。板状圧痕あり。

焼成は良好。色調は淡黄褐色。ほぼ完形。 XVI期。

40SX025w出土遺物 (fig.117、pla.96 '"" 104) 

土師器

郎 a (30) 復元口径 14.4cm、器高 2.6cm、底径 9.9cm。底部切り離し技法は回転糸切り技法。板状圧痕

あり。焼成は不良。色調は淡灰燈白色~淡桂灰色。 XVI期。

40SX025y出土遺物 (fig.117、pla.96 '"" 104) 

土師器

杯 a (31) 復元口径 14.6cm、器高 3.2cm、底径 9.7cm。底部切り離し技法は回転糸切り技法。板状圧痕

あり。焼成は不良。色調はにぶい燈色。 XVI期

40SX025z出土遺物 (fig.117、pla.96 '"" 104) 

土師器

小皿 a (32) 口径 9.4cm、器高1.2cm、底径 7.7cm。底部切り離し技法は回転糸切り技法。板状圧痕あり。

焼成は良好。色調は暗樫褐色。ほぼ完形だが、歪みは大きい。 XVI期

40SX025暗黒灰色土出土遺物 (fig.117・118、pla.96 '"" 104) 

土師器

小皿 a (33 '"" 35) 口径 8.6 '"" 9. Om、器高 O.9 '"" 1. 2cm、底径 7.2 ~ 7. 4cm (すべて、復元値も含む)。

底部切り離し技法は回転糸切り技法。板状圧痕あり。 XVI期~。

小皿 c (36) 復元口径 9.6cm、器高 2.05cm、復元底径 8.Ocm。貼り付け高台。色調は淡灰樫褐色。

杯a(37'"" 39) 37は復元口径 12.3cm、器高 3.2cm、復元底径8.6cm。底部切り離し技法は摩滅のため不明。

回転へラ切りの可能性がわずかにある。 38は復元口径 13.4cm、器高 2.6cm、復元底径 9.2cm。底部切り

離し技法は摩耗のため不明瞭。 39は復元口径 15.8cm、器高 2.75cm、復元底径 12.0cm。焼成は不良。底

部切り離し技法は摩耗のため不明。板状圧痕あり。

土師質土器

担ね鉢 (40) 片口部の破片。器高 4.4cmo 内面は横方向の刷毛目調整。外面は摩滅により調整不明。

焼成は不良。色調は淡灰乳白色。胎士は密で、 O.5mm '"" 2mm未満の砂粒を少量含む。

瓦

丸瓦 (41、42) 41は側縁部と玉縁部の破片。凹面は布目痕、凸面は I-Cb類の格子目叩きを施す。焼

成は良好で須恵質の焼き上がり。側縁部はへラ切り後に未調整。 42は破片。凹面は粗い布目痕、凸面

は I一Cc類の格子目叩きを施す。焼成は良好で、須恵質の焼き上がり。

平瓦 (43、44) 43は小破片。凹面は細かい布目痕、凸面は I-Ca類の格子目叩きを施す。焼成は良好で¥

焼き上がりは須恵質。 44は小破片。凹面と凸面に弓引き痕が残る。焼成は良好で、焼き上がりは須恵質。

色調は淡灰色。胎土には O.5mm '"" 4mmの砂粒を多く含む。

土師器

甑 (45) 把手部の破片。表面は指押さえで表面を調整している。焼成はやや不良。

瓦質土器

担ね鉢 (46) 復元口径 31.9cm、器高 4.9cm。内面調整は刷毛目調整。外面は摩滅して不明だが、指頭
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圧痕が確認できる。焼成はやや良好。色調は淡灰白色~淡灰黄白色。胎土は密。40SX025暗黒灰色土

土製品

与一む一門
l
l
lυ
.

繍羽口 (47) 小破片o 復元外径 7・6cm、復元内径 2・6cm。色調は内面が暗灰燈褐色~暗赤黒褐色、外面

が黒色~黒灰色、断面が内面より暗樟色→暗灰赤樫色→黒褐色となる JJム土は 0・5mm-----2mmの白色砂粒;iく含む。焼成は良好。外面は焼成山温度変化で掠壁が荒れてし;が 内面の器壁はなめ山

t/45 

、とこコ'
石製品

ZCJiニ:flr:rr
短辺を鴨川る。縦 5.0cm 横 13.7cm 厚さ 1.15叫

土師器

JtfL。て
7r97cm 器高 1.6cm 復元底径 7.1叫底部切り離し技法は 回転ヘラ切り後に

瓦

;芯;ふぷOぷ;ニ;ユ;よ;(rr士:fr土、
土師器

はぶ51:Jfifem
器高 1.Ocm 日径 6.8cm

町り離し技開滅山不明板

i ; ii日!日jiztJiZEZ;
須恵器

亦 c(53) 高台部破片。低い貼り付け高台。器高 2・Ocm
o 焼成 ・還元ともに良好。

40SX045出土遺物 (fig.118、pla.105 -----108) 

土師器

;Eよ:;ょJZで;iU4;;;よじ:;Jm底径 6.8-----7. 1叫(復元値を含む)底部切

ニエJTZZf底部破片。器高2.2cm，1;!l元底径 11日部切り離し技法は回転へラ切り。

瓦

平瓦 (58、剛 山端部破片。凹面は布痕跡。凸面は縄目 叩会 焼成は良好で官。川端部と側縁

部破片。凹面は摩耗により調整不明。凸面は縄目 叩き。焼成はみ不良で、土師質。

40SX045a出土遺物 (fig.118、pla.105 -----108) 

土師器

ニユ)bJ;LV::JT17:fiぷ叩切り離し技法は回転へラ切り。焼成は不丸山期。

土師器

仁二三〉
42 
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4OSX036 
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ロ
品
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ミ五己尋一つ:~グ664OSX045b 

丈一一ーヒニ=-グ61

て一寸三d.
g.118 40SX025暗黒灰色土・ 032・036・039・045出土遺物実測図

10cm ハU
ド
掴

(1/3、1/4)
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灰黒色粘賃土

一一一一一一ーーー

-一ーーー『ーーー『ーー一ーー

、、、

黒色土

底部切り離しは回転糸切り 。焼成は不良。内定面

40SX045c出土遺物 (fig.118、pla.105"-' 108) 

口径 15.2cm、器高 3.0cm、底径 10.9cm。

に指圧痕跡あり 。XIV期。

40SX045d出土遺物 (fig.118、pla.105 "-' 1 08) 

土師器

杯 a (62) 

口径 15.5cm、器高 3.05cm、底径 10.6cm。底部切り離し技法は、回転糸切り技法。焼成は良

土師器

J 〆/
杯 a (63) 

好。XIV期。

40SX045e出土遺物 (fig.118、pla.105"-' 108) 

土師器

3 底部切り離しは回転糸切り技法。焼成は不良。復元口径 15.6cm、器高 2.7cm、底径 11.5cm。坪 a (64) 

色調は樟褐色。XV期。器形は歪んでいる。

明茶色土

-
-~司- -一一一一一一ー-

4・・v-ー『ー ー一ー一ー一ー一一 ーーー-

I 、¥、¥
/ヲF い‘ 4
J 

底部切り離しは回転糸切り技法。焼成は良好。内

40SX045f出土遺物 (fig.118、pla.105"-' 108) 

口径 15.6cm、器高 2.9cm、底径 10.4cm。

土師器

坪 a (65) 

面の摩耗が激しい。XV期。 茶色土

二三え底部切り離し技法は不明瞭。

40SX045g出土遺物 (fig.118、pla.105"-' 108) 

小皿 a (66) 復元口径 10.8cm、器高 1.4cm、復元底径 8.1cm。

黒色土出土遺物 (fig.119、pla.109・110)

土師器

『、、
〉¥

三ノフ=肥前系磁器

筒椀 (2) 復元口径 7.4cm、器高 3.5cm。内外面に鋼板転写による明青色のベロ藍紬によって絵付けを

施す。明治後半以降の所産。

凸面にそしてそのナデ消し。
瓦

平瓦 (3) 側縁部破片。 「平井瓦Jの文字瓦。凹面に細かい布目痕跡、

I-Ab類の格子目叩きとナデ消しを施す。格子目叩き内に「平井瓦」

て三七問一て烹-
Lククク〕よL翠 Z二

崎信色

を縦方向に刻印している。側縁部

はへラ切りによる分割後、未調整。焼成は良好。須恵質。色調は淡灰色。

明茶色土出土遺物 (fig.119、pla.111・112)

須恵質土器

担ね鉢 (4) 口縁部破片。器高 4.1 cmo
内面はナデ調整、外面の口縁部外面は横方向のナデ調整。 下部

は斜め方法のナデ調整。焼成は良好。 口縁端部は黒灰色の自然紬が掛かる。

国産陶器

壷 (5)

10cm 

--ー
0 

』ーー

?5cm  

のl
O

口縁部破片。復元口径 17.6cm、器高 5.8cm。胎土、淡褐灰白色~灰白色を呈し密。利調は外面、

灰緑色~淡黒色の紬が一部残り、表面が剥離して露胎状態になっている。内面は灰色~灰緑色の紬に、

黒色の斑点が多く見られる。焼成は良好。備前焼か。

17 

第 40次黒色土、明茶色土、灰黒色粘質土、茶色土、黒茶色土出土遺物実測図 0/2、1/3、1/4)
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百g.119 
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て土台二二ヨ

国産陶器

聾(1) 口縁部から頭部の破片。N字口縁。常滑焼か。器高 12.3cm。胎土は大粒の砂粒、黒色粒を多く

含み、やや粗で黒灰色。粕調は内外面ともに濃茶色が薄くかかり、口縁端部と外面に淡黄緑色の自然紬

が掛かる。焼成は良好で焼き締まっている。



灰色

/d;¥ 
111?手

表土蓋 1(1) 口縁部破片。器高 0.9cm。

焼成 ・還元ともに良好。 口縁内側に

かえりがあり、大宰府編年 IB期か。

灰黒色粘質土出土遺物 (fig.119、pla.111・112)

口縁音1)は回転ヨコナデ。内面は使用により器壁が摩滅。外面は回転

口縁部は暗灰色は重ね焼きのためか暗灰色変化している。

須恵器

鉢 (6) 口縁部から体部への破片。

ヨコナデ調整。焼成は良好。色調は淡灰色。

ウ

口縁部破片。器高 3.5cm。内

面に刷毛目調整。タト面は回転ヨコナ

デ調整。AIIb類。

須恵質土器

瓦質土器

鉢 (2)須恵質土器

裡ね鉢 (7、8) 7は底部破片。器高 4.4cm、復元底径 9.6cm。底部へラ削り。色調は暗灰色。内面は回

転ヨコナデ調整だが、使用による表面摩滅。外面は回転ヨコナデ調整。東播系か。8は底部破片。器高

5. 7cm、復元底径 12.4cm。底部はへラ削り調整。内面は刷毛目調整。使用により表面が摩滅している。

外面は指頭圧痕の後に部分的に刷毛目調整を施す。焼成 ・還元は良好で硬質に焼き上がっている。在地

聾 (4) 口縁部破片。器高 3.7cm
o
N 

字口縁。常滑焼。5型式。

届州窯系青磁

合子 (5) 合子身。復元口径 15.Ocm、

器高 3.5叫素地は微細な黒色斑点を含み密で、淡灰黄白色を針。紬調は細， 貫入が入札やや光

沢の山緑茶色の不透明利が掛かる。焼成は闘で硬質。全面施札口縁のふせ部には重ね焼き痕

7 

裡ね鉢 (3) 口縁片口部破片。器高

5. 5cm。焼成 ・還元は良好。 口縁端部

に自然軸が掛かる。

国産陶器

産か。

土製品

輸羽口 (9) 破片。縦 7.8cm、横 9.4cm、厚さ 3.4cm。羽口の復元直径は 10.2cm、内径は 3.61cm。胎土は、

大粒の砂粒やスサを多く含み粗である。色調は外面から淡灰白紫色~暗灰色~樺色。

茶色土出土遺物 (fig.119、pla.113・114)

6 
10cm 

画面画面圃iiiiiI

官g.120

。
』画面

復元口径 14.8cm、器高 2.9cm、復元底径 9.2cm。底部切り離し技法は回転糸切り。XVI期。

土師器

杯 a(10) 

越州窯青磁
第 40次表土出土遺物実測図 (1/3、1/4)

あり。

何)瓦当面の敬三縦 7.8cm 横 8.5cm 厚さ 2.8叫問面町方向日調整o jJ台土

UfJZ;;f;二三?コ;;;rz当部が灰黒色で仰は淡灰色。焼成は

瓦

軒丸瓦

鉢 (11) 底部破片。未分類。器高 3.6cm、底径 8.5cm。素地は微細な黒色粒子を少量含み、密。淡黄白

色~淡樫黄色を呈す。軸調は細かな貫入が入り、光沢のない緑がかった淡緑茶色の不透明粕。焼成は良

好で硬質。内面に目跡が残り、回転ヨコナデ調整。外面は回転へラ向IJり。底部切り離しは回転糸切り。

黒茶色土出土遺物 (fig.119、pla.113'" 116) 

土師器

ごotF:-よ2222;えうえ出ZAZfzffJ11

土製品

輸羽口

口径 8.4cm、器高1.3cm、底径 6.5cm。底部切り離し技法は回転糸切り。XVII'" XVIII期。

須恵質土器

担ね鉢(13'"15) 13は口縁部破片。器高 3.2cm。色調は、青灰色だが、口縁部外面は暗青灰色。東播

系。14は口縁部破片。器高 4.0cm。色調は青灰色だが、口縁部外面は暗青灰色。15は底部破片。器高

4.6cm。底部は回転糸切り技法。その後に組いナデを施す。焼成 ・還元は良好。

調査地の土地利用;ついて時代ごとの変遷槌ベてまとめと川表採資料だが須恵器蓋の返り

がついている資料(自 12的)は、四吋紀末)のものと考えられるため、 当該地の土地利用 f 

現として注目されるものである。次中様相としては刊SK035;ò~奈加末~平安時代初頭ぶ
している。調査地からは 8世紀後半の須恵器の破片が少量ながら出土しており、なにかしらの土地利

用が行われていたのにと思われる。調査地の土地利用が明確に行われるようになったのは、工房もし

くは住居と考えられる 4…55の戸階であち XII期には使用されはじめ、川期には埋没していたと

日記71I55titij;12日日till;:;

(5)小結

土製品

輸羽口(16、17) 16は縦 6.2cm。復元外径 7.2cm、内径 3.4cm。色調は内側から淡灰樫灰色→暗樫色→

暗燈褐色→暗黒色~黒灰色を呈す。外面は焼成時の熱の影響か、ボコボコと荒れている。内面は縦方向

の細かいナデ調整。17は小破片。外面に指頭圧痕が残る。焼成は不良。
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瓦

平瓦(18) 側縁部破片。侭IJ縁部はへラ切り後に未調整。凹面に布団痕。凸面に I-Cb類の格子目 叩きを

施す。焼成は良好で須恵質。

石製品

滑石製石鍋 (19) 口縁部破片。器高 3.6cm。色調は若干緑青みのある灰色。III-a-1類。

碁石 (20) 縦1.9cm、横 1.8cm、厚み O.7cm。色調は黒灰色。全面にわたり滑らかに研磨されている。

表土出土遺物 (fig.120、pla.117・118)

須恵、器
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小皿la (12) 



その聞の空間は通路として利用された可能性が考えられる。これは南東方向から入ってきて、北西方向

へ進む道ではないだろうか。その後、 40SX045のような土器廃棄は続くが、通路的に利用されていた空

間に 40SX010のように墓の可能性がある遺構が構築されている等、土地利用が移り変わっていったこと

が考えられる。最終的には炉遺構 40SX005が 13世紀前半 (XVI"-' XVII期)に埋没しており、周辺の炉

鍛冶関連の遺構の広がりが確認できたと言える。

北西部の第 24次の調査成果では、 24SX010とした金属工房の使用のピークは XVII期としており、

40SX005がわずかに先行するものとも考えられる。周辺地の金属工房の広がりの 1っとして貴重な成果

であろう。 40SX005周辺の下層で確認された鍛造剥片を包含する層の存在からも、もう少し古い段階か

らも金属生産に関係していた可能性は否定できない。

第 27次調査で道路状遺構として推定されていた 27SF070、073、074は年代の上限を平安~鎌倉時代

と報告されており、その下限は不明だが、今回の 40SD020・030・040と関係すると考えるのであれば、

12世紀中~後半頃に利用されていた可能性が高くなったといえる。

円

υ
広
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調査区反転ライン
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7 

官g.121 第 40次調査略測図 (1/200)
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tab.20 第 40次調査遺構番号台帳

S一番号 遺構番号 種 別 備 考 埋士状況(古→新)
遺構間切合

遺構面 時期 地区番号
(古→新)

40SXOOl 小穴 茶褐色土 12c ~ K12 

2 40SX002 小穴 茶色士 K12 

3 土坑 茶褐色土 12c ~ K12 

4 40SX004 たまり 茶灰色黄色粘質土混じり K11 

5 40SX005 炉跡 黒色土 ー13c前半 J12 

6 小穴 茶灰色黄色粘質土混じり Kl0 

7 たまり 暗灰色粘質土 13 ~ 14c 19 

8 40SX008 小穴 茶色土 J9 

9 土坑 褐色土 112 

10 40SX010 土坑×墓 茶灰色土 XV -XVII Gl0 

11 小穴群 茶色士 111・12

12 小穴群 茶色土 H11 

13 小穴 茶灰色士 H11 

14 小穴群 茶色土 112 

15 40SX015 整地土×たまり 黒茶色土石混じり 12c ~ J9 ~ K12 

16 40SX016 小穴群 茶色土 12c ~ H11 ~ 112 

17 小穴群 褐色士 Hl0 

18 小穴群 茶色士 G8 

19 小穴群 H音褐色士 110 

20 40SD020 溝 褐赤茶色士 12 ~ 13c H10 ~ H12 

21 たまり 明黄灰色砂質士 21→ 25 H8 

22 士坑×たまり H音紫灰色粘質士 110 

23 小穴群 Hl0 ~ H12 

24 たまり 25の下層から検出 H9 

25 40SX025 溝×たまり 多量の土器群 XV1 ~ XVII G8 - 19 

26 40SK026 土坑 暗黒灰色土炭化物混じり 12c ~ J11 

27 40SK027 土坑 褐茶色士 27→ 30 12c ~ 111 

28 小穴
S-15の石積み部を除去

黒茶灰色土炭化物混じり J11 
したら検出

29 たまり 明茶赤色粘 G8 

30 40SD030 f溝 S-20と対になるものか 茶黒色士 12c中日後半 J12 ~ H9 

31 小穴 茶灰色土 J11 

32 40SX032 たまり状 淡灰赤色粘土 32→ 22 X1 110 

33 小穴群 茶色土 19 

34 小穴 灰茶色土 19 

35 40SK035 士坑 奈良~ H7 

36 40SX036 たまり状 36→ 55 XII ~ ]10 

37 40SK037 たまり状 灰黒色士→赤茶色土 X1V -XV 18 

38 たまり 赤褐色粘土 18 

39 40SX039 小穴群 暗褐色土 奈良一 H10 

40 40SD040 溝×たまり 平安一 G9 ~H9 

41 たまり H音褐色粘質土 G11 

42 40SK042 土坑 黒色士磯を多く含む 12c ~ H11 

43 小穴 茶褐色粘質士 Gl0 

44 小穴群 茶色土 H11 

45 40SX045 たまり 完形の土器皿が多量に出土 X1V -XV H8 

46 欠番

47 欠番

48 欠番

49 欠番

50 40SK050 たまり xi:葬 黒茶色土→茶灰色士 XIV -XV J11 

51 欠番

52 欠番

53 欠番

54 欠番

55 40SI055 住居跡×工房 XII -X1V J11 

司

i
り
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細
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山
川
川
川
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第 40次調査計測表 2
S-50黒茶色土

tab.21-2 計測表 1第 40次調査tab.21-1 
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5-37赤茶色士
種別| 器種

土師器 l小皿a
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一0↑

0
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O
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11. 3 
百玄0)I 07 
11. 5 
10.9 

12.8 

13.5 

12.1 
12.5 

O 
考残存率B 

O 
A 

Oつ
墨隼量E主遺塑重量L旦丞

1ヨ01 I (8.6) イト

O 
O 

残存翠1扇考B 

O 
A 
= 
O 

墨主主
10.9 
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O 

M
M一例
M
一川一
M
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日
一
日
一
川
一
川
一
品
川
一

M
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一
回
訪
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M
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M
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目
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一
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川
町
一
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一
山
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山
一
山
一
山
一
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一
回
日
目
一
川
一
回
山
一
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一
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一
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岡
田
町
一
山
首

E
山
一
山
一
山
一
山
一
川
市
町
訂
一
則
一
山
田
町
一
日
一
川

O 

O 

残存率|備B 

O 
A 昼隼量重遺盈蚤芝L旦主主

R-OOI土豆盟束十毛下

O
一O
一二
O
一O
一O

残存率l備

L盟主劃」監
δ? 

閣建杢率

半.Q2.

i!?ii 
日一
M
E
M
品
川
一

M
一
日
一
日
一
回
目
斗
四
日
日
立
回
目
凶
斗
四
回
目
止
日
立
旦
u
l
M四
日
目
立
M
Mヰ
目
立
山
川
一
回
目
出
回
叫
山
正
回
出
出
出
出
回
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O 
O 

11. 6 
一一
O
一O
一O
一O
士一
O
一O
一一

一一
O
一O
一一一
O
一O
一一一
O
一

7.6 

7.3 
(10.6) 

Qム12
♀ム盆
(11. 2) 

色bJU.
(10.4) 

u一M
一川一日一日一
U
一
日
目
一
同
一
日

江主益

法号

M-Oll 
R-004 

R-003 

M-004 

M-007 
M-008 

M-012 

M-009 

M-003 
R-005 

J¥フ

J¥フ

ノ¥フ

ヘラ?
へラ?

小皿 a

小皿 a

小皿 a

亦 a

亙旦
主主
主主
杯 a

丸蔑王手a

椀

残存率|備考B 

O 

A 

O 

腕一川一

M
E
M
E
M一山一

塁亘
0.9 

1.2 
1.2 
2.05 

3.2 

2.6 

2.75 

唯
一
世
間
一
川
一
計
百

遺竺主主
R-014 

R-008 

R-003 

R-007 

R-OOI 

R-006 

R-002 

S-25暗黒灰色土

五百「下一宮種
土師器|生旦~土

小皿 a イト

小皿 a イト

小皿 c ー

亦 a へラ?

杯 a へラ?

杯 a へラ?
山一

o一
ω

O
一o-引

O 

O 

A 降一間一

M
一日一円

嗣一一川

E
u

唯
一
両
日
一
日

遺盈歪萱
M-048 
M-063 

M-044 

在警毛下
小皿 al 一
小皿 al

昌轟考残存率B A 持墨車口径墓翠歪i主
R-OOI 品五議

S-36 

O 

O 

O 

O 

O
一O
一O

O
一O
一O
一O
許

O 
O 

O 

O
一O
一O

J 

ダ盟組盤A 昼釜量亘旦笠
15.5 

、1整重主
R-OOI イト

E 

O 

B 

O
一O
一O
一O
一O

市
山
一

O
一O
一O

M
一川古川町一
M
T

川一
U
一日一山一日

札一川一
M
M一川

M-005 
M-OOI 
M-002 

M-006 

M-OIO 

川口一朴一朴一一一朴

王爾覆 1小皿 al
小皿 al

小皿 al

小皿 al
小皿 a

O 

山一山一山

(7.8) 

日
一
川
市
一
同
一
川
一
同
一
口
一
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一
川
市
一
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一
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一
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川
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一
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一
日
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川
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一
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四
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一
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一
日
一
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一
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一
日
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一
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一
日
一
日
一
川
一

u日一日一日一同一日一
U
一山一
U
一口一口一

M
一
込
山
一
日
一
同
一
込
山
一
日
一
口
一
日
一
四
百
一
日
一

M
一回

M
一日一日一四一
U
一四一日一口一日

14.3 

小皿 al イト 1M-049 
小皿 al イト 1M-025 

小皿 al 1 M-045 

小皿 al I M-054 
小皿 al ヘラ 1 M-055 

小皿 al イト?1 M-041 

小皿 al 1 M-021 

小皿 al イト 1 M-019 

小皿 al イト 71 附 057
小皿 al 昨日16

小皿 al イト 1 R-005 
小皿 al イト 1 M-040 

小皿al ヘラ IM-012 

小皿 al イト 71 M-047 

小皿 al 1 M-018 
小皿 al ヘラワ 1 M-062 

小皿al イト 1 M-066 
小皿al ー | 陪 015

小皿 al イト 1R-006 

小皿 al イト 1M-042 
小皿 al 1 M-039 

小皿al イト 1M-065 

小皿 al 1 M一日13

小皿 al イト 71 M-067 

小皿 al イト 1 M一日26
小皿al イト 71 M-038 

小皿 al イト 1M-050 

小皿 al イト 1M-053 
小皿 alへ7?イト司 M-046 

小皿 al 1 M-061 

小皿 al イト 1 M-043 
小皿 al ー 1 M-022 

小皿 al ー 1 M-024 

小皿 al 1 M-014 
小皿 al イト 1 M-023 

小皿a へラ 1 R-Oll 
杯a>くlIIla イト 1M-037 

杯 a ヘラ 1 M-073 
杯 a ヘラ 1 R-015 

杯 a ー 1 R-017 

杯a ヘラ 1 R-016 
珂ミ IM-069 

杯 a ヘラ M-O!i8 
亦 1 M-072 

杯 a ヘラ 1 M-034 

杯 1 M-035 

杯 a へラ 1 M-059 
亦 a ヘラ 1 M-Oll 
亦 1R-009 
杯 a へラ 1R-007 

杯 a ヘラ 1M-070 

杯 1 M-068 

亦 1M-036 
陥×丸底部 1M-060 

|丸底杯a ヘラ 1M-004 

丸底杯a へラ 1 M-008 
丸底部 IR-OIO 
丸底杯 IR-013 
丸底杯 a ヘラ R-0l4 

丸底杯 a へラ 1M-007 

丸底坪 1 M-OIO 
丸底坪 1 M-029 

丸底杯 aへラ 71 M-071 

丸底杯a ヘラ 1 R-008 
丸底杯 a ヘラ 71 M-075 

皐昼亦 昨日28
丸底杯 a ~\ラ M-003 

丸底杯 a ヘラ M-002 

丸底杯 a ヘラ 1 M-005 

丸底杯 1 M←031 

丸底亦a ヘラ 1 Mー030
丸底杯a ヘラ 1 M-OOI 
丸底杯aイト?1 M-074 

丸底杯 a ヘラ IR-012 

さJA亦 IM-032 
丸底亦 a へラ 7I M-006 
丸底杯 a 一 昨日日9

椀 IM-033 

0.85 
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日一日一日一山

A:内底ナデ日板状圧痕

O 
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A 
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A 
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主前零

建主率|備

引一

0↑

0

B 

O 

B 

B 

O 

B 

A 
O 

A 

O 
O 

A 

A 

7.1 
(6.8) 

(11. 2) 

底径

行:4)

底径

置

基隼

器直

韮亘

墨亘

1.1 

口径

亙豆

日盃
16.8 

口径

違笠量Z主

墓笠萱呈

、1塑重金
R-OOI 

イト

品主

墨重
2.9 

量亘

器直

日盆

ロ径
一五1

、1整董笠
R-OOI 

号

イトJ 

S-50茶灰色土
一覆耳IT一一器

種別 器種 遺物番号 口径 器両 底径 A B 残存率 備考

須恵器 杯 C R-009 2.4+ 

土師器 小皿 a へフ R-006 (9.8) 1. 75 (2.9) O 

小皿 a ヘラ R-003 (10.6) 1. 45 (9.0) O O 

杯 a ヘフ R-004 (15.0) 2.8 (11. 4) O 

杯 a イト R-005 (15.6) 3.0 (13.0) O O 

瓦器 椀 R-002 3.3+ 

椀 C R-013 1. 9+ (6.6) 

S-15 



欄
川
山
山
F
F山
川
川
山
川
リ
山
川
川
川
h
川
川
l
i
u
h川

j

出土遺物一覧表 1

亙主乙止旦旦

5-10⑤ 

区寸市

器|破片

圧←両一副坪
|金属製品i鉱津

刊日

J
 

!
 
i
 

a-u-i
 

皿
一
;
一
浮
一

小
一
皿
一
鉱
一

一
器
一
磁
一
品
一

「
一
精
一
製
一

一
自
-
窯
一
言
一

日
一
一
泉
一

J
一

シ
一
土
一
龍
一
金
一

須 恵 器杯 C 費脚部

土 師 器 杯 a(イト) 丸底 杯 小 皿 a(イト) 南台費

瓦 器 椀

龍泉窯系青磁 椀;1 (2) 

白 磁椀;IV(3) V(J) VIII(2) VIII-O(4)破片 (5)

中国陶器 他，破片 A-2群(J)

瓦 類平瓦(格子叩) 丸(格子叩)

金属製品 不明鉄製品鉱j宰

石 製 品滑石製品不明品(水品) 不明品

5-15 

須 恵 器 杯a

土 師 器杯 a(イト) 小皿a

瓦 器椀

須恵質土器鉢

椀;V(2) V-I X VIII-2(2) V-2 X VI ~ VIII-4(J) VIII(J) 

白 磁 破片付)

皿;II-Ib X II-2 (J) 

瓦 類平瓦(格子叩) 丸(格子叩) 破片

金属製品 鉱津鉄釘

土 製 品士壁

5-5 

i:f: iili ~I杯 a
l金属製品|鉱浮

|土製品1瓦玉

54暗黒色士

r
E
 

器I丸底杯破片(煮沸具)師

器l坪 a 小1IIla 壷口縁

I'III!II 

11 5-10① 

~ 

車旦
|須恵

f 師

a
 

杯器

tr破片(J)

同

E
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計測表 3第 40次調査

宮博2

V-3a (1) 

器 坪 a(イト) 小皿a

器 椀

類破片

亙盟主

制主主

3提言一

器l杯 a(イト)

器|亦a 破片(高台)

tab.21-3 

類i平瓦(格子叩)
ト一同"‘'・

種別 器種 遺物番号 口径 器商 底径 A B 残存率 備考

土師器 小皿 al R-002 8.4 1.3 6.5 

小皿a イト M-003 (9.4) 1.0 (8.6) O O 

小皿a へフ M-004 (10.0) 1.2 5.4 O O 

小皿a イト M-007 10.0 1.2 8.0 O O 

小皿a イト M-002 (10.6) 1.2 (7.8) O O 

杯 a イト M-OOI (14.2) 2.95 (4.1) × × 

杯 a イト 附006 15.4 3.0 11. 9 O O 

杯 a J¥フ M-005 (16.3) 2.8 (11. 9) O 

黒茶色土

師

師

師

刊日一一

副担比i
5-10③ 

匝 iili

5-10④ 

庁 iili

ト
巨
匝
匝
」

任一件

ト
匡
匝
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tab.22-3 第 40次調査 出土遺物一覧表 3
S-45a 

|土 日市 器|杯 a(ヘヲ)

S-45b 

|土 員市 器|ノj、1lIla

S-45c 

|士 師 器|杯 a

S-45d 

|土 師 器|杯 a(イト)

S-45e 

|士 師 器|亦a

S-45f 

|土 師 器|杯 a(ヘラ)

S-45g 

|士 師 器|小皿a

S-50茶灰色土

tab.22-2 第 40次調査 出土遺物一覧表 2

刊日 向
一
吋

盟
国 磁I椀;v(l) 

S-25 

須 恵 器 蓋3

士 師 器杯 a(イト) 小皿 a(イト)

瓦 器椀

龍泉窯系青磁 椀;11(1) lI-b(2) 

白
磁椀皿，;V破片l×(lV)III-2(3) V4b(l) VIII(2) 

瓦 類平瓦(格子叩、縄目叩) 破片(縄目叩)

金属製品 童扶釘

S-25暗黒灰色土

土 信浦 器士不 a(イト) 小皿 a(イト) 皿 c 両台 把手

瓦 器破片

龍泉窯系青磁 椀;1(2) 破片(1)

同安窯系青磁
椀;I-la(l) 

皿;1-2b(l) 

須恵質土器 費ワ

瓦質土器 こね鉢鉢

白
磁椀;IV (1) V (1) V-4b (1)破片 (4)

皿;VI-lb(1) 

中国陶器 他;破片 (1)

瓦 類平瓦(格子叩) 丸瓦(格子叩、無文)

金属製品 鉱浮鉄針

石 製 品滑石石鍋

土 製 品輸羽口瓦宝

S-25a 

1瓦 類|平瓦

S-25b 

1土 師 器|杯a

S-25c 

1土 師 器|杯a

S-25d 

1士 師 器|小皿a

S-25e 

l土 師 器|杯a

S-25f 

i土 自官 器|恥(イト)

S-25g 

|士 師 器|杯a

S-25h 

|瓦 類!平瓦(無文) 丸瓦

S-25i 

|土 自市 器|小皿 a(イト)
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|土 師 器|坪 a(イト)
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|士 師 器|坪a

S-25m 

|士 師 器|小皿 a(イト)

1:= sm 器川皿 a(，，7)

類平瓦格子叩)

器l坪 a(イト)
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|土 師 器|坪a

S-25p 

|土 師 器|杯a

S-25q 

|土 師 器|小皿 a

S-25r 

|士 師 器!小皿a

S-25s 

|土 師 器|杯a

S-25t 

|土 師 器1杯 a(イト)

S-25u 

|土 師 器|杯 a

S-25v 

|龍泉窯系青磁|椀;ト山]

S-25w 

|土 師 器|坪 a

S-25x 

|瓦 類|丸瓦(無文)

S-25y 

|土 師 器|杯 a

S-25z 

|土 師 器|小皿 a(イト)

S-26 
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器蓋小皿a

類破片
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土 師 器坪 a(へ7)椀 c 小皿 a

瓦 器椀

白 磁椀;VIII (1) 

瓦 類平瓦(格子叩)

金 属 製 品 鉱津

石 製 品滑石製石鍋

土 製 品瓦玉

S-40 

胃一つi!i il司蕎
|土郁器|破片

|白 磁|椀，破片(1)

S-27 
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須 恵 器蓋椀(玉縁)破片

士 師 器丸底杯 a(ヘヲ) 小皿 a(ヘヲ、イト) 高台

瓦 器椀椀(破片)

同安窯系青磁 椀;1 (1) 破片 (2)

白
磁椀;11 (1) IV (3) ト1X VIII-2(l) V-4 c (1) VIII(l)破片 (3)

血;II-la(l) VI(1) VH(1) 

瓦 類平瓦(格子叩) 丸瓦(格子叩)火を受けている

金属製品 鉄釘

石 製 品滑石製石鍋再利用品

S-50黒茶色土

須 恵、 器警

土 師
器杯 a(ヘラ) 杯 cX椀 C 丸底杯 a(ヘラ) 丸底杯 a(灯明皿)

小皿 a(へ7、イト) 小皿 a(灯明皿)

須恵質土器 握ね鉢(片口)(東播系)

白 磁椀;VIII-2(1) 

瓦 類平瓦(縄目叩、格子叩)

金属製品 鉄津

S-55黒色土

圧 !m il司丸底坪破片(体部)

茶色土

須 恵 器蓋坪

土 師 器亦 a(イト) 杯 c 丸底杯a 椀 C 破片(煮沸具(黒色系))

瓦 器破片

越州窯系青磁 杯;II (1) 

龍泉窯系青磁
椀;1 X 11底部(1)

血;1 (1) 

須恵質土器 費鉢

国産陶器 壷

自
磁椀;IV(2) V(1) V-l X VIII-2(1) V-2(l) VI(2) 破片 (3)

皿;VI(3) VI-l(l) VI-lb(l) 破片(1)

中国陶器 壷;A-2 (1) 

瓦 類平瓦(格子町、無文)

土 製 品瓦玉
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黒色士

tab.22-4 第40次調査 出土遺物一覧表 4 v.総括

須 恵 器蓋 亦cX皿 C

土 師 器杯 a(イト) 破片(高台)

龍泉窯系青磁
椀;1-1 (2) 1-1a(2) 1-1c r金玉満堂」

他;壷 111類(J)

同安窯系青磁 皿;1-2b(]) 

肥前系陶磁器 染付，椀(7
0

リント)

国産陶器 縁部(常滑焼) 蜜

白 磁椀 ;IV (2) VIII-O (])破片(1)

皿;1 (1) 

中国陶器 査，胎土B群(]) 胎土C群ー2(1)

瓦 類平瓦(格子叩、無文) 平瓦(格子叩、文字瓦「平井瓦J)

金属製品 鉱津

黒茶色土

須 恵 器蓋a 蓋 3 亦 C 両台墾破片

土 師 器杯 a(イト) 杯a(灯明皿) 丸底杯a 小皿a(イト) 破片(向台、煮沸具)

黒色土器 A破片

瓦 器椀破片

龍泉窯系青磁
椀;I(]) 1-1c(J) 1-2(2) 破片 (6)

皿;I(J) V X VI (1) 破片 (2)

同安窯系青磁
椀 ;1-1(3) I-1b(1) 

皿;1-2 b (2) 

須恵質土器 すり鉢 こね鉢(体部)(東播系) 鉢

肥前系陶磁器 染付;(7"リント)(混入)

国産陶器 褐紬(混入) 破片(体部)

椀;1(4) IV(5) IV X V(J) V(3) V X VIII(2) V-1 X VIII-2(1) 

V-4(J) V-4 X VIII-3(2) V-4b(2) V-4c(2) VI(]) VIII(2) 

白 磁 XIII (]) 破片 (9)

皿;1-1a(J) 111-1(2) IV-2b(]) VI(4) VI-1(2) VI-1a(3) 

VI-1b(1) VIII(2)破片 (8)

中国陶器 査，胎士 C-2群(1)

瓦 類平瓦(格子叩、縄目印) 丸瓦(不明)

金属製品 銅浮鉱津

石 製 品滑石製石鍋碁石(黒)

土 製 品輸羽口
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1 遺跡の分布状況

今回の悉皆的な手法でおこなった第 32、35次の人為的造成面などの遺構を図化した作業の結果を小

西氏が実施した分布調査結果(太宰府顕彰会 1983年)と重ね合わせると、山中で、見つかった人為的造

成による段状の平坦面が平安後期から中世を主体とする遺跡であることが判明した。また、これらの段

状の造成面は山裾の北谷、南谷、内山地区の集落と耕作面に連続しており、ここにおいても遺物が分布し、

40次に至る発掘調査によって明らかにされてきたように、現在の集落と周辺の耕作地では古代・中世

の遺跡群が形成されていることが明確にされた。その範囲は、北谷おいてはおおよそ現在の北谷集落域

の西限の宇出口やソイラ辺りであり、北は宇地獄谷、東は字熊崎の東側斜面に至り、南は不断に大字内

山につながっている。内山地区は宇中堂、南谷、辛野(南谷地区)にかなり濃厚な遺跡の分布が認められ、

この群の最も東側に伝有智山城の土塁がある。この群は三角形を横にした形状で広がりその頂点に土塁

があり、そこを抜けて山頂に至る登山ノレートが現在でも生きている。内山集落周辺において、東側は竃

門神社境内の宇御供屋谷から南の山ノ内の山裾際の谷から不断に、南は宇ジル谷、西は字地蔵原や大門

を越えて筑紫野市大字原へとつながっている (fig122)。この面的な広がりとは別に山中には字本谷や辛

野では点的な展開で小規模な遺構や遺物の散布地が山頂に至る聞に散在している。その中に第 34次で

調査した本谷(旧妙見桐)礎石群がある。

これらの遺跡群の主体は平安後期に始まる坊跡であることが明確になった。生活域としての広い面と

墳墓としての狭小な面との組み合わせによる小単位が集積した遺跡として捉えられる。もちろん場所に

よってはこの時期に先行する遺跡も含まれているが、この広域な遺跡群は一体的な盛衰を共有しており、

不可分な関係で成り立つものである。遺跡群の衰退時期は遺物の分布状況や既往の発掘調査の所見から

室町前期頃と推定される。

生活域としての広い面と墳墓としての狭小な面との組み合わせは中宮跡周辺で行った第 38次調査で

明らかになった近世の坊跡にも認められる。中世のものと比較すれば、その占有面積はかなり小さなも

のとなっているが、中世の段階では個別の小単位の区別が難しい一体的な様相であるのに対し、近世の

坊は各中心的な施設は石垣を多用して個別的な様相が顕著になっている。これは集団としての社会性が

変化したことに依るのか。江戸後期成立の「竃円山水帳」によれば山中は坊ごとに屋敷地と山の土地管

理が明確にされていることが伺える。天台系の寺坊から修験道として坊組織に再編されたことに伴う遺

跡様相の変化なのかも知れない。

明茶色土

須 恵 器杯費

士 師 器杯 a(イト) 小皿 a(イト) 小皿 a(灯明皿) 破片(向台、煮沸具)

瓦 器椀破片

龍泉窯系青磁
椀 ;1-1(1) 11(1) 

皿;IV(1) 破片 (3)

同安窯系青磁 椀;IVー1b(1)

須恵質土器 査担ね鉢

椀;IV(9) V-1 X VIII-2(J) V-2a(J) VIII(3) VIII-3(1) 

白 磁 破片(4)

皿，不明(1)

中国陶器 他，水注(1) 胎土C-2群(1)

瓦 類平瓦(縄目叩) 丸瓦(格子叩)

金 属 製 品 鉄釘

石 製 品加工品(滑石) 滑石製石鍋

土 製 品 炉 壁

表土

須 恵 器蓋 1杯 C

士 師 器杯a 小皿 a(イト) 鉢 C 破片(煮沸具) 把手製塩土器?

黒色土器 A椀

瓦 器破片

越州窯系青磁 鉢他，鉢 1(2) 合子(1)

龍泉窯系青磁
椀;1 (3) 1-2 (2) 1 X 11 (1) 

皿;1 (]) 

同安窯系青磁
椀;1-1b(J) 111-1(1) 

皿，破片(1)

須恵質土器 費担ね鉢担ね鉢(東播系)

瓦質土器 鉢

瀬 戸饗破片(常滑)

肥前系陶磁器
染付;(現代) 破片

筒形椀

国産磁器 白磁 島手

白
磁椀;IV(9) V(3) VIII(1)破片 (2)

皿;IV-1 (J) 破片 (2)

中国陶器
鉢，破片(1)

他，不明 (1)

瓦 類平瓦(格子叩、縄目叩) 軒丸瓦

石 製 品滑石製品

土 製 品輸羽口土壁

2 下宮地区について

下宮地区とされている内山集落の竃門神社周辺では、宝満山遺跡群中での平安後期から鎌倉前期の中

心的な施設が存在する場所として改めて注目されることとなった。本報告の第 37次調査ではこの時期

には九州最大規模クラスの瓦を所要する礎石建物 37SB010が存在し、過去に行った第 27次調査ではこ

れに接続する谷部の参道遺構と考えられる道路遺構が見つかっている。この聞には過去に平安期の瓦が

多量に採取されており、 37SB010以外に瓦所要の建物が複数存在して、この一帯で堂舎が群を成してい

たことが想定される。採取された瓦の中には大宰府系鬼瓦も含まれており、堂舎の中には 8世紀後半頃

にまで遡るものがあった可能性がある。谷部から上がる通路は本報告の第 39次調査でも見つかってお

り、その上の平坦面が浄戒坊(座主坊)の伝承があり、平安後期以降には堂舎群の南には優位な坊が形
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成されていた可能性が高まっている (fig 124)。

筑前宝塔院について

本報告の第 34次調査で検出された 34SB001の礎石建物は、完数によって設計された一辺 814cm(26・8

尺)、 三間四方の建物であったことが判明した。また、今回実施した宝満山中における悉皆的な一連の

3 

調査によって、

が鮮明となり、しかもこの遺構が 10世紀代に創建されたものであることから、以前から推定されてい

た、承平 7年 (937)r石、清水八幡宮文書之二』所収「大宰府牒」記

事中の「六箇所宝塔J中の沙弥誰覚が承平三年以前に建立した筑前

安北増
(下野園大慈寺)

;¥安東堵

(上野園緑野寺)

安菌培 (筑前回窃門山)

残された課題

筑紫野市側の遺構群との連関をさぐり、 一山としての遺跡構成を明確にする必要がある。また、山頂

や辛野、電門岩周辺での古代祭杷遺跡の実態解明のための確認調査も行われる必要があろう。近世の西

院谷については第一次の調査によって平面的な情報が整ったが、近年の集中豪雨などによる石垣など

の遺構の崩壊が進行しており、墳墓や石垣などの構造物の記録化は必要性が増しているー

近年、文化財を目的にした個人や業者による盗掘登山の報告もあり 坊の一部にはそLと思われる掘

削の跡も見られることから、積極的な施策を確立する必要がある。周知することによる棄損の恐れもあ

るが、多くの市民に親しみやすい登山の山としてのみではなく、地域の歴史を物語る重要な遺跡である

こ?を啓発し、次世代に引き継ぐ手立てを整えることが必要になっていると考えるの

今回は埋蔵文化財の資源調査に限った報告となっているが、今後は修験道関係ム史料(中野 1980)

の記録化も一体的におこな うことによって、宝満山
の追跡調査や民俗学的な行事や伝承などの「ことJ

4~ 
啄品
mh酔

の歴史的価値が担保されるものになると考えられる。

参考文献

『宝満山及び電門神社周辺の遺跡分布調査報告書』小西信二編 1984年財団法人太宰府顕彰会

『宝満山の地宝』小田富士雄編 1982年太宰府顕彰会

『宝満山の環境歴史学的研究』森弘子 2008年財団法人太宰府顕彰会

『筑前国宝満山信仰史の研究』中野幡能編 1980年名著出版

山中において古代の瓦と礎石を伴う遺構の存在は下宮地区とこの場所に限定されること

電門山の宝塔の最有力の物件となった(小田 1982、森 2008)。この

34SB001が宝塔であるかどうかlこついては、平安前期の宝塔や多宝

塔の建築学的な構造研究が今以上に深化する必要があるが、先の「大

安南塔 (筑前回 ♂ 

箱崎八幡宮)

} 

J 
.. ， 

宰府牒Jの記載した「下修三昧法Jをおこなう施設としては、まさ

に的を得た一間四面の三昧堂的な構造をもつものと評価されよう。

この塔はもともと天台宗を開いた最澄が企画した、弘仁 9(818) 

年のものとされる「六所造宝塔願文護因縁起」記載の「筑前宝塔院J

にあたるもので、国分寺の制度に代わって天台宗が企画した国家安

寧を目的とする仏教施設であり、古代前半に国境祭把がおこなわれ

六所宝塔分布図
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宝満山遺跡遺構・遺物分布図 (1ハ0，000)
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その性格においてまさにそれを引き継た宝満山遺跡との関係では

ぐ宗教施設といえる。

4 
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「宝満山遺跡 4J2005太宰府市教育委員会所用第 127図に加筆

旬 124 宝満山遺跡下宮地区遺構相関図 (1/2000、1/6)
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〔 写 宣 図 版

太宰府天満宮東和11苑よりの宝満山の眺望(昭和初期)
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